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ユース・リーダーシップ・アカデミー(</$)は、ユース、特にユース女性がジェンダーの視点に立った気候変動対策
に有意義な形で参加することを今なお阻む壁をなくすため、5RFNHIHOOHU財団の支援を得てプラン・インターナショナ
ルによって立ち上げられた。�カ国(インド、インドネシア、フィリピン、タイ、ベトナム)で実施された同プログラムで
は、��人のユースアンバサダーを対象に、リーダーシップ能力、専門知識、アドボカシースキルの教育が行われ、
各コミュニティで具体的な成果を生むためのシード資金が提供された。

��カ月の取り組みを通して、</$は、気候変動とジェンダーに関する�つのモジュール講座、メンターとの�回の個
別面談、シード助成金を活用した�つのユース主導型プロジェクト、さらに複数地域と世界規模でアドボカシー活動
を行う機会等、内容の濃い学習体験を提供した。

こうした一つ一つの経験を通して、ユースアンバサダーらは自信とリーダーシップ、プロジェクト管理能力を高め、
ジェンダーと気候変動の連関を理解する(表裏一体の社会的課題として捉える)ことができるようになった。

数値が示す同プログラムの優れた成果

のユースアンバサダー
が「自信が高まった」と
報告�平均����ポイン

ト上昇�

のユースアンバサダー
が「リーダーシップが

高まった」と報告�平均
����ポイント上昇�

のユースアンバサダー
が「プロジェクト管理が
向上した」と報告�平均

����ポイント上昇�

のユースアンバサダーが

「ジェンダーの視点に立った
気候変動対策に関する専
門知識が向上した」と報告
(平均2.87ポイント上昇)
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さらに、同プログラムはこれまで対象
になりにくかった層へも幅広く働きか
け、プログラムおよびユース主導双方
で行ったオンラインキャンペーンで
は、����年��月までに合計���万人
のリーチ(認知)を達成し、�(
報告書執
筆時点では)����年末までに地域目
標の���万人を超えると見込まれてい
る。対面では、女の子、社会的経済的
に困難な状況下にあるユース、障害の
ある人びと、世帯主が女性の世帯を優
先的に対象とし、�����人超がユース
主導のプロジェクトに直接参加した。

また</$によってユースはアジア
太平洋防災閣僚級会議
($30&D55)、$VLD;FKDQJH、&
23��、&23��等、気候変動対策
に関する主な政策議論の場とつな
がることができ、ユースアンバサ
ダーらは、災害リスク軽減(D55)、
気候変動に対するレジリエンス、
ジェンダーインクルージョン(あらゆ
るジェンダーの人々が平等に尊重
され参加できる環境づくり)に関す
る地域レベルの対話を働きかける
ことが可能になった。

全体として調査結果から、</$が今
後アジア太平洋地域でユースがリー
ダーシップを発揮していくための確
固たる道筋を示せたことは明らかで
ある。</$が育んだ、思慮深く、専門
的能力と影響力、そして自信にあふ
れた新たな世代のユースリーダーた
ちは今、それぞれのコミュニティで
ジェンダーの視点に立った気候変動
対策を動かしつつある���そして、プ
ログラム期間をはるかに越えた今
も、</$が起こした社会変化の波を
広げつつある。
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数値で見る成果
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アジア全体ですすむユース主導のジェンダー公正な気候変動対策

(����年��月)

������

����年��月までに目標達成の見込み

同プログラムのオンラインでの
活動および応募者、イベント参
加者、プロジェクト参加者の合
計人数は、����年��月時点で
���万���人に達し、����年��
月までに���万人の目標を達
成�上回る見込み。

採用過程と
応募者の概要

同プログラムには予想を上回
る���人の応募者が集まり、
ユースがリーダーシップを発揮
する機会を求める地域の声が
大きいことを裏付けている。

登録対象者数

実際の応募者数

���
���

ユ ー ス ア ン バ サ ダ ー � � � 人

女性������� 男性�������

�カ国 �カ国から採用された多様性のある��人
のユースアンバサダーによって、女性の
強いリーダーシップ(�����が女性)と疎
外された集団(���)の声を反映した変革
が可能になる。

�回のワークショップと�回のグループ・メンタリング(助言や手助
けをしながら行う人材育成法)を重ねることで、アンバサダーらは
リーダーシップ、自信、プロジェクト管理のスキルを高めた。 �回 �回

のワークショップ のグループ・メンタリング

��� ��� ��� ����
のユースアンバサダー
が「自信が高まった」

と報告

のユースアンバサダー
が「リーダーシップが高

まった」と報告

のユースアンバサダー
が「プロジェクト管理が

向上した」と報告

のユースアンバサダーが「自己
評価によるジェンダーの視点に
立った気候変動対策に関する
専門知識が向上した」と報告

シード助成金プロジェクトにより、教室での学びが、脆弱な集団への支援に重点を置いたコミュニティ主導の解決策として目に見え
る形になった。

�つ

アドボカシーと
世界的規模
での働きかけ

能力開発

のシード助成金
プロジェクト

�����人を超す
直接的な参加者

• 女性が世帯主の世帯
• 女の子
• 障害のある人びと(3:D)
• 学生
• 現地コミュニティ

1万6,000ドル
のシード助成金

目標対象者
���万人の達成
に向けた進捗

</$は、ユースの声が現地の政策に影響を与え、気候変動に関する国際会議に意義のある形で参加
するためのきわめて重要な場を提供した。

��人のユースアンバサダーが、世界・地域
レベルの気候変動関連会議に参加

APMCDRR: フィリピン
COP29: アゼルバイジャン
COP30: ブラジル

• ユース・リーダーシップ・サミット��ジャカルタ
• $VLD;&KDQJH��タイ
• 地域人道パートナー週間(5+3:)��タイ
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用語集
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$30&'55�アジア太平洋防災閣僚級会議�
国連防災機関(81D55)が主催する隔年開催の地域会
議。アジア太平洋地域の各国政府および政府間組織お
よび関係者が一堂に会し、D55戦略実施の加速化と協
力の強化を目的としている。

気候正義
気候変動を単なる環境問題ではなく、倫理的・政治的問
題として捉える概念。これは、(疎外されたコミュニティや
ユース女性等)気候変動への加担が最も少ない人びと
が、その影響を最も深刻に被る場合が多いという認識に
基づいている。

&23 �締約国会議�
国連気候変動枠組条約の最高意思決定機関。世界の
指導者が気候変動対策について交渉や合意形成を行う
世界規模の気候変動サミットとして機能している。

ジェンダー・トランスフォーマティブ・アプローチ�*7$�
女性の参加の実現に留まらないプログラム戦略であり、
ジェンダー差別の根底にある社会規範と力関係、そして
ジェンダー差別を生み続ける構造的な不平等に積極的
に挑み、変革を図るもの。

0(/�モニタリング・評価・学習�
プログラム成果を追跡する際に使用されるプロセ
ス。</$では、その制度を単なる説明責任の履行だけで
なく、学習や順応的管理(モニタリング評価と検証によっ
て随時見直しと修正を行いながら管理する手法)のため
のツールとしても用いられた。

シード助成金
ユースアンバサダー・チームが、コミュニティ主導の気候
変動対策プロジェクトに着手するために提供される少額
の資金(約�����ドル)。彼らは、これを活用してアイデア
を試験的に実施し、具体的な成果を示すことができる。

<$3�ユース活動プラットフォーム�
ユースリーダーが、リソースを入手する、同世代の仲間
とつながる、社会変革に向けたキャンペーンを展開す
る、ための拠点としてプラン・インターナショナルが運営
する専用のオンラインプラットフォーム。

</$
プラン・インターナショナルが5RFNHIHOOHU財団の支援を
受けて、アジア�カ国のユースが能力開発や実践、アド
ボカシーを通してジェンダーの視点に立つ気候変動対
策を主導する力を身につけることを目的として実施され
る��カ月の包括的プログラム。

</6 �ユース・リーダーシップ・サミット�
</$プログラムの締めくくりとなるイベント。ジャカルタで
ユースアンバサダーが一堂に会し、コミュニティ主導の
気候変動対策プロジェクトを紹介し、関係者や仲間と交
流し、「行動の呼びかけ」を発表した。

ユースアンバサダー
インド、インドネシア、フィリピン、タイ、ベトナムの代表と
して選出された</$プログラムの��人の参加者。</$で
自身のコミュニティでリーダーとなるための研修を受講し
た。

ユースのパワー
</$の�つの柱の�つ。ユースがリーダーシップを発揮す
るために必要な自信や自己認識、リーダーシップスキル
を高めることに焦点を当てている。

ユースの上げる声
</$の�つの柱の�つ。ユースが政策に働きかけ、世論
を動かすために必要なアドボカシーやコミュニケーション
のスキルを身につけることに重点を置いている。

ユースの無限の可能性
</$の�つの柱の�つ。ユースが有効な解決策を設計
し、実施するために必要な専門知識と実践的な応用ス
キルを身につけることに重点を置いている。



はじめに

ユースのリーダーシップと
気候変動対策に向けた
土台づくり



��� -�� ���

ʣʫ

��� -�� ���

ʣʫ

�
根本的理由ʭ
なぜジェンダーの視点に立つ
気候変動対策が必要なのか
気候変動はジェンダーに中立ではなく、ジェンダー不平等を広
げる要因であり、人権と持続可能な開発に対する直接的な脅
威でもある。「その交差性は、ジェンダー平等に関する持続可
能な開発目標�6'*��と、気候変動対策に関する6'*��の達
成にとって、重大な課題となっている」。

気候の非常事態(危機)下では、女性と女の子に偏ったリスクが及ぶ。気候関連の災害で強制避難した者の���が女性
と女の子で、気候関連での死亡率は男性の��倍に上る(81�:RPHQ、����年��国連開発計画、����年)。その過酷な
現実はアジア太平洋全域に存在し、����年には�����万人超が災害による避難を余儀なくされ、同地域で最も脆弱な
女性と子どもに不均衡な影響が及んでいる(ID0&とIF5&(����年�����年))。
こうした脆弱性は、社会的役割や排除の構造とつながっている。気候に左右されやすいリソースに非常に依存した生活
の中で、食料、水、燃料の入手は多くの場合女性が担う。そうした生活が崩れれば、女の子がジェンダーに基づく暴力
を受け、早すぎる結婚を強制され、教育の機会を失うリスクは高まる。

女性たちは危機の矢面に立たされているにもかかわらず、今も、軽減策や適応策を策定する意思決定の場に、その姿
はほとんどない。世界の気候ファイナンスの内、ジェンダー平等が組み込まれているのはわずか��である(経済協力開
発機構(2(&D)、����年)。この問題に取り組まなければ、人口の半分が解決策から取り残されることになり、各国が定
める貢献(1D&V)を効果的に達成することは困難となる。

ユース格差:

なぜユースリーダーは今なお意思決定の場にいないのか

気候変動問題のリーダーとして、ユース世代、特にユース女性の台頭がすすん
でいる。しかし、こうした世界的傾向をよそに、アジア太平洋地域は差し迫った問
題に直面している。世界中でユースの動きが活発化するなかで、同地域では人
口統計上の力と政治的発言力が非常に大きく乖離している。

代表制にみられる

ユースの格差

リソースと
アクセスの不足

能力不足

アジア太平洋地域の人口の���は
ユースだが、議席に占める割合は全体
のわずか����である(I38、����年)。

「私たちは形だけでなく、気候変動対策機
関で�ユースが意見を述べられるよう�ユー
スに席を割り当てる制度化に向けて進む

必要があります」

世界の気候ファイナンスで、ユース主
導の取り組みに充てられているのは
��未満である(2(&D、����年)。

「より大きな社会的変化をもたらすには、
ファイナンスの仕組みの中に、草の根組
織が利用できるユースに特化した気候基

金を設けなければいけません」

ユース女性活動家の���が、メンタリン
グやリーダーシップ支援を受けていない
(プラン・インターナショナル、����年)。

「技術的スキルの提供や世代間ネット
ワークの構築を支援する、長期的なリー

ダー育成への投資が必要です」

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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YLAの存在理由:

リーダーシップを発揮できない現状を変える

</$は、ユースの気候正義に対する関心が高い一方で彼ら
が力やリソース、スキルを身につける機会は限られていると
いう現実とのギャップを埋めるために設けられた。特にユース
女性は、ジェンダー規範や資金不足を背景に重なり合う様々
な障壁に直面している。

私たちは、一つ一つの活動から目指す変革までのアウトライ
ンを示した枠組みであるセオリー・オブ・チェンジを活動指針
としている。その視点に基づき、</$は、障壁を打破しリー
ダーシップを強化するための道筋を描き出している。</$が、
ユース女性にリーダーシップを発揮するためのツールを提供
することは、各国政府の1D&目標達成と6D*の現地レベル
での達成の加速化を直接支援することにつながる。

次頁に、</$内でその変革がどう展開されるかを示した表が
ある。ユース女性が抱える構造的課題を起点に、私たちが提
供する実施可能な取り組みを経て、最終的に彼女たちがそ
れぞれのコミュニティに持続的な社会的変化をもたらす道筋
をたどっている。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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下の表は、</$内でこの変革がどう展開されていくかを、より鮮明に理解する助けになる。ユース女性の抱える課題から、
参加する様々な活動を経て、それが彼女たち自身のリーダーシップに火をつけ徐々に高め、それぞれのコミュニティに変
化を巻き起こし始めるまでの過程を示している。このように、セオリー・オブ・チェンジは、プログラムの異なる部分がどのよ
うに相乗効果を発揮しながら徐々に、私たちが目指す、より広い社会的変化をもたらしていくかを可視化している。

問題

核心的問題: 気候変動は、
女の子とユース女性に偏っ
た影響をもたらすジェン
ダー不正義である

能力およびリソースの不足:
ユースは、効果的な気候変
動対策を主導するために
必要なスキルやリソース、
自信が不足していることが
多い

参加・行動を阻む壁: ユー
スリーダー、特にユース女
性は、依然として存在する
壁によって、政策への働き
かけや環境プロジェクトの
主導を通じて気候変動対
策に貢献することを阻まれ
ている

活動

能力強化� </$プログラム
(����年�月�日から����
年��月��日まで)、メンタリ
ングとカリキュラム

実践� ユース主導の�つの
取り組みに対するシード助
成金の提供と実施支援

アドボカシーと働きかけ�
$VLD;FKDQJH
����、$30&D55、&23�
�、&23��、5HJLRQDO
+XPDQLWDULDQ�3DUWQHUVKLS
:HHN�����へのユースの
意義ある参加を支援

キャンペーン活動と情報発
信�
ソーシャルメディアとYAPを
通じた、ユース主導の共同
キャンペーンの支援

• インドネシアでのYLS
の開催

• 全対象国での成果報
告書の周知

• 新たな��人のリーダー
への研修

• 実践ツールを盛り込ん
だ包括的なカリキュラ
ムの提供

• ジェンダーの視点に
立った気候変動対策プ
ロジェクト�件をユース
主導で策定し、実施

• �人のユース代表が、
気候変動に関する地域
および世界規模の主要
フォーラムに意義のあ
る形で参加

• ユース主導による共同
ソーシャルメディア・
キャンペーン

• 少なくとも���人のユー
スリーダーが参加する
</6を開催

アウトプット�作成物
や実施した活動�

アウトカム�現われた
具体的成果や変化�

ユースのパワー�リーダーシッ
プと自信�

• 事前調査と事後調査に
おける、自己申告による
リーダーシップへの自信
の向上率

• 新たに身につけたプロ
ジェクト管理スキルを活
用していると報告した参
加者の数

• プログラム終了後に</$
ネットワーク内で生まれ
た、国を越えた連携の数

ユースの無限の可能性�知識と
実践�

• ジェンダーと気候変動の
関連性に関する参加者
の理解度の向上率

• ユース主導で企画し、実
施されたコミュニティプロ
ジェクトの数

• ユース主導のプロジェク
トに直接参加したコミュニ
ティの人びとの数

ユースの上げる声�アドボカ
シーと働きかけ�

• プログラム終了後に参加
者が自国で行ったアドボ
カシー活動(コミュニティ
ワークショップ、現地メ
ディアのインタビューな
ど)の数

インパクト�アウトカムがも
たらす長期的かつ広範囲

の影響や波及効果�

ユース、特にユース女性が、
能力と影響力を備えたリー
ダーとして、ジェンダーの視
点に立った気候変動適応を
積極的に推進する

• 気候変動によって深刻
化する不平等や不正義
が軽減され、あらゆる
人びと、特に女の子や
弱い立場に置かれた子
どもにとって、より公正
で公平かつ持続可能な
未来の実現につながる

• ユース主導のプロジェ
クトによって汚染が削
減され、気候変動に対
するレジリエンスが高ま
り、対象コミュニティの
環境が目に見える形で
改善される

• 世界規模のフォーラム
における</$参加者の
アドボカシーによって、
あらゆるレベルの気候
変動政策が、よりジェン
ダーの視点に立ち、
ユースを包摂するもの
となる

ユ
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�
私たちが目指すものʭ
各目標と250万人へのリーチ目標
</$は、ロックフェラー財団の支援を受けて行われているプラン・インターナ
ショナルの事業であり、気候変動やジェンダー正義分野の次世代リー
ダーたちの飛躍の場となることを目指している。

</$は、ユース、特にユース女性が、気候変動への適応に向けた取り組
みを主導し、働きかけるための能力を身につけることに重点を置いてい
る。同プログラムは、複数国でのアドボカシーやコミュニティ活動を通し
て、当該地域全体で���万人へのリーチを目指している。

その実現のため、</$はユースアンバサダーが真の変化を推進する上で
必要なスキルやネットワーク、経験を習得するためのプログラムを�つの
柱に基づいて構成している。

目標 ジェンダー公正な気候変動対策を に届ける���万人

ユースの
無限の可能性

ユースの
パワー

ユースの
上げる声

気候変動とジェンダー領域
でのユースのリーダー

シップ強化

ユース主導の現地の
気候変動対策の実施

気候変動政策にユースが
意義のある形で参加する

ための働きかけ

ツールを活用した講座

専門家によるメンタリング

ワークショップ

ユースを気候変動政策の議
論の場につなげる

</6

ユース主導の気候変動対
策に対するシード助成金

オンライン上での
アドボカシー

この一体化した学習プロセスを通して､ユースアンバサダーはそれぞれのコミュニティのみならず､それを越え
て､実行可能な対策を講じ､有意義で持続可能なインパクト(社会的変化)を起こす力を備えた変革の担い手とし
て成長していく｡

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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YLAの活動
スケジュール

����年�月

交流と広報

• ��の気候変動と環境関
連のコミュニティ

• �つの大学の学生運営
委員会

• �つのユース主導の組織

����年�月から�月まで

</$ユース選考

• �つの実施対象国
• ���人の応募者

����年�月から�月まで

</$モジュール講座

• 気候変動対策とアド
ボカシーに関する�つ
の包括的なテーマと
ツール

����年�月

</$キックオフ・ウェビナー

• ユースアンバサダーと
して選出された��人お
よびユースのネットワー
クや主要な関係者を含
む��人が参加

����年�月から��月まで

ワークショップとメンタリング

• �回のワークショップ
• �回のグループ・

メンタリング

����年�月から��月まで

シード助成金プロジェクト

• �グループ
• �人の国別のメンター

����年��月��日

インドネシアでの</6
• �件のユース主導プロジェ

クトの発表
• ��人の著名な講演者
• �つの洞察に満ちた講演

����年�月から����年��月まで

世界規模の気候変動対策
フォーラム

• $VLD;FKDQJHにユースアン
バサダー�人が参加

• $30&D55にユースアンバ
サダー�人が参加

• &23��にユースアンバサ
ダー�人が参加

• &23���にユースアンバサ
ダー�人が参加

• 5+3:�����にユースアン
バサダー�人が参加

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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第�段階
広報と選考

第2段階
ワークショップと
メンタリング

同プログラムの第�段階として、����年�月に、多様で潜在能力
の高い参加者を見つけ､採用するために様々な手段で戦略的な
「広報と選考」活動が実施された。同プログラムは、ユースリー
ダーがすでに大勢いる関係者との連携を積極的に行った。これ
により、定評あるコミュニティと学術ネットワークに情報をしっかり
と周知することができた。

の気候関連・環境関連
グリーンコミュニティ

の大学の学生
運営委員会

つ

</$の能力開発期は、集中的な学習過程による知識と自信の
向上を目的として設計された。��人のユースアンバサダーは、
キックオフ・ウェビナーを皮切りに、専門家の講演者による�回の
包括的なワークショップに参加した。

ワークショップは各回、前回の内容に積み上げる形で進められ、�人の専門家が指導に当たり、毎回非常に有意義な講
習を行うことで、一歩一歩確実に成長が積み上がる形にした。

ワークショップ�
行動するリーダーとは"
気候変動とジェンダー
問題への対応

$PDQGD .DWLOL博士気候
変動

リーダーシップコーチ

本ワークショップでは、様々なリーダーシップの形が紹介さ
れ、参加者は異なるチームや状況に応じて取り組み方を
調整する方法を学んだ。また彼らは、課題を克服し、気候
正義やジェンダー正義に向けた前向きな変化を推進する
ための戦略も探った。

ワークショップ�
ジェンダーの視点から
考える気候正義���公平
な解決策の構築

5DQMLWKD 3XVNXU博士
ジェンダーと生計

本ワークショップでは、気候変動をジェンダー正義に関わ
る問題として捉える理解を深めるとともに、ジェンダー・トラ
ンスフォーマティブ・アプローチ(*7$)を紹介した。国際稲
研究所の5DQMLWKD�3XVNXU博士が講師を務め、参加者
は、最も弱い立場に置かれた人びとを支援する、公平で
ジェンダーの視点に立った取り組みを設計する力を身に
つけた。

ワークショップ�
気候変動政策を読み
解く ��地域から世界へ
広がる行動

-RYHO\Q 7� &OHRIH
気候変動政策分析

本セッションでは、気候変動とジェンダー平等のつながり
を取り上げ、気候変動の影響が、とりわけ女性や女の子
に異なる形で及んでいることに焦点を当てました。参加者
は、包摂的な解決策の重要性について議論するととも
に、より公平で公正な気候変動対策の実現に向けて、研
究がどのように貢献できるかを検討しました。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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ワークショップ�
変革力を高める���アド
ボカシープロジェクトの
計画と資金調達

'LDQ 2QQR
ソーシャル・

アントレプレナーシップ

本ワークショップでは、予算策定、インパクト測定、セオ
リー・オブ・チェンジ等、プロジェクトの計画策定や設計に
関する実践的な指導が行われた。インパクト測定コンサ
ルタントのDLDQ�2QQRによる本ワークショップを通して、参
加者はシード助成金プログラムに向けて、明確で資金調
達可能な提案書を作成する力を身につけた。

ワークショップ�
気候変動対策に関す
るアドボカシーのため
の効果的なコミュニ
ケーション戦略

(PPDQXHO 3DVWRUHV
コミュニティ開発

本ワークショップでは、より広くより強く声を届けてコミュニ
ティを動かすために、参加者のストーリーテリング(社会課
題やリスクなどの背景と活動を一連のストーリーでつなぎ
わかりやすく伝え、関係者を巻き込む手法)の力と人を動
かす力の強化を目指した。コミュニティ開発の専門家
(PPDQXHO�3DVWRUHV�による本ワークショップは、「ユース
の上げる声」の柱を強化する内容で行われ、参加者は自
身の考えを効果的に伝え、同プログラムが掲げる���万
人へのリーチ目標達成を後押しする力を身につけた。

ワークショップと並行して、参加者は理論の実践を目的とした、メンターとの個別メンタリング
を受けた。ワークショップで概念をしっかりと定着させつつ、各参加者が学んだことを自身の
状況に当てはめてアイデアにまとめ、プロジェクト計画を練り、枠組みを現実の状況に適応さ
せる助けとなった。経験豊富なメンターと対話する中で参加者は理解を深め、現実に即した
質問をし、得られた知見を実行可能な戦略に落とし込むことができた。

メンタリング �

コミュニケーショ
ン能力やチーム
管理スキルを向
上させる一方で、
個別コーチングに
よる個人のリー
ダーシップ能力強
化を重点的に行
い、参加者が自
身のリーダーシッ
プ上の課題に取
り組めるよう後押
しした。

メンタリング �

参加者がジェン
ダーと気候変動
の関連性につい
て理解を深め、自
身のプロジェクト
でジェンダーに配
慮した取り組み方
を設計し、適用で
きるようになった。

メンタリング �

参加者が気候変
動対策の議論の
場で上手く立ち
回って意思決定
者とより効果的に
関わるためのアド
ボカシー戦略に
ついて指導を
行った。

メンタリング �

参加者は、計画�
資金調達から
ジェンダー・トラン
スフォーマティブ
の視点の導入に
至るまで、プロ
ジェクト開発のサ
ポートを受け、
シード助成金プロ
ジェクトを持続可
能なものにするた
めの準備を整え
ることができた。

メンタリング �

参加者のコミュニ
ケーション能力と
人を動かす力を
高め、彼らが効
果的なアドボカ
シーを行ってコ
ミュニティと関係
を築き、<$3を積
極的に活用して
活動を拡大でき
るようにした。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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第�段階
ユース主導
の取り組み

ユースリーダーを発想から行動へと動かすことへの注力、これこそが</$の中核
である。多くのユースが気候変動やジェンダー正義について思い切った考えを抱
きながら、利用できるリソースや資金、支援体制が不足する現実のなかで尻込み
していることがあまりにも多い。活動やアドボカシーのためのシード助成金プログ
ラムは、そうした活動を阻む障壁を解消するために設けられた。同プログラムは
単なる資金援助ではなく、ユースアンバサダーが自身のコミュニティで先頭に立っ
て有意義な変化を起こすために必要な資金やメンタリング、ツールを付与し、自
身の考えを実世界にインパクトをもたらすものへと変える出発点となった。

同プログラムが
提供したもの のユース主導

のチーム

つ
各チームに対し

ドル

の助成金

カ月

の実施期間

人のメンターによる

プロジェクト実施に
関するメンタリングの実施期間

オンライン上のキャンペーン:
声を影響力に変える

の実施期間

知識の活用

ユースは、プロジェクト設
計・ジェンダーの視点に
立った計画策定・アドボカ
シーの領域で、学んだこと
を実践した。

取り組みの強化

シード資金とメンタリング
により、より強固で持続可
能性の高い行動計画が
策定できた。

現地の変化を促す

ユースは、プロジェクト設
計・ジェンダーの視点に
立った計画策定・アドボカ
シーの領域で、学んだこと
を実践した。

エビデンスを得る

プロジェクトを通して、ス
トーリー、データ、変化の裏
付けが集まり、各アンバサ
ダーの活動実績になった。

シード助成金によって実現したこと

現場に変化をもたらしたのがシード助成金プロジェクトであるのに対
して、その変化の輪を地域や世界規模の視聴者に広げることを目
的として設計されたのがユース主導のオンライン上のキャンペーン
である。その取り組みは、「ユースの上げる声(アドボカシーと働きか
け)」の柱を支える一番の原動力であり、本プログラムが掲げる250
万人へのリーチ目標を達成する上で鍵となる戦略であった。

ユース主導のソーシャルメディア・キャンペーン

�つのシード助成金チームが�カ国で独自のア
ドボカシーキャンペーンをオンライン上で展開
し、現地のプロジェクト成果が自身のコミュニ
ティのストーリーとして伝えられ、人々を引きつ
けた。

YAP

プラン・インターナショナルのYAPを利用し
て、40人のユースアンバサダー全員が1つの
共有デジタルハブ上でキャンペーンの展開や
ツールと学習教材の活用を通してつながり、地
域や世界中の視聴者に彼らが共同で行った取
り組みの軌跡を紹介した。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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第�段階
働きかけと
事例紹介

気候変動対策に関するユースの声�
現地の知見から世界規模のアドボカシーへ

</$は、ユースの情熱と政策への影響力との間にあるギャッ
プを埋め、ユースアンバサダーの声が聞かれるだけでなく、彼
ら自身が政策形成に積極的に関わることを目指した。「ユース
の上げる声(アドボカシーと働きかけ)」の取り組みを通じて、
本プログラムは、彼らが地域に根ざした知見をハイレベルな
アドボカシーへと直接つなげる道筋をつくった。

この取り組みは、ユースアンバサダーを世界的な意思決定に
関わる、十分な知識を備えたパートナーとして位置づけ、政策
の場でユースの役割を限定しがちな「形式的参加」にとどまら
ないことを意図したものだった。

$VLD;FKDQJH
����年��月�日から��月�日まで、
バンコク、タイ

$30&'55
����年��月��日から��月��日まで、

マニラ、フィリピン

&23��
����年��月��日から��月��日まで、
バクー、アゼルバイジャン

&23��
����年��月��日から��月��日まで、
ベレン、ブラジル

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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</6� 成果を集約し、称える

��カ月にわたる</$プログラムを締めくくる</6は、����年��月��日にインドネシアのジャカルタで開催された。参加が
確認された人は計�����人で、そのうち���人が会場で参加し、約�����人が=RRPや<RX7XEHを通じてオンラインで参加
した。</6は、ユースアンバサダーがプログラムの参加者から、地域で認められるリーダーへと成長していく重要な転換
点として位置づけられた。

YLS 2025には、政府、市民社会組織(CSO)、民間
部門、ユースネットワークから35人の講演者とモ
デレーターが参加した。ハイブリッド形式で開催し
たことで世界各地から幅広い参加が可能となり、
多様な視点を取り入れた充実した議論と、国を越
えた活発な意見交換につながった。また、17の
パートナー組織や機関の支援を受け、Media 
Indonesiaを含む4つの全国メディアでも報道され
た。これにより、地域全体でジェンダーと気候変
動に関する取り組みを進めるユースの変革の担
い手の声やビジョンが、さらに広く届けられた。イ
ベントの熱気やそこで生まれた刺激を振り返るこ
とができるYLS 2025のハイライト動画は、プラン・
インターナショナル・インドネシアのYouTubeチャ
ンネルで視聴できる。

講演

ルで視聴できる。

プロジェクト
紹介

展示 上演
その他
の活動

基調講演、全体講演、
グループ形式の講演
等、計�つの洞察に満
ちた講演が行われた

YLAで実施された、
ジェンダーや気候変
動の視点に立つ8つの
ユース主導プロジェク
トが、短い動画とプレ
ゼンテーションで紹介
された

ユース主導のプロ
ジェクトと他の出
展者による展示

開会及び閉会時に
行われたインドネシ
アの伝統と現代文化
が独創的に融合した
パフォーマンス

楽しい教育的なゲー
ム、SKRWRER[、メッセー
ジで埋められた壁、自
由なネットワークづくり、
イベント翌日のメディア
訪問

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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プログラム0(/ </$がどう変化を起こすかを理解するために、私たちはプログラムの各段階で
の学びを把握・記録する体系的な手法を採用した。0(/(モニタリング、評価、
学習)の枠組みを活用することで、募集からリーダーシップ実践に至る過程をた
どりながら、数値とストーリーの両方で、参加者の経験と成果を映し出すことが
できた。以下の概要では、私たちが参照した主要なデータ源と共に量的な指標
と、応募者、メンター、ユースリーダーから収集した豊富な質的知見を合わせて
示している。これらの要素が一体となり、インパクト分析の基盤を形成してい
る。次のセクションでは、それらのツールや方法がどう組み合わさり、本報告書
で示される調査結果が導き出されたのかを詳しく説明する。

選考と周知 能力開発
発表と

働きかけ

量的

応募者の追跡

インタビューの採点

包括性を確保するため
の参加者の人口動態
データの最終確認

参加前および参加
後のテストの得点

メンター評価シート

出席記録

シード助成金の
予算

ユース主導の
キャンペーンの
進捗記録

シード助成金の
予算

ユース主導の
キャンペーンの
進捗記録

量的

量的

ユース主導の
取り組み

応募者のエッセイの
分析

ワークショップ終了後
の振り返りフォーム

メンターの指摘事項
の分析

シード助成金の提
案書

月次進捗報告書
(第�・�段階)

メンターの現地
視察報告書

イベント終了後の調
査での自由記述形
式の振り返り

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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私たちは、ダブル・ダイヤモンド手法の�つのフェーズに
沿って、ユーザーを中心に据えた明確なプロセスを構築し
た。この方法により、</$成果報告書は単なるデータの集
積にとどまらず、「ユースの無限の可能性」に関わる参加
者が経験した変革の過程を効果的に伝える報告書となっ
ている。

第�期
戦略の策定

第�期
分析と統合

第�期
データ収集

第�期
ストーリー

テリングと報告

インパクト評価の
手法と手段の確立

倫理的で効果的な、
豊富で多面的な
データ収集

生データから有意義
な洞察とストーリー
を引き出す

プロジェクト成果を、説得力
のある視覚的にも素晴らし
い形で文書にまとめる

活動

相談会

データ収集ツールの共
同設計と、詳細な着手
報告書と作業計画書
の作成

調査方法の開発と対
象者の抽出に関する
戦略

既存データの検証

参加者全員へのアン
ケート

ユースの対象者が共
有する体験を探るため
の、フォーカス・グルー
プ・ディスカッション
(F*D)

ユースと関係者に対す
る詳細なインタビュー
(IDI)

量的データの統計分析

質的データのテーマ別
分析

仮説の検証

特定の基準と規則に
従ってデータを整える

回帰分析(ある要素に
対して他の要素がどの
程度影響を与えている
かを分析)

ストーリーの章の起
草および報告書や書
籍のデザイン

インフォグラフィック
制作

意見収集と修正

デジタルまたは印刷
可能な形式での最終
納品

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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データ収集
ジェンダーの視点に立つ気候変動対策がもたらした成果を文書で記録するには、それらを推進するユースリーダーの
声を直接聴くことが必須だと私たちは考えている。私たちの調査方法では、得られたすべての調査結果を様々な情報
源にわたって異なる角度で検証することで、単なる成果報告を超え、無限の可能性を持つユースが達成した変革の全
体像を把握することが可能になる。

一次データ収集　アンケート、IDI、F*D
二次データ収集　既存の</$関連資料、ユースチームから提出されたプロジェクト終了報告書、

能力開発ワークショップの資料

データ収集手法 対象者の詳細 結果
範囲と目的

量的アンケート

,',�特定のテーマ・問題について深く掘り下げて行う
インタビュー�

)*'

リーダーシップに対する自
信やジェンダーの視点に
立つ気候変動対策に関す
る知識、プロジェクト管理
スキルの活用に関する、
参加者の自己申告による
回答の変化を測定した

�種類のアンケートの調査
を��人のユースアンバサ
ダーを対象に実施

��人の</$ユースアンバ
サダー(������)が回答

参加者自身が感じる個人
的な変化、プロジェクト実
施中に克服した具体的な
課題、メンターによる詳細
なメンタリングについて質
問した

計�回のインタビュー対象
者��ユースアンバサダー�
人(対象全�カ国を代表す
るプロジェクト実施担当
者)、メンター�人、主要プ
ロジェクト実施担当者�人

プロジェクトを実施済み
あるいは実施中であ
る、�カ国を代表する�人
のユースアンバサダー
(女性�人、男性�人)、プ
ロジェクトマネージャー兼
ユースエンゲージメント
担当職員�人、プロジェク
トのモニタリングに積極
的に参加している人物�
人にインタビューを実施

本プログラムの強みと弱
みに関する参加者全体
の見方の把握および参
加者同士の学びの促進、
そして今後のプログラム
設計に向けた意見の収
集を行った

�回のF*Dの対象者���
�人のユースアンバサ
ダー(プロジェクト実施担
当者�人と、現地・国・地
域レベルのアドボカシー
に積極的に携わっている
参加者�人)

�カ国を代表する�人の
ユースアンバサダー(女
性�人、男性�人)の内、�
人はプロジェクトを実施
済みまたは実施中であ
り、�人は現地・国・地域
レベルのアドボカシー活
動に参加

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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制限事項

本成果報告書では、複数の調査手法を組み合わせ、ダブル・ダイヤモンドの枠
組みを用いて、量的調査、質的インタビュー、フォーカスグループディスカッショ
ン(F*D)の結果を統合した。ただし、調査結果を解釈する際には、以下の制限
事項を考慮する必要がある。

�� 自己申告によるデータへの依存

質的データの内、特に「ユースのパワー(リーダーシップと自信))」と「ユースの無限の可能性(知識)」について
は、データの大部分が参加者の自己評価に基づいている。自己申告によるデータは主観的になりがちであり、
参加者が自身の成長を、外部の観察者が捉えたものとは異なって認識している可能性がある。

解釈上の注記��この問題を軽減するため、自己評価の結果をメンターや関係者による外部視点を用いて、ユー
ス主導のシード助成金プロジェクト�件の具体的な成果と照合して検証した。

�� 遡及的想起バイアス

一次データ収集は</$プログラムサイクルの終了時に行われたため、参加者は自身の成長や経験を振り返っ
て評価するよう求められた。そのため、想起バイアスが生じる可能性がある。つまり、「プログラム開始前」の能
力に関する記憶が、現在の状況や</$を無事に修了したことの影響を受ける可能性がある。

解釈上の注記��可能な限り、分析には研修前のアンケートや応募書類等、既存のベースラインのデータを組み
込み、遡及的な知見は文書に記録されたエビデンスで裏付けるようにした。

�� 複雑な仕組みに起因する問題

</$が活動するのは、気候正義とジェンダー平等という複雑な領域である。本報告書は、</$の活動と参加者
の成果(例えば国際的なフォーラムでの政策への働きかけ)との間に明確な相関関係があるとはっきりと指摘し
ているが、社会や政策の広範な変化を本プログラムだけの成果だと考えるのは困難である。

解釈上の注記��本調査結果は、「起因」ではなく「寄与」という視点に基づいている。私たちは、政策の変化がす
べて</$の功績だと主張するのではなく、</$が参加者の行動能力にどう寄与したかを示している。

�� 質的事例研究の代表性

詳細な質的調査(IDI)は、対象�カ国(インド、インドネシア、フィリピン、ベトナム、タイ)と様々な種類のプロジェク
トを代表して、�人のユース参加者と�人の関係者を対象に実施された。だが、彼らから得たエピソードは、対象
集団全体の体験に関する統計的データではなく、実際の事例を示す事例研究としての役割を果たしている。

解釈上の注記���こうしたエピソードは、本プログラムを通して何が可能かを示す「深さ」の指標であり、一方、広
範な調査結果は、対象者全体に及ぶ影響の「幅」を示すものとして捉えるべきである。

�� 異文化間・文脈の間の差異

本プログラムは、気候変動ガバナンスやユースの参加に関する政治的状況が異なる�カ国で実施され、それら
の国々の地域全体のデータを集計すると、特定の現地に存在する障壁や促進要素がわかりにくくなる場合があ
る。

解釈上の注記��F*Dは、地域的な多様性を踏まえながら、集約された調査結果にユース全体の経験を確実に
反映することができるため、「共通する考え方と言葉」を把握する上できわめて重要な役割を果たした。
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</$のインパクト測定は、プログラム
の活動やパートナーシップ・プログラム
の柱�ユースのパワー、ユースの無限
の可能性、ユースの上げる声�に注目
して行われる。こうした要素を総合的に
検討することで、</$がどのように
ユースの成長や行動を後押しし、気候
変動やジェンダー問題の解決に貢献し
ているかを把握することができる。

�� プログラム活動とパートナーシップ

�� 本プログラムの柱

</$が�カ国で実施した初期のプロジェクト周知
キャンペーンから、シード助成金プロジェクトの最
終的な実施まで、活動や連携を通してどの程度
周知され、人々を動かしたかを評価する。指標に
は以下が含まれた。

応募者数

プロジェクトの周知をしたパートナー数

協力した専門家の数

ソーシャルメディア・キャンペーンのリーチ数

シード助成金プロジェクトの参加者数

本プログラムの�つの柱(ユースのパワー、ユースの無限の可
能性、ユースの上げる声)は、ユースアンバサダーが</$の概
念を理解し実践的スキルを身につけるためのものだ。これらが
結びつくことで、彼らは自信、リーダーシップ、知識、プロジェク
ト管理、アドボカシーという基礎となる�つのスキルを身につけ
ることができる。これらのスキルは、ユースが気候変動やジェン
ダー問題のアドボケイトとして力を発揮する土台となり、彼ら
は、グリーンジョブ(環境に配慮した活動に従事する仕事)やコ
ミュニティの指導者的役割、正式な統治や管理の場などの実
社会で機会をつかむ準備を整え、その声と行動で有意義かつ
長期的な変化をもたらしていくことができる。本報告書の次の
部分では、�つの基礎となるスキルについて自己申告した変化
に基づき、本プログラム参加前後でのユースアンバサダーの成
長を分析する。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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ユースのパワー

ユースの上げる声ユースの無限の可能性

自信

自信は行動の基盤であり、ユース
世代の中で考えを持っているだけ
の者と実際に既存の制度に挑戦
する者を分けるものである。自信
をつけることで、人びとは人前で
発言し行動することができる。自
信が高まれば、人びとは積極的に
前に出て、質問し、考えや解決策
を提案するようになる。ユースアン
バサダーが自信を持つことで、彼
らが政策対話に参加し、協議に加
わり、現地、国、地域、世界規模
のフォーラムでコミュニティの代表
を務める可能性は高まる。自信は
彼らの発言を大胆で一貫性のあ
るものにする。自信があれば、彼
らの声は力強くなり、その声はコ
ミュニティの声となる。

リーダーシップ

気候危機に対する革新的な考え
や提言、そしてその待ったなしの
状況を伝えるユース主導の取り組
みは、変化の原動力となるため、
その意味はきわめて大きい。そう
した取り組みを開始させ、そして
継続させていくには、適切なリー
ダーシップが求められる。リー
ダーシップスキルは、ユースが他
者を導き、議論をまとめ、人々を
団結させるのに役立つ。また彼ら
が、人々を組織化し強い集団をつ
くる上でも役立つ。しかし、優れた
リーダーシップとは、すべてを支
配することではなく、誰もが参加で
きる環境をつくり出すことに他なら
ない。ユースアンバサダーが人々
に寄り添う寛容なリーダーであれ
ば、学校や近所、ユースクラブ等
のコミュニティを動かし、皆で気候
変動やジェンダー問題に対して行
動を起こすことができる。そうした
集団としての取り組みを積み重ね
ていくことが、コミュニティの行動
変容につながり、長期的なコミュ
ニティのレジリエンスを高める。

プロジェクト管理

プロジェクト管理スキルは、ユー
スアンバサダーにとって、考えを
実現し、実践的なものにするため
の鍵となる。彼らのプロジェクト管
理は行動の証となり、政策決定者
からの信頼度を高める。彼らは、
活動の計画策定やチームの調
整、時間とスケジュールの管理、
状況の変化に伴う問題解決方法
を学んだ。ユースが啓発キャン
ペーン、ワークショップ、気候変動
適応活動等の、コミュニティプロ
ジェクトの運営を成功できれば、
彼らはコミュニティ住民や地方自
治体(/*8)との間に信頼を築くこ
とができる。その信頼は、継続的
で長期的な協働への扉を開く第
一歩であり、将来のリスクに対す
るコミュニティの対応能力を高め
る。

知識

ジェンダーと気候変動問題、特にその�つがどう交差
しているかを深く理解することで、ユースアンバサ
ダーはこの問題の全体像をより広い視野で捉えるこ
とができる。その知識は、明確でエビデンスに基づい
たメッセージの発信の助けとなる。気候変動が女性
や子ども、疎外された集団にそれぞれどう異なる影
響を及ぼすかを理解していれば、彼らは明確に、そし
て堂々と発言することができる。そうした知識を持つ
ことで、彼らはコミュニティ組織、コミュニティ指導者、
政策決定者との議論で説得力のある主張を展開する
ことができる。また、実際のニーズを考慮し、誰も取り
残すことのない活動を設計する上でも役立つ。

アドボカシー

問題、事実、数値、個人の歩みをどのように語れば
組織を動かせるかという点で、働きかけは�つのス
トーリーテリングだと言える。アドボカシーは考えを影
響力へと変える。ユースアンバサダーが、意見の伝
え方や関係者との接し方、ストーリーの効果的な伝え
方を身につければ、より広い世界に問題を提起する
ことができる。高いアドボカシースキルは、彼らの声
を意思決定機関へとつなぎ、それは彼らに、公的な
協議の場に参加して地元自治体の計画策定に加わ
り、気候変動適応策やジェンダー平等、社会的保護
を後押しする、より包摂的な政策を推進する力を与え
る。そうしたスキルを持つユースは単なる参加者では
ない。彼らは、体制のあり方を決める力を持つ変革
の担い手となる。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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$
プログラム活動と
パートナーシップの

事例

�� 戦略に基づいた周知と対象者の選定

</$応募者
への周知

</$アンバサダーの
ジェンダー内訳

�Q  ���

</$の成功は、����年�月の戦略に基づいた周知活動期から始まっ
た。本プログラムは当初設定した���人の応募者を集めるという野心
的な目標を見事に上回り、実施対象�カ国からユースリーダー���人
の応募が集まった。その関心の高さから選考は順調にすすみ、最終
的に��人のユースアンバサダーが選出された。最終的に選出された
対象者は、�����が女性、���が先住民や/*%74�などの疎外され
た集団に属する者となり、本プログラムの使命を
強く反映するものとなった。

その結果自体が、</$が*7$への注力を
プログラムの基本原則として設計当初から
守り続けてきたことを示す確かな証拠
であり、きわめて大きな意味を持つ。

目標対象者数

実際の対象者数

目
標

対
象

者
数

ʥʨʣ
ʥʩʤ

目標対象者数

実際の対象者数

目
標

対
象

者
数

実
際

の
対

象
者

数

���

���

���

���

���

��

�

男性
�����

女性
�����

パートナーシップと
周知活動

��の気候関連・グリーン
コミュニティ

�つの大学の学生運営
委員会

��つのユース主導の組織

応募者登録

���人のユース
応募者が登録

オンラインまたは
対面での面接

��人の候補者が
オンライン�対面面接

を受けた

ユースアンバサダー
の選出

��人の</$ユース
アンバサダー

本プログラムは、パートナーとの強力な連携を生かし、幅広い周知と広報活動を展開した。</$チームは、応募を待つ
受け身の募集ではなく、ユースリーダーがすでに集まる既存のネットワークに積極的に働きかけた。

こうした連携先には、��の気候変動や環境に関するコミュニティ、�つの大学の学生運営委員会、�つのユース主導組
織、ユニセフ・インドネシア、環境林業省や教育文化省などのインドネシア政府の主要機関が含まれた。</$は、こうし
たパートナーとの連携を通じて、対象コミュニティの幅広い層に情報を届け、多様で質の高い応募者を集めることがで
きた。
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�� ソーシャルメディア・キャンペーンの分析

「ユースの上げる声(アドボカシーと働きかけ)」の柱を強化するため、</$は、ソーシャルメディアでのキャンペーンと、
複数の</$イベントで行う対面での働きかけを組み合わせた、多層的なアウトリーチ戦略を展開した。この戦略は、
本プログラムが掲げる���万人へのリーチ目標を達成するための中核となっている。����年��月時点で、プラン・イ
ンターナショナルのインド、インドネシア、ベトナム、タイ、フィリピンおよび$3$&のソーシャルメディア、�つのユース主
導の取り組み、�つのシード助成金プロジェクトの対象者、</$イベントの参加者を通じて、幅広い人びとに働きかけ
てきた。オンラインキャンペーンのリーチ数と対面イベントの参加者数を合わせた本プログラムの総リーチ数は、���
万���人に達している。以下に、その内訳を示す。

</$ プログラムの総リーチ数内訳

プラン・インターナショ
ナルのソーシャル

メディア

���万�����人

</6や成果報告書
発表等の</$内部

イベント

�����人

ユース主導の
ソーシャルメディア・

キャンペーン

�万����人

�つのシード助成金
プロジェクトの参加者

�����人

プラン・インターナショ
ナルのソーシャル

メディア

���万�����人

合計
���万���人

経過に関する注記

提示されているデータは2025年11月20日時点のものであり、キャンペーン活動は年末まで継続することを踏まえる
と、本プログラムは2025年末までにリーチ数250万という目標を達成もしくは上回る可能性がある。

この高いリーチ数は、数値として注目に値するだけではない。それは、気候変動やジェンダー正義に関するアンバサ
ダーのメッセージがデジタル空間の雑音にかき消されることなく届いていることを意味する。この�本立ての戦略が、
幅広く地域レベルの視聴者をつかみ、彼らを目標に向けて行動する現地コミュニティに変貌させる力をユースリー
ダーたちに与えた。

プログラムレベルのキャンペーン
地域のストーリーを紡ぐ

本プログラムのプログラムレベルのキャンペーンは、視聴者を増や
し、地域全体の独自性を固める上できわめて重要だった。このキャ
ンペーンは、参加�カ国とプラン・インターナショナルの地域チャンネ
ルを通して、計���万�����人へのリーチの達成に成功した。キャン
ペーンの成果は特にインドネシアで顕著で、���万人超のリーチ数
を記録した。

プログラムレベルの合計  ���万�����人

インドネシア
���万�����人�

フィリピン
���万�����人�

</6参加者と
メディアのリーチ数

���万�����人�
ベトナム

��万�����人�

インド
��万

�����人�
タイ
��万

�����人� プラン・インター
ナショナル$3$&

��万�����人�

</$プログラムの総リーチ目標数
と実績の比較
�����年��月�

リーチ目標数

実績

�������

�������

�������

�������

������

�
リーチ目標数 実績

���万人

���万
���人
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ユース主導のキャンペーン
現地での活動の推進(実行中)

ソーシャルメディア・キャンペーンと並行して、シード助成金の対象に選
ばれた�つのチームは、</$ワークショップで習得したスキルを活かして
独自のキャンペーンを展開。コミュニティに深く入り込んだ住民への働き
かけに重点を置き、人々のオンライン上での関心を現場で実際に参加
する行動へとつなげた。

こうしたユース主導のキャンペーンにより、各コミュニティへの直接的なリーチ数は計�万�����件に達し、スキルを
上手く活用できたことがわかる。「*LUOV�&OLPDWH�3DUOLDPHQW(*&3)」の参加者数(�万�����人)は、現地の人々の関
心が非常に高いことを示すものだが、特化した現地プロジェクトの実施をサポートするためにオンライン上のプラッ
トフォームを活用したプロジェクトもあった。

キャンペーンからの主な知見

�� 最も実績の高いチャンネル� インドネシア

本プログラムのリーチ数に最も大きく貢献したのは、イ
ンドネシアだ。プラン・インターナショナル・インドネシア
のIQVWDJUDPアカウントが顕著な成果を上げ、リーチ
数は��万�����、エンゲージメント数は�万�����に達
した。これは、インドネシアのユースの間でオンライン
の存在が大きく、また気候変動やジェンダー問題に対
する関心も高いことを浮き彫りにしている。

�� リーチ YV エンゲージメント率�ユーザー
がどれだけ反応したかを示す割合�
リーチ数が、ユーザーに到達して認知された範
囲を測るものであるのに対して、「エンゲージメン
ト」はユーザーが「いいね」やコメント、共有、保
存する度に加算され、ユーザーとの交流の深さ
を測る指標である。それは、そのコンテンツがど
の程度ユーザーの心に響いているかを示す重
要な指標である。

国�パートナー

インドネシア

総リーチ数
総エンゲージ

メント数

フィリピン

ベトナム

</6参加者

タイ

プラン・インターナショナル
APAC

YLSメディアパートナー

インド

(記録なし)

合計(プログラムレベル)

プログラムレベルのデー
タ(エンゲージメントに関
するデータが存在しない
</6メディアパートナーは
除く)によると、キャンペー
ンのエンゲージメント率
(リーチ総数に対するエン
ゲージメント数の割合)は
約����だった。
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プログラム成果 本プログラムの対象者

</$の参加者は、�カ国からの��人のユースリーダーで構成され
た。プロジェクトチームを含めた内訳は以下の通り。

インドネシア インド フィリピン タイ ベトナム

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書



ʦʣ

プログラム協働者
�能力構築期�

ユースアンバサダーは、�カ月の</$講座期間中、��人の専門
家から成る専任チームから研修と指導を受けた。

講演者

$PDQGD .DWLOL博士

5DQMLWKD 3XVNXU博士

-RYHO\Q 7�&OHRIH
'LDQ 2QQQR
(PPDQXHO 3DVWRUHV

メンター

4X\HQ�1JX\HQ
0DUJLDQWD�6��-��D�
3HDUO�0DUV
*LDQJ�1JX\HQ
0� $WKD�5DV\DGL
6ZLHWHQLD�3��/HVWDUL
9DDQL�.KDQQD
.RQVKLND�.RHVZDUD

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書



G1: The Green
Caviar Project

G2:
YouLEARN

G3: SAFE

G4: EcoVibes

G5: The Safe
Steps

G6: Future
Green

Warriors

G7: Green
Voice

G8: Girls
Climate

Parliament

31

3. 波及効果(各コミュニティプロジェクトの参加者)
この段階で、40人のリーダーへの投資は変化の輪となってコミュニティ全体に広がった。ユース主導の8つのチー
ムは、受講した研修と資金を実際の現場での活動へと見事に発展させ、2,500人超が実際に活動に参加し、さら
に1,500人超のコミュニティ住民が街頭劇や啓発キャンペーン等の対面活動に参加した。

ここでは、プログラムの成果は誰が活動に参加したかという点に最も如実に現われる。各プロジェクトは、支援対
象者としていた特定の疎外された集団を非常に上手く参加させることができており、これはGTAの手法が奏功し
たことを裏付けている。

プロジェクト

フィリピン

国 プロジェクト概要

タイ

インドネシア

インドネシア

インド

ベトナム

ベトナム

インドインド

対象参加者と目指していた効果

村人90人と34世帯(大半が女性が世
帯主)が栽培研修と持続可能な食料
生産ワークショップに参加

現地の食料安全保障と生計を目
的とした、気候変動にレジリエン
スのある「ミジンコウキクサ」(藻
類)の栽培

対象参加者1,808人(若い母親20人
と障害のある者20人を含む)

独創的なゴミのリサイクル活動を
通して、疎外されたユースに収入
創出機会を提供

高校生625人が「De School」ワーク
ショップや動画コンテスト等の様々な
活動に参加

「zine」(自由なテーマと形式で製作
できる冊子)や高倉式コンポスト技
術を通して生徒が気候変動対策に
参加

コミュニティ住民380人(子ども、ユー
ス、女性)がゴミ、マングローブ植
樹、エコスキル関連の複数のワーク
ショップに実際に参加

ゴミをエコ製品として生まれ変わら
せ、ゴミ処理に関する政策を提言

ユース450人(ユース連合メンバー
100人、小学生200人、オンライン参
加者150人)が防災に関する研修を
受講

視覚障害のある生徒を含む生徒
を対象にした包摂的な防災研修
を実施

ユース331人がワークショップや
キャンペーンに参加し、コミュニティ
住民1,580人が(街頭劇や壁画の)
対面キャンペーンを体験

ユース主導のポッドキャストシ
リーズでユースリスナーが気候変
動学習を受けられる環境づくり

ポッドキャストシリーズによる500人
超のリスナーへのリーチと、(ユー
スと専門家)16人が制作過程に実
際に参加

コミュニティ清掃活動や植樹活動
を通じて草の根レベルのリーダー
シップを育成

8回の模擬議会やリーダーシップ
研修、気候変動関連ワークショッ
プを通して思春期の女の子311人
の能力を強化

疎外された思春期の女の子が気
候変動対策を設計し政策を働き
かける能力を習得

全体的な影響 6,100人超がプロジェクトに直接参加
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%
ユースのパワー

(自信とリーダーシップ)

提言活動をするには、聴衆に語りかけ、働きかけるためのリーダーシップと自信が求められる。</$は、ユースアン
バサダーが自分自身の中の内なるリーダーを見出し、自信を高め、物事を実現するためのスキルを身につける手助
けをした。講座内の活動やメンターとの意見交換を通して基礎となる理解を定着させ、それをシード助成金プロジェク
トや気候変動に関するフォーラムに積極的に参加することで、実際の生活環境に適用させた。��人のユースアンバ
サダーの内、�����が自信の向上を報告し、その平均向上幅は����ポイントだった。また、�����のユースアンバサ
ダーがリーダーシップスキルの向上を報告し、その平均向上幅は����ポイントだった。

自信の向上

</$は、ユースアンバサダーの自信を著しく高め、彼らは気候変動や
ジェンダー問題について声を上げるアドボケイトとして存在感を増しつつ
ある。プログラム終了後、彼らの自信は����へと大幅に上昇し、平均で
�����ポイント(�����)向上した。その向上から、</$の特化したカリキュ
ラム、体験型学習、メンター制度、異文化間協働を通して、彼らが、彼ら
自身やコミュニティのために声を上げるための自信をつける上で必要な
基礎知識と目的意識を効果的に身につけられたことがわかる。

ユースアンバサダーの内、�人が自信の度合いが�ポイント上昇したと、
最も大きな向上を報告しており、リーダーシップ発揮に向け大きく変貌し
ていることがわかる。一方、経験豊富なユースアンバサダー�人は、当
初から自信があり、その自信を維持していた。興味深いことに、ある�人
のユースアンバサダーは、本プログラムが自分を振り返るきっかけと
なったという。

男の子全体の自信度は高いが、個人レベルの平均自信度に関しては、
女の子が男の子より�����ポイント高かった。女の子全体の平均自信度
は、当初の平均自信度����から����へと�����上昇したのに対し、男の
子は当初の自信度����から����へと������の上昇だった。

自信度

男の子と女の子の平均的な
自信度の向上

</$前 </$後

��

�

�

�

�

�

����

���

���
のユースアンバサダー
が「自信が高まった」
と報告し、平均����

ポイント上昇�������

女の子

男の子

</$前 </$後

���

���

����

����

�

2 4 6 8 10

� �����(�����)

� ����(������)
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�(自分の思考や感情を深く知る)
自己認識はリーダーにとってきわ
めて重要な基盤であり、それに
よって自分自身の強みや行動パ
ターン、価値観、限界を理解する
ことができる。明確な認識こそ
が、リーダーがより客観的な意思
決定を行う、感情的知性に基づい
て問題に対応する､変化する環境
に迅速に適応することを可能にす
る。自分自身を深く知るリーダー
は自分の中に偏見があることを
受け入れ、仲間の潜在能力を認
め、現実的で効果的なコミュニ
ケーションをとり、チームの中に
信頼を築く力を備えている。

事例研究

ベトナムの.DWは、</$参加前には知らなかった
新しい知識や自分のこれまでの経験よりやりがいの

ある活動やプロジェクトに触れて少し落ち込むこともあったが、それは、

新たな世界を知り成長する機会だと考えた。

「YLA参加前、自分は有能で自信に満ちたリーダーだと思っていました。
YLAを終えた今、自分の限界や、理想的とは言えない環境で活動する
大変さを痛感するようになり、自信の度合いは前より低下したと感じていま
す。
でも、その自信の低下は必ずしも悪いことではなく、むしろ、この機会にどう
臨むべきか、また様々な経験を通して前に進むには今後どれ程成長する必
要があるか、自分自身を厳しく振り返るきっかけになりました」

ユースアンバサダーの自信は、多くの面で向上した。彼らの自信を高める上で不可欠な�つの要素がある。第�に、
取り組みの提案であれ、チームの統率であれ、活動の管理・意思決定であれ、率先して行動する自信である。第�
は人前で話す自信で、それも向上して自信を持って自分の考えを率直に述べられるようになると、大人数で多様な
聴衆の前で話す際の緊張を克服できるようになる。第�に、能力が強化され自己効力感が持てると、彼らは目標達
成のために集団�個人で行動する能力が自分にあると感じられるようになった。そして最後に本プログラムは、彼ら
が自分自身を深く知り、個人として、またリーダーとして成長する上で重要な問題について深く考える手助けを行っ
た。</$は、物事が必ずしも理想的とは限らない現実の状況を彼らに経験させ、自身の限界や自分を改善すべき点
を受け入れるきっかけを与えた。

ユースアンバサダーの自信の向上に見られる4つの側面

率先して行動する
自信

公で話す自信

エンパワーメントと
自己効力感

自己認識と
批判的省察

率先して動く、チームを牽引する、活動を管理する、意思決定を行う、
際の自信が向上した

自身の考えを言葉で表現する、聴衆の前で話す、人前でも緊張しない
自信

自分の能力が強化され、自立した行動を取り、プロジェクトに着手し、
目標を達成できると感じられるようになる

自分の限界と、強化が必要な分野に気づき､受け入れて､地に足のつい
た自信を持つ

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書



ʦʧ

自信が高まったことで、ユースアンバサダー
は、プログラムの活動や気候変動に関する
フォーラム、シード助成金プロジェクトを通じた
コミュニティへの働きかけにおいて、より積極
的に発言できるようになった。こうした変化を象
徴する経験も数多く語られた。あるユースアン
バサダーは、緊張を乗り越え、人前でも落ち着
いて発表できるようになったと振り返った。ま
た、自信が大きく高まったことで、50から100人
の多様な参加者が集まる活動を自信を持って
主導できるようになったという声も聞かれた。あ
るユースアンバサダーは、「YLAが、『自分にも
本当にできる』という自信を与えてくれました」
と語っている。

全体的に、今回の調査結果は、YLAが彼らの自信を高め、思慮深く、有能なユースリーダーに育て上げたことを裏付
けている。能力開発プログラム、異文化交流、横断的協働を組み合わせて実施したことで、ユースアンバサダーは自
信のなさを克服し、自信と誠実さを持って主導することができるようになった。プログラム終了後も、この自信をもって
様々な機会に臨むことで、地域全体のユースのエンパワーメントに対するYLAの影響力は一層高まることになる。

「以前は公の場で話すのに気後れしていましたが、キャン
ペーンや&23��の選考、ファシリテーションを通して自信が
つきました。また、いろいろな学習過程に参加したことも役立
ちました」

.DQFKDQ、インド

「</$参加前は、複雑な考えをわかりやすく説明したり、多様な聞き手に合
わせて自分のコミュニケーションの形を調整したりするのが苦手で、誤解を
招くことが多かったです。プログラム修了後は、学んだスキルを様々な活
動の場面で活かしました。その結果、自信を持って効果的にコミュニケー
ションをとる力が非常に高まり、協働的環境での活動が得意になり、仕事
で新しい試みをする時もよい成果を上げられるようになりました」

&UL]]D、フィリピン
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リーダーシップの強化

リーダーとして大きな志を抱くユースアンバサダーに対し、</$は、彼ら
に講習会の進行・キャンペーンの運営や仲間と協働し士気を高める取
り組みの機会を提供し、また、気候変動やジェンダーの視点に立った彼
ら独自のシード助成金プロジェクトを主導する機会も提供した。その結
果、</$がユースアンバサダーのリーダーシップスキルを向上させたこ
とが、統計的に示された。彼らの�����がリーダーシップの向上を実感
し、��点満点中平均����というスコアを記録した。

��� のユースアンバサダーが「リーダーシップが強化
された」と報告し、平均�����ポイント上昇�����。

全体としては男の子のリーダーシップの方が高いが、個
人レベルでのリーダーシップの平均値は、女の子が男の
子よりわずかに大きな伸びを示した。女の子全体のリー
ダーシップの平均値は、当初の平均値である����から
����へと�����増加した一方、男の子は当初の平均値で
ある����から����へと�����増加した。

リーダーシップスキル

男の子と女の子の
リーダーシップの
平均値の伸び

YLA前

YLA前

YLA後

YLA後

女の子

男の子
� ����(�����)

����

����

���

����

����

���

� ����(�����)

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

��

��

本プログラムへの参加前、多くのユースアンバサダーは、リーダーシップ経験の少なさや、率先して行動すること
へのためらいを感じていた。</$修了後には、リーダーとしての自信が高まり、意思決定力が向上するとともに、
包摂的なリーダーシップへの理解も深まった。本プログラムを通じて、彼らは共感力、適応力、協働する力を生か
してリーダーシップを発揮できるようになった。ユースアンバサダーの多くは、プログラム終了後、自身のリーダー
シップ能力が�から�ポイント向上したと評価しており、平均では����ポイントの上昇が見られた。こうした成長に
は、リーダーシップを発揮する機会、異文化間での協働、メンタリングや仲間との学び、シード助成金プロジェクト
を実際に実施した経験が寄与した。一方、もともと豊富な経験を持つ�人のユースアンバサダーは、当初の高い
リーダーシップ水準を維持した。また、グループリーダーを務める機会がなかったため、リーダーシップを伸ばす機
会が限られていた可能性のあるユースアンバサダーも�人いた。

事例研究

フィリピンのDHOVRQは、��点満点中�という卓越したリーダーシップレベルを維持している。</$参加
前、DHOVRQはプラン・インターナショナルのプログラム8UEDQ�1H[XVに�年間参加し、同様のプロジェ
クトをすでに長期にわたり実施していた。DHOVRQにとって、</$はジェンダーと気候変動との交差性
に関する知識を深めるきっかけとなったが、必ずしもリーダーシップスキルの向上につながるもので
はなかった。

ベトナムのNhiは、チームを主導する機会がなかったため、自身のリーダー
シップスキルに変化を感じなかったという。彼女は、「以前からリーダーシップ
スキルは持っていましたが、YLAのプロジェクトでは私はリーダーでなかった
ため、あまり強化できませんでした」と述べた。
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ユースアンバサダーは</$期間中、講習会やプロジェクトを主導する多くの機会を通して自身のリーダーシップ能
力が徐々に高まったと述べた。そうした向上は、変化の積み重ねが実を結んだものと考えられる。多様な背景を
持つ彼らが関わり合うことで、彼らは心を開き、違いを受け入れられるようになり、個人としてもリーダーとしても、
他者に寄り添える包摂的な存在に成長することができた。ユースアンバサダー同士で協力しなくてはならないこと
で、彼らのリーダーシップに対する考え方も権威重視型から協働型へと転化し、リーダーがチームメンバーを指揮
するだけでなく、メンバーから気づきや学びを得るようになる。地理的問題やスケジュール調整の難しさ、不可抗
力等、プロジェクトの進行を妨げる多くの障壁の存在を彼らは口にしたが、プロジェクト設計・実施を協力して行うこ
とがチームを団結させ、より柔軟で時間効率のよい意思決定につながった。そうした成長は彼らにとって、</$で
の成果としてだけでなく、仕事をする能力を高める上でもプラスになると考えられる。

ユースアンバサダーのリーダーシップの向上に見られる�つの側面

包摂性と共感力
の向上

指示型から
協働型へ

柔軟な
問題解決策

仲間とメンター
からの学び

ユースアンバサダーは、皆の声に耳を傾け、包摂性を高め、皆が一翼を担
えるようにする重要性を訴えた。多様な背景を持つメンバーとチームとして
活動する環境に置かれることで、ユースアンバサダーは心を開き、他者に
寄り添えるようになった。

実際のプロジェクト業務に携わり、様々な場所や文化を横断してチームで
働くなかで、リーダーシップの形やチーム内の関係性が、指示型から協働
型へと変化した。

ユースアンバサダーは、連携の不備や時間管理の不備、グループの分裂
等の問題を振り返り、それによって結果的に柔軟性とレジリエンスが養わ
れたと見ている。

ユースアンバサダーは他のリーダーやメンターと関わるなかでリーダー
シップの捉え方を学び、見ることが学びにつながった。ユースアンバサ
ダーは仲間やメンターから刺激を受け、リーダーシップのあり方を学んだと
語った。
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ユースアンバサダーの回答から、志に
燃えるリーダーやアドボケイトとして力
強く変貌を遂げる成長ストーリーが明
らかになった。あるユースアンバサ
ダーは、</$がリーダーシップスキル
を実践し高める機会を数多く提供して
くれたと語った。「以前は、グループを
率いる経験が少なかったのです
が、</$で講習会の主導、キャンペー
ンの管理、仲間の士気を高める機会
が得られました」。 また別の者は、「私
個人としては、チームを率いたり、ジェ
ンダー・気候変動の問題に関してユー
スと協働する自信がつきました」と説
明した。これらは、本プログラムが実
際のプロジェクト管理を組み込んで
しっかりと構成されていることと、シー
ド助成金プロジェクトが彼らが実際に
理論を実践に移す上で役立ったことを
裏付けている。

「私個人としては、チームを率いたり、ジェンダー・気候変動の問題
に関してユースと協働する自信がつきました。仕事面では、プロ
ジェクト管理・調整・アドボカシーのスキルを習得でき、今後、社会
的正義やユースのエンパワーメントに関わる仕事で大変役立つと
考えています」

(EL、インドネシア

「様々な国から集まった40人のユースア
ンバサダーと交流し、彼らのプロジェクト
や課題、考え方を学ぶことで、国際的な
協働を直に体験する機会が得られまし
た」

Ekta、インド

「このプロジェクトを通して、リーダーはグループのメンバー全員が学べる
よう、一歩引いたり、自由を与える方法を知るべきだということを学びまし
た。プロジェクト調整等、何かを犠牲にしなければならない場面もあるで
しょうが、その犠牲(調整)により、プロジェクトが多くの人びとに影響を与
えるものなら、それを行うだけの価値があります」

Rex、フィリピン

さらにYLAは、指示型のリーダーから
他者に寄り添い協働するリーダーへ
と、新たなリーダー像を育んだ。アジ
ア太平洋地域から集った多様な背景
を持つ仲間との協働により、ユースア
ンバサダーはより広い心を持って、共
通目標を見失うことなく文化の違いを
乗り越えて進んでいけるようになっ
た。あるユースアンバサダーは、彼ら
のリーダーシップに対する考えがどう
変化したかを語った。それは、仲間の
話に耳を傾け、皆のエンパワーメント
と協働で行う意思決定を権威よりも大
切にする、包摂性の高いリーダーシッ
プへの進化に他ならない。
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プロジェクト管理能力の強化

ユースアンバサダーのプロジェクト管理能力は大きな変化
を遂げた。彼らの多くは、それまでに同様のプロジェクトに
参加したり気候変動以外のプロジェクトやアドボカシーに関
わった経験があるが、プロジェクト管理能力は自己評価で
平均����ポイント上昇している。</$は彼らが、現実の取り
組みを管理する上で必要な知識、自信、リーダーシップ、
実践的なツール、指導、リソースを効果的に提供できたと
言える。

���のユースアンバサダーが目に見えて向上したと報告し
た一方、わずかな変化しかみられなかったと報告した者も
何人かいた。その内�人はすでに豊富な経験があり、当初
の高いスコアを維持していた。また、コミュニティ運営やボ
ランティア活動の経験がある者もいたが、���が</$で初
めて本格的なプロジェクト運営を経験したと回答した。この
データから、全体としての向上がより一層大きな意味を持
つことがわかる。

本プログラム開始前、ユースアンバサダーは自身のプロ
ジェクト管理能力を��点満点中平均����と評価してい
た。</$の修了直前に、その数値は����へと上昇し、当初
と比べて����(�����)の向上がみられ、それは、</$が気
候変動やジェンダー関連の理論的な理解と実践的な応用
の間にある溝を埋める役割を果たしたことを強く裏付けて
いる。

全体としては男の子のプロジェクト管理能力の水準は高い
が、個人レベルでの女の子のプロジェクト管理能力の平均
値は女の子が男の子よりわずかに高かった。女の子全体
のプロジェクト管理能の平均値は、当初の水準である����
から����へと�����向上した一方、男の子全体のプロジェ
クト管理能力は����から����へと�����向上した。

プロジェクト管理能力

YLA前

YLA前

YLA後

男の子と女の子の
プロジェクト管理能力

の平均値の伸び

男の子

女の子

�

�

�

�

�

��

� � � � � ��

����

���

���

YLA後

����

���

����

� ����(�����)

�������(�����)

���
のユースアンバサダーが
プロジェクト管理が改善
したと報告し、平均+2.26
ポイント上昇(37.4%)。

自己報告と面談から、プロジェクト管理が特定の�つの領域で向上していることがわかった。</$は、ユースアンバ
サダーに、各々のコミュニティでプロジェクトを設計・運営するための貴重な機会を提供したが、その経験により、
彼ら、特に</$参加前にプロジェクト運営の経験が乏しいあるいは全くない者は、プロジェクト運営の基盤となる能
力が伸びた。本プログラムは、彼らが自信を持ってシード助成金プロジェクトを実施し、その目標達成ができるよ
う、助成金だけでなく、チームや業務をしっかりと管理するためのツールと指導も含めて彼らにリソースを提供し
た。リーダーシップ能力の向上に関する調査結果と同様に、彼らはプロジェクト管理では協働と仲間同士の学びが
必須であると感じている。彼らは、個人として集団として、プロジェクトのためにできることを示した共通の枠組みに
基づいて協力し合い、専門性の向上につながる知識と経験を積み上げていった。プロジェクト実施の際には、制御
可能な問題であれ不可抗力なものであれ、多くの困難に直面したが、彼らは力を合わせて状況に適応し、困難を
切り抜けるための決断を下し、目標に向かって前進し続けられることを証明した。
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事例研究

インドの.DQFKDQは、�～��年前、プラン・インターナショナルのスポンサーシップ
プログラムのチャイルドであった。成長するにつれ、彼女はコミュニティで多くの社会問題を
目の当たりにし、それを機に社会的プロジェクトに携わり、将来はソーシャルワーカーになる
ことを夢見るようになった。過去に、彼女はプラン・インターナショナル・インドの&(F08や
&KLOGFXQG�IQGLDの*$5I0$等、インド国内で複数のプログラムにボランティアとして参加したが、気候変動
に焦点を当てた取り組みには関わったことはなく、短期間のものやイベントが中心だった。

「YLA参加前は、プロジェクト管理の経験がほぼありませんでした。今では、効果的にキャンペーンの計画、
実行、進捗管理、記録を行えるようになりました」

</$に参加して、.DQFKDQは自身のプロジェクト管理能力が大きく向上したと感じた。本プログラムは、彼女
と他のユースアンバサダーに、多くの複雑な要素を含む��カ月間のプロジェクトを実施するよう促した。プロ
ジェクトのソーシャルメディア・キャンペーンを管理しつつ、�つのコミュニティで仲間と共に活動を展開する中
で、彼女はプロジェクト管理が実際の現場でどう活用されるかを学んだという。彼女の自己評価は、��点満
点中�から�へ、���という目覚ましい成長を報告した。

ユースアンバサダーのプロジェクト管理能力の向上に見られる6つの側面

実施に対する自信

プロジェクト運営の
基盤となる能力

組織開発・組織体制

経験を活かす力

チームのリーダー
シップと調整

適応力と
問題解決能力

計画、実行、モニタリング、報告に至る、プロジェクトサイクル全体を
管理する能力の向上

複数のユースアンバサダーが複雑なプロジェクトを管理する自信が
新たに芽生えたと報告

多くのユースアンバサダーが時間管理や計画の実行について新た
な方法を習得

ユースアンバサダーは、</$のプロジェクト管理基準やツール、手
法をコミュニティでの自身のシード助成金プロジェクトだけでな
く、</$以外で仕事をする際にも活用

ユースアンバサダーは、仕事の任せ方、仲間の意欲を高める方法、
チームの効果的な運営方法を学習

ユースアンバサダーは、シード助成金プロジェクトの実施期間を通
して予期せぬ問題に迅速に対応する方法を習得

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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「</$参加前は、チームの中でも単独で仕事をしていました。この
プロジェクトに参加して、効果的な運営とはチーム一丸となった取
り組みであることを学びました」

(NWD、インド

具体的なプロジェクト管理能力に着目すると、ユース
アンバサダーが最も向上したと報告した能力は以下
の�つである。

</$は、プロジェクト管理能力の向上だけ
でなく、現実の世界での取り組みをプロ意
識と他者に寄り添う気持ちを持って主導す
る自信をユースアンバサダーに植え付け
た。体験型学習やメンター制度、協働を通し
て、彼らは、理論を学ぶ学習者から、各々
のコミュニティで持続可能なコミュニティプロ
ジェクトを設計または実施できる有能なプロ
ジェクトリーダーへと成長した。

1. 計画と時間管理� 優先順位事項を考えて
バランスを取りながらスケジュールを設定
する方法を習得

2. チームのリーダーシップと調整� 個人でプ
ロジェクトを実施する形から協働型へ移行

3. 状況に応じた問題解決� 冷静で創造的な
方法で混乱に対処し、問題を解決する

4. 組織として実施するためのツールの活用�
ガントチャートやアジャイル手法等の枠組
みの初導入

「</$参加前は、きちんとプロジェクトを設計する力が私
にはありませんでしたが、チームの仲間に刺激を受け、
うまく計画を立て、効果的なコミュニケーションをとる方
法を教えてもらいました」

7KHUHVLD、インドネシア
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&
ユースの無限の可能性

(知識と実践)

</$が成功した根本的な理由は、やる気を能力として数値化できたことにある。本セクションでは、知識の習得と実
践での活用に焦点を当てた「ユースの無限の可能性」の柱の下で実施された能力開発カリキュラムの効果を検証す
る。

今回は、その変化を包括的に評価するため、私たちは�つの手法を併用した。ジェンダーの視点に立つ気候変動対
策の主要概念の理解度を客観的に量的評価するために行う事前、事後テストのスコアと、新たなユースリーダーの
内なる信念と主体性を把握するための自己申告形式の自信度調査である。「無限の可能性を持つユース」に自信と
知識を兼ね備えた変革の担い手となるために必要な能力を身につけさせる上で、本プログラムが有効であるかどう
かを、それらの包括的な手法を用いて確認する。

�� 知識の習得度�事前・事後テスト�

能力開発ワークショップの実施前後のスコアの比較により、
専門知識の向上度を量的に評価した。

</$能力開発ワークショップ全体での平均知識習得度
�事前・事後テストのスコア�
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各ワークショップによるユースアンバサダーの知識の習得度

ワークショップのテーマ

ワークショップ���
行動するリーダー

知識の平均習得度 能力の向上が見られたユースリーダー

ワークショップ���
ジェンダーの視点で考える
気候正義

ワークショップ ��
気候政策への対応

ワークショップ ��
アドボカシープロジェクトの
策定・資金調達

ワークショップ ��
気候変動対策のアドボカシーに
有効なコミュニケーション戦略

�����ポイント(������増)

����ポイント(�����増)

�����ポイント(������増)

�����ポイント(������増)

����ポイント(�����増)

��人のユースアンバサダーが、気候変動や
ジェンダーに関する取り組みを主導する上で
必要な知識を向上させた

��人のユースアンバサダーが戦略的な事項に
積極的に取り組み、目に見える成長を遂げた

��人のユースアンバサダーが、政策とアドボカ
シーの複雑な仕組みについて理解を深めるこ
とができた

��人のユースアンバサダーが、計画策定やリ
ソース管理スキルの習得で著しい成長を見せた

��人のユースアンバサダーが、専門的な知識
の応用力とスキルの最終的な定着度を向上さ
せた

大多数のユースアンバサダーが着実な進歩を示した一方、一部
では事前テストから事後テストにかけてスコアが低下しており、
追加の支援が有効である可能性が示された。スコアが低下した
ユースアンバサダーの数は、ワークショップが進むにつれて徐々
に増加し、ワークショップ�では�人、ワークショップ�と�ではそれ
ぞれ�人、ワークショップ�では�人、ワークショップ�では�人だっ
た。こうした傾向は珍しいものではない。内容が高度になるにつ
れて、参加者が自分にはまだ多くの学ぶべきことがあると気づく
ことがあり、これはダニング＝クルーガー効果と密接に関連して
いる。こうしたスコアの低下は、参加意欲の低下を示すものでは
なく、自己認識が高まったことの表れである可能性がある。継続
的な指導によって、ユースアンバサダーはこうした気づきをさらな
る成長につなげていくことが期待される。
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�� アンケートによる自信度の自己評価

私たちは客観的なスコア結果に加えてプログラム実施前後の
自己評価を用いて、アドボカシーやリーダーシップの重要な原
動力となる、ユースリーダーの内なる自信を評価した。

彼らの����が知識向上を自己申告した結果を踏まえ、データ
は、女の子の伸びが最も大きく、平均����から����へと����ポ
イント(�����)の向上を示し、それは男の子の����から����へ
の����ポイント(�����)の伸びより����ポイント高い。

ユースアンバサダーの平均スコアは2.87ポイント上昇し、知識
水準は65.94%の伸びを示した。

</$参加前、多くの参加者は、ジェンダーと気候変動に関する自身の知識を中程度(�から�)と評価していた。�
人は低水準(�から�)に該当し、高水準(�から��)と評価したのはわずか�人だった。プログラム終了後には大き
な変化が見られた。低水準に該当する参加者はいなくなり、中程度は�人に減少した一方、��人のユースリー
ダーが自身の知識を高水準(�から��)と評価した。これは明確な変化を示している。YLAは、参加者の専門的な
理解を深めただけでなく、ジェンダー公正な気候変動対策についてアドボカシーを行い、活動を主導するのに十
分だと参加者自身が考える水準まで、その知識を高めた。

���� のユースアンバサダーが、自己評価
で知識が増えたと報告。

自己評価による平均知識水準

男の子と女の子の平均値
による知識度の伸び

YLA前

YLA前 YLA後

YLA後

�

�

�

�

�

��

男の子

女の子

����

���

����

����

���

����
� � � � � ��

� ����(�����)

� �����(�����)

事例研究

</$参加前、9HQWDは気候問題に関する基本的な理解しかしておらず、ジェンダー関連の知識は
ほとんどなかったため、異なる背景を持つ人びとと活動する際、何かが欠けていると感じること
が多かった。</$を通して、その状況は大きく変わった。専門家によるワークショップや
メンタリング、仲間との議論、国際的な学習機会、現地でのプロジェクト実施を通して、9HQWDは、
ジェンダーと気候変動対策がどれほど深く結びついているか、また皆が気候変動の影響を受けているが、皆同
じ形で影響を受けている訳ではないことを明確に理解するようになった。本プログラムを通して、9HQWDは、な
ぜ女性や疎外された集団の方が大きなリスクにさらされているのか、なぜ包摂的な意思決定が必要なのか、
またジェンダー的役割が脆弱性やレジリエンスをどう形成するかについて、理解を深めることができた。また、
ジェンダーに配慮した活動の設計やプロジェクト管理、異文化間コミュニケーション、女性主導の議論の運営、
包摂的な形でコミュニティを関与させるための実践的スキルも習得した。こうした経験により、9HQWDは人前で
発言する、文書作成を主導する、効果的に協働する、ことに対する自信が高まった。今では、9HQWDはジェン
ダーの視点に立つ気候変動対策を求めて提言する力の高まりを感じており、すでに議論を主導する、仲間と
知見を共有する、進行中の取り組みへジェンダーの視点を導入する、という形で、その新たな知識を活かして
いる。
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アンケートとインタビューで明らかになった、知識の向上が見られる特定の領域

ジェンダーと気候変動
の連関の理解

ジェンダーや気候変動関連知識
の実践での活用

気候正義と交差性の理解

ジェンダーと気候変動問題に交差性があるという概念を深く理解
できるようになった

コミュニティ活動、アドボカシー、プロジェクト実施を通して、概念
を実践に適用する能力

人々に及ぶ気候変動の影響は、ジェンダー、社会的地位、地理
的要素で異なる形になるということへの気づき

「気候変動の影響を受けるコミュニティでジェンダー的役割が脆
弱性とレジリエンスにどんな影響を及ぼしているか、また効果的
な気候変動対策になぜ女性の参加が必須なのか、></$@を通し
て学びました」

=DKUD、インドネシア

知識スコアの全体的な向上に加え、アン
ケートとインタビューから、ユースアンバ
サダーは特定の領域で目覚ましく成長
したことがわかった。彼らは、ジェンダー
と気候変動が表裏一体の問題であると
いう概念を深く理解し、気候変動とジェ
ンダー不平等がどのように作用し合って
いるかをわかりやすく説明する能力を身
につけた。

また、彼らの多くが、コミュニティの取り
組み、アドボカシー、プロジェクト実施を
通して理論を行動に移しており、ジェン
ダー・気候変動に関する概念を実践へ
と落とし込む自信が高まったと報告し
た。加えて、本プログラムを通して彼ら
は、気候正義と交差性について理解を
深め、ジェンダー、社会的地位、地理的
要素によって人々が実際に感じる影響
がどのように変わるのかについても意
識が深まった。

「気候変動が女性や疎外された集団にどのように不均衡な影
響を及ぼしているか、また包摂的な意思決定がなぜ必要なの
か、実体験を通して学びました」

6RQLD、インド
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ユースの上げる声

(アドボカシーと働きかけ)

</$は､ユースアンバサダーが積極的にアドボカシーに参加できるチャンスを広げることに全力を注いでいる。養
成期間修了後、選抜されたユースアンバサダーには、気候変動関連フォーラムや他のアドボカシーに参加・運営
する機会が与えられた。そうしたアドボカシーへの参加を通して、彼らは声を上げコミュニティの声を届け、自分の
信念を主張する効果的なコミュニケーション方法を身につけることができた。フォーラムへの参加だけでなく、彼ら
は独自のアドボカシーを展開し、コミュニティに働きかけて前向きな変化を推進した。

アドボカシー活動への参加

</$はすべてのユースアンバサダーが、国内、地域、国際的なアドボカシー活動に参加、あるいは運営できる形を
見事につくり上げた。彼らからの自己申告に基づき、本プログラムは、彼らが��種類のアドボカシー活動に参加で
きるよう、直接的あるいは間接的な形で支援した。以下に、</$によって可能になった�種類のアドボカシー活動と
参加の形に加えて、そこでの活動を報告したユースアンバサダーの人数を示す。それらの活動のシード助成金プ
ロジェクトとの関連性の有無は様々である。

ユースアンバサダーの人数

現地のコミュニティを対象とした
ワークショップ・セミナー

運営者

��

��

�

��

��

役割イベント

現場やソーシャルメディア上での
公的なキャンペーン

運営者

現地・全国規模のイベント 講演者�パネリスト

現地・全国規模のメディア
でのインタビュー

アドボケイト
政府関係者や政策立案者

との会談

講演者

事例研究

</$はユースアンバサダー全員に、アドボカシー活動に加わ
りプログラム外のイベントに参加できるようにするよう促した。
私たちは、各人が</$の内外で携わった活動の数を追跡し
た。特に突出して積極的に参加したのは�人で、それぞれが
参加、あるいは運営協力に携わったアドボカシー活動は��以
上に上っている。

1. Girish(インド): 23のイベントに参加
2. Kanchan(インド): 12のイベントに参加
3. Rex(フィリピン): 11のイベントに参加
4. Kevin(インドネシア): 10のイベントに参加
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気候変動・'55に関するフォーラムへの参加

</$は、ユースアンバサダーに重要なイベントを経験し
たり参加するよう促したが、現状では、ユースアンバサ
ダー全員を対象として一連の選考過程を経て選出され
たユースアンバサダーのみが行っている。彼らの自己
申告に基づき、</$の後押しでこれまでに��人のユー
スアンバサダーが�つの対象地域や世界規模の気候変
動フォーラムに、オンラインまたは対面の形で参加して
いる。

プラン・インターナショナル

イベントイベント
参加者(ユース
アンバサダー)

主催者年 参加形式

対面

Rockefeller財団

対面または
オンライン

対面

オンライン

対面

地域規模または世界規模の気候変動関連フォーラムへの参加は、ユースアンバサダーにとって、</$や自国を
代表して、国際的な場でジェンダーや気候問題に関して発言する機会となった。$30&D55�����に参加した
5H[と6WHYLは、講演者として登壇した。彼らの使命は、プラン・インターナショナルの他の代表団員と共に、アジア
太平洋地域の各国政府関係者、&62、その他関係者に対し、女の子、男の子、ユースがアジアのD55とレジリ
エンス強化の加速化に向けた取り組みに有意義な形で加わり、実現に向けた意欲を向上させる重要性につい
て、働きかけと提言を行うことである。フィリピンの$LUHVとベトナムの1KLも$30&D55に参加したが、</$の一員
としてではなく、プラン・インターナショナル・フィリピンおよびプラン・インターナショナル・ベトナムの他のプロジェク
トの代表者として参加した。

イベントに参加するための旅行に関する一切の手配と、会議で代表団が議論する内容の準備については、プラ
ン・インターナショナルがサポートを行った。会議での発言に向け万全を期すため、プラン・インターナショナルは、
子どもやユース主導の調査プロジェクトの成果について代表団員全員に説明を行った。出発から到着まで、プラ
ン・インターナショナルが代表団員全員に安全な環境を確保した。
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$30&D55で、ユースアンバサダーは様々な活
動について発言。彼らは気候変動に対するレジリ
エンスや防災で子どもとユース、ジェンダー、障害
のある人それぞれが担う役割と置かれた状況に
ついて意見を述べ、議論を交わした。彼らのアドボ
カシーは話し合いのセッションに留まらず、彼らは
それらの問題に関して政府関係者や政策決定者
に働きかけることができた。

ユースアンバサダーはただ一方的に働きかけただ
けではなかった。会議で講演を行うだけでなく、彼
らは様々なことを学び、自身の現地コミュニティで
の今後のアドボカシーに向けたひらめきやアイデ
アを持ち帰った。

「帰国したら、私のコミュニティ、
特に市長に、今回学んだことを
お伝えします」

5H[、フィリピン

「様々な取り組みについて話される登壇者の
方々から刺激を受け、インドネシアでどう実施
され得るかを考えさせられました。会議期間中、ユースに安
全な環境を提供してくれたプラン・インターナショナルに感
謝します」

6WHYL、インドネシア

ユース
アンバサダー

災害レジリエンスを高める変
革の担い手としての子どもと
ユース　政策、教育、イノベー
ションを通じたD55と気候変
動対策におけるユースのエン
パワーメント

セッション�活動

気候変動に対するレジリエン
ス強化で障害のあるユース
が担う役割

明日に向けて共に���D55と
気候変動対策に取り組む子
どもとユース

D55と気候変動対策に関する
ジェンダー・トランスフォーマ
ティブで包摂的な知識成果物

早期警戒と早期対応に関する
現場の声���ジェンダーの視点
に立った包摂的な支援をすべ
ての人に届けるために

5H[と6WHYL 国内および国際レベルのリー
ダーとの交流

アジア太平洋地域における早
期減災行動(被害を最小限に
抑えるために、予測される災
害を先取りして行動すること)
に関する地域対話
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タイ・バンコクで開催された$VLD;FKDQJH
����は5RFNHIHOOHU財団が主催する会議で、
アジア各地のリーダーが一堂に会し、気候変
動に対するレジリエンス、食料安全保障、保
健、金融といった分野を中心に経済成長と持
続可能な開発に向けた話し合いが行われた。
プラン・インターナショナルは、この会議で一
部の活動を共催し、�人のユースアンバサ
ダーが参加。7RPRNRは、気候変動とその
ユースに及ぼす影響について��分間の動画
で講演し、+RQH\は、気候変動対策でのユー
スの役割について、世代間対話の次の段階と
して、気候変動に対するユースの行動喚起を
訴えた。

&23��は�人のユースアンバサダーが、対面またはオンライン形式で参加した。タイの7RPRNRは対面参加者グ
ループの代表を務め、インドの*LULVKとベトナムの.DWはオンラインで参加した。7RPRNRは、注目度の高いパネ
ルディスカッションに参加し、メディアに向けた発信やハイレベル会議への出席、パビリオンでのタイ代表としての
講演に加え、今後の協力を視野に他のユースリーダーとのネットワークづくりを行った。

アジア開発銀行研究所($D%I)が.KD]DU大学で主催した「レジリエンス強化のためのユース・コミュニティ主導の
気候変動対策」というセッションに、7RPRNRは講演者として登壇した。また彼女は、$D%Iのサイドイベントで自身
の「*UHHQ�&DYLDU」シード助成金プロジェクトについて発表し、ジェンダーや障害、気候変動には交差性があるこ
とに焦点を当てながら、気候変動に対するレジリエンス強化に向けてユースが協働する様々な戦略を紹介した。
パネルディスカッション終了後、7RPRNRは$D%Iの広報チームのインタビューに応じ、気候変動の問題に対す
る、包摂的なユース主導の解決策の重要性を訴えた。

また別の機会に、7RPRNRは6KH�/HDGV、プラ
ン・インターナショナル・ウガンダ、&$5(
IQWHUQDWLRQDOの代表者らとともに、イギリスの
開発担当兼女性・平等担当大臣との対話に
参加した。翌日には、各パビリオンで開催され
た複数のセッションに参加し、気候変動に対
するレジリエンスを高める上での持続可能性
の重要性を訴えた。また、持続可能性をテー
マとしたファッションショーに参加し、タイ政府
の代表者らとも意見交換を行った。こうした経
験は、国際外交でかけがえのないスキルを習
得する機会になっただけでなく、なによりも、
彼女たちが変革の担い手だということがしっ
かりと証明されたことに、最も大きな意味が
あった。

7RPRNRは「&23��への参加は、素晴らしい
機会でした«私は、自身のコミュニティの声を
届けることができ«政策決定者に直接訴えか
けることができました«」と話している。
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&23��にはオンラインで�人のユースアンバサダーが参加し、有意義で実践的な知見を得た。同会議への参
加を通して、彼らは世界的な気候変動対策や変革の推進におけるユースのリーダーシップの重要性に対する
理解を深めることができた。彼らの振り返りから、気候変動対策を単なる環境問題としてではなく、公平性、レ
ジリエンス、コミュニティの関与が求められる、人を中心に据えた問題として捉えることの重要性が明らかに
なった。また、適応ファイナンスや「公正な移行(公正かつ平等に持続可能な脱炭素社会への移行を目指す概
念)」に関する議論で、脆弱なコミュニティが十分な支援を受けられるようにすることが改めて強く求められるな
かで、ユースアンバサダーらは現地の防災力を高めるために教育がきわめて重要であると指摘した。そして、
各セッションでは、地球規模の厳しい気候目標を達成する上で気候ファイナンスがきわめて重要であることが
強調され、予見性と透明性の高い革新的な資金提供の仕組みの必要性が訴えられた。�人のユースアンバサ
ダーは全体を通して、持続可能な未来の実現の推進には、ユースのリーダーシップ、包摂的な政策、強固な
資金調達体制が必須であることを認識し、改めて湧き上がる希望と責任感を胸に帰途についた。

地域規模や世界規模の気候フォーラムに加え、ユースアンバサダーらはプラン・インターナショナル主催の�
つのオンラインイベントに参加したり、人道問題を扱った地域協議会に対面で参加する者もいた。彼らはこうし
たイベントに参加者として、もしくや司会者や講演者といった、様々な役割を担って参加した。

「&23��は、ユースが先頭に立つことには価値があり、世界
中でユースリーダーが協力し合っていることを、改めて私に教
えてくれました。たとえ小さくて取るに足らないような行動で
も、自身のコミュニティを理解し、その一員として活動しようと
努めれば、真の変化を生むことができるのです」

/LQK、ベトナム

(YHQWイイベントベント 年
参加者(ユース
アンバサダー)

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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ユースアンバサダーが最後に参加した世界規模の気候変動フォーラムは、アジア太平洋地域5+3:(地域人道
パートナー週間)だった。5+3:は、同地域全体から何百人もの人道支援専門家、&62のリーダー、民間部門で
活動に従事する者が一堂に会し、深刻化する問題や増加する災害に対して、連携の促進・好事例の共有・革新
的な解決策の推進を目的として行われる重要なイベントである。��月�日から��日まで(本報告書執筆時は開催
前)にタイの首都バンコクで開催される5+3:には、</$ユースアンバサダーの�人7RPRNRと</$プロジェクトマ
ネージャーの5R\NHも参加を予定している。彼らが登壇する予定の特別セッション「&KLOGUHQ�	�<RXWK�DW�WKH
+HDUW�RI�5HVLOLHQFH」では、同地域の各国で、子どもやユースがどのように気候変動対策やD55、子ども主導の
調査を主導しているかを中心に事例紹介が行われる。そのセッションで�人は、</$�とその�つのユース主導プロ
ジェクトを紹介するとともに、</$成果報告書を配布する予定である。彼らの参加を通して、</$の存在感を高め
ると共に、ユース主導の気候変動やジェンダー関連の取り組みに光を当て、現地主導の包摂的で気候変動の視
点に立った人道支援活動を推進する対話をすすめることで、同地域の人道的な共生システムの中に連携の輪を
広げていくことを目指している。

ユースアンバサダーの������が、</$に参加してア
ドボカシーのスキルが向上したと報告し、プログラム
参加前後の自己申告でも、����ポイントの上昇が記
録されている。比較的経験豊富な�人は、当初のアド
ボカシースキルの水準を維持していた。

男の子と女の子の間では、アドボカシースキルの伸
びに大きな差が見られ、平均値で女の子は男の子
のほぼ�倍の伸びを示した。男の子のアドボカシース
キルの伸びは����から����への平均���ポイント
(������)に対し、女の子のアドボカシースキルの伸
びは����から����への平均���ポイント(������)と
なった。

������ がアドボカシースキルの向上
を報告し、平均����ポイント
�������の上昇がみられた。

男の子と女の子のアドボカシー
スキル平均値の伸び

アドボカシースキル

YLA前

YLA前

YLA後

YLA後

�

�

�

�

�

��

����

���

����

����

���

����

男の子

女の子

� � � � � ��

� ����(������)

� ����(������)

ユースアンバサダーは、気候変動に関するフォーラムへの参加やアドボカシー活動の進行や実施といった経験
を通して、アドボカシースキルのいくつかの面が向上したと報告した。彼らは、コミュニケーション能力がつくと、相
手に応じて異なる方法を用いて明確なメッセージを効果的に伝えられるようになると述べた。また、ジェンダーと
気候変動の交差性を理解することで、彼らはこうした問題について自信を持って発言することができるようにな
り、実際にコミュニティの講習会、啓発イベント、フィールドワークを企画したり参加したりすることで、自身のコミュ
ニティで気候変動やジェンダー問題に関するアドボカシーを展開していくことができるようになった。そして、</$
によって彼らのネットワークは広がり、政府や政策決定者へ働きかける力が高まった。本プログラムは政府機
関、役人、非政府機関で活動に従事する者と彼らをつなげ、彼らの声が届くようになり、政策決定へのユースの
参加をすすめることができた。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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ユースアンバサダーのアドボカシースキルの向上に見られる�つの側面

実践的なアドボカシー

コミュニティ、同世代の仲間、行政関係者等、様々な相手に応じた、
明確で柔軟なコミュニケーション能力の強化

効果的な
コミュニケーション

機関・政府との連携

交差性を踏まえた
アドボカシー

コミュニティ講習会、啓発イベント、フィールドワーク等、実際の状況
の中でのアドボカシー活動

政府・各機関で活動に当たる者との連携とアドボカシー活動の強化

ジェンダー平等や気候変動対策等、複数の要素が絡むアドボカシー
活動の理解と実践

アドボカシーの強化

ユースアンバサダーの気候変動に関するフォーラムやアドボカシー活動への参加は、単なる形式的なものではな
い。彼らがそうした場で得た気づきや考えは具体的な提言へとまとめられ、世界レベルや国レベルの政策決定者
に届けられる。そうした成果の積み重ねを通して、気候変動やジェンダー関連政策の策定での積極的なパートナー
としてユースの役割が確立されていく。

また</$は、そうしたユースの声にハイレベルな場で強
い力を持たせる役割を果たしている。����年��
月、</$プロジェクトマネージャーの5R\NHは、ユニセ
フ・インドネシア主催のオンラインイベント「&23��の成
果の振り返り��子どものために、そして子どもと共に体制
のレジリエンスを強化する」で講演を行った。その中で
彼は&23��の主な成果を取り上げ、インドネシア政府
を含む関係者に対し、ユース主導の取り組みをどうすれ
ば効果的に支援し、ユースを意義のある形で気候変動
に対するレジリエンス強化の取り組みに参加させること
ができるかについて提言を行った。

また����年�月�日から�月�日まで、5R\NHはイタリアのミラノで開催されたアジア開発銀行の第��回年次総会に
</$の代表として出席して講演者として</$モデルを紹介し、ユースが実際に主導し、政策に働きかけ、長期的な
気候変動対策に貢献するための場を提供する重要性を訴えた。彼が総会に出席したことで、</$をユースが地域
全体で活動し政策対話に加わる信頼性の高い場所として位置づけることができた。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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プロジェクト実施事例

</$のシード助成金プロジェクトとは

</$では、専門家による講座とメンター制度
の修了後、ユースリーダーにシード助成金を
提供し、環境管理や気候変動対策に取り組
むよう促した。インドネシア、ベトナム、インド
には、各国毎に�件の、また、タイとフィリピン
には各国毎に�件のグリーンプロジェクト資金
が交付された。

助成金制度の仕組みとは

各シード助成金の額は�����ドルで、</$メンバーと協議して策定された既定の基準に基づいて配分された。その
資金は、</$�メンバーが気候変動対策の取り組みの強化に重点を置いてグループで最低��カ月間行う活動の費
用として提供された。

助成金の支給は�段階に分けて行われ、初回支給後の最初の�カ月は、予算管理や成果報告に関する技術的サ
ポートやメンタリングが併せて実施された。また、各実施国に専任のユース担当者が配置され、プロジェクト期間を
通して</$メンバーに一貫した支援と指導を行った。

シード助成金プロジェクトの目的とは

こうしたユース主導の取り組み全体の土台であるセオリー・オブ・チェンジは、
ユース(</$メンバー)が彼らの知識とリーダーシップスキルを実践で発揮するこ
とが、自身のコミュニティ内でのジェンダーの視点に立った気候変動対策の実現
につながる、というものである。変化をめぐるストーリーや実施のエビデンス等の
アウトカム(具体的変化)は、</6での発表や今後のアドボカシーと取り組みの普
及に活用できるよう、綿密に記録されている。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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プラン・インターナショナルによるプロジェクトのモニタリング

</$では、メンタリング、定期報告、現地視察という�つのプロジェクトモニタリングの仕組みを導入した。各
グループにはメンターが�人ずつ配置され、プロジェクト提案書の作成から実施までを支援した。メンターは
各グループの所属国のプラン・インターナショナル職員で、プロジェクト管理やコミュニティ開発などの豊富
な経験を持ち、ユース、ジェンダー、気候変動に関する課題にも精通している。シード助成金プロジェクトの
実施期間中は、課題への対応、必要なリソースの調達、ネットワークづくりの支援、その他プロジェクトや
チームの管理に関する事項について、グループのメンバーと継続的に協議を行った。

各プロジェクトグループには、実施期間の中間時点と終了後に、プラン・インターナショナルへ報告書を提
出することが求められた。報告内容を統一するため、プラン・インターナショナルは共通の報告書テンプ
レートを提供した。報告書では、プロジェクトの目的、活動、達成事項、得られた学び、持続可能性に向け
た計画を明確に示すこととした。以下では、提出された報告書に基づき、各プロジェクトの概要をまとめて
いる。

また、プラン・インターナショナルは、現地での進捗を詳細に把握するため、シード助成金プロジェクトの実
施地域を訪問した。現地視察では、各プロジェクトグループの活動を直接確認するとともに、メンバーやメ
ンターとの対話を通じて、プロジェクト実施期間中の個人およびグループとしての成長の過程を把握した。
さらに、プロジェクトの参加者から直接話を聞き、報告された進捗を検証するとともに、プロジェクトが参加
者に与えた影響について意見を収集した。

</$プロジェクトチームとメンターによる�カ国での現場訪問

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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選ばれたプロジェクトの現地視察には、プラン・インターナショナルのプロジェクトチームだけでなく、5RFNHIHOOHU財
団の代表者も参加した。����年��月、同財団の代表者らは</$プロジェクトチームとともに、気候変動やジェン
ダーに関する6WXGHQW�$FWLRQ�FRU�(QYLURQPHQW(6$F()プロジェクトが実施された高校の�つ、インドネシア・ジャカ
ルタにある60$1���を訪問した。その視察は、視察団がユースアンバサダーの活動を実際に見て生徒や教師と話
すことで、</$がシード助成金プロジェクトを通してどういう形で彼らの役に立っているのかを知る機会となった。

視察は、学校関係者への紹介から始まり、続いてプロジェクトチームによるプロジェクト発表が行われた。(ELは
チームを代表して、5RFNHIHOOHU財団の代表者�人に、プロジェクトのプレゼンテーションを行った。プレゼンテーショ
ンでは、プロジェクトの背景や目標、活動内容、進捗状況が発表され、プロジェクトで製作した物も紹介された。その
後、プロジェクトチームは生徒や学校代表者と共に、校内にある高倉式コンポスト施設を見学した。訪問中には、プ
ラン・インターナショナルから同校へ感謝の意を表す記念品の贈呈式も行われた。

プラン・インターナショナルと
5RFNHIHOOHU財団の60$1 ��の視察、
ジャカルタ、インドネシア

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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ユース主導の取り組み

7KH *UHHQ &DYLDU
ユースアンバサダー

シード助成金プロジェクトの概要

*UHHQ�&DYLDU(ミジンコウキクサ)プロジェクトは、タイ北部の気候変動や食料不安対策と
して、ミジンコウキクサの栽培を推進する取り組みである。この二酸化炭素を吸収する、
当該地域固有のスーパーフードは、異常気象に直面している農家にとって、レジリエント
な解決策となる。現地コミュニティ、特に女性や高齢者に環境にやさしい農業を導入して
小規模事業を立ち上げる力を身につけさせることで、本プロジェクトは環境面の持続可
能性と栄養改善・経済成長を両立させている。

計��人の村人と��世帯

目標とする
社会的変化

1. タイ北部のコミュニティ住民の意識を高め、取り組みへの強い意欲を育てる
2. 販売を目的とした持続可能な食品生産を促進する
3. 沼地の藻類を対象とした、再現可能性のあるスマート農業モデルを開発する
4. 脆弱な集団に能力を身につけさせ、環境にやさしく持続可能な食の取り組みを導

入する目標

対象地域�����ドル

%DDQ�1DQJ�/DH�1DL村、0XDQJ�
&KLDQJ�5DL郡、&KLDQJ�5DL県、
タイ

%DDQ�1DQJ�/DH�1DL村の現地コミュニティ住民、特に伝
統的な農業プログラムで取り残されることが多い女性と
高齢者

支給された
助成金

対象者

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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シード助成金プロジェクトの活動

プロジェクト活動 主な活動内容

継続的なコミュニティ集会 自己紹介とプロジェクト説明、村人との質疑応答と意見交換

気候変動と持続可能な農業
に関する1DQJ /DH 1DL村での
研修ワークショップ

カードゲームを用いた気候教育を実施し、ミジンコウキクサの栽培
方法を紹介するとともに、今後の販売を見据えたメニュー案を共有

ミジンコウキクサの試験的栽培 村人は研修受講後、小規模な栽培と管理を開始

栽培用器具の提供と
フォローアップ

植え付け用具とトレイを提供し、コミュニティ住民が初めて植え付け
を行う際に指導

第�回モニタリング
および評価�0	(�

本プロジェクトは、ミジンコウキクサ栽培の進捗状況、課題、初期の
成果を評価するため、参加した�世帯を対象に第�回0	(訪問を
実施

調理実演と知識共有、
第�回0	(訪問

プロジェクトの進捗を共有し、村人から意見を収集するとともに、他
のユースリーダーと知識を共有し、次の栽培段階に向けた改善点
を特定

第�回0	(訪問 栽培の進捗状況とコミュニティでの導入状況に関する追跡データ
を収集し、近隣の村々への展開に向けて得られた学びを記録

チームは%DDQ�1DQJ�/DH村で現地コミュ
ニティ住民との集会を開いた。チームは、
一方的に情報提供するだけでなく、村人
の不安に積極的に耳を傾けた。多くの村
人がミジンコウキクサの売り込み方や収
益性に関して質問し、彼らが単なる興味
を越えて、すでに持続可能性や収入創出
に関して考えていることが伺えた。

*UHHQ�&DYLDUプロジェクトの対象参加者との意見
交換会。村人との集会で、プロジェクトチームは気
候変動が脅威である一方で機会にもなることを強
調し、湿地の藻類が森林と同等の速度で&2₂を吸
収でき、しかも栄養価が高いと説明した。また、新
たな収入創出源となり得ることも力説した。こうし
た進め方をすることで、地球規模の気候問題が農
家の日々の不安と地続きの問題となった。

*UHHQ�&DYLDUプロジェクトの最終的な製
品の�つである、ミジンコウキクサ(ミジン
コウキクサ)を粉末加工し、調味料の原
料として使用できるよう包装したもの。
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シード助成金プロジェクトの具体的成果

ユースアンバサダーが直面した課題と得た学び

知識不足の解消

知識の乏しかっ
た村人がワーク
ショップに参加し
て実際に作業す
ることで、自信を
持って栽培に取
り組めるように
なった。

調整上の問題

チームメンバーの在住地が異なり時差が存在したた
め、ミーティングの日程調整が困難だった。

食生活への導入

今では各家庭で肉に代
わる健康的な食材とし
てミジンコウキクサが
消費されており、ユー
スがそのメリットを積極
的に広めている。

経済成長

参加者は現地やオンライ
ンで製品を販売しており、
最も成功を収めている�世
帯は、週に最大��NJを生
産し、安定した収入を創
出している。

外部評価

本プロジェクトは</6で
紹介され、その持続可能
性の価値に対し、プラン・
インターナショナルから
称賛を受けた。

直面した課題
得た学び

知識不足の解消

知識の乏しかった村人
がワークショップに参加
して実際に作業するこ
とで、自信を持って栽
培に取り組めるように
なった。

国際的なチームとの言葉の壁

メンバーの多くがタイ語の使用の方が楽であったこと
が時に誤解を招き、調整の不備につながった。

新しい手法に対する現地の人びとからの当初の抵抗

コミュニティ住民は、ミジンコウキクサの栽培が実際で
きるのか疑問視し、馴染みのない栽培に時間やリ
ソースを投じることに後ろ向きだった。

知識と学習の格差

村人の中には、ミジンコウキクサの栽培や気候変動
に関連する特定の生物学的、環境的概念を理解する
のが難しいと感じる者もいた。

リソースの制約

チームには資金面の制約があり、必要なすべての資
材や交通費や宿泊費を賄うことが困難だった。

明確な役割分担や信頼、柔軟性は、効果的なチームワーク
に必須である。頻繁な会議がなくても、常にコミュニケーショ
ンが取れていれば、着実に前進することができる。

翻訳サポートを活用したり明確でわかりやすいメッセージに
する等、言葉の壁を見越した対応は、チーム全体の包摂性
と共通理解を確実に高めることにつながる。

コミュニティとの真の関係構築は傾聴から始まる。現地の視
点を尊重し、共に解決策を見いだすことで信頼が高まり、参
加が有意義で持続可能なものとなる。

効果的に知識を伝えるには、相手の背景に合わせてコミュ
ニケーションの形を変えることが重要である。概念を平易な
言葉で対話をしながら説明することで、学習は誰もが参加で
きる魅力あるものとなり、より大きな成果をもたらす。

事前に計画を立て、予算の���を緊急用資金として確保し
ておくことはきわめて重要である。宿泊施設や航空券の早
期の予約により、費用を大幅に抑えることもできる。

今後の計画と拡大可能性

&KLDQJ�5DL県で成功を収めた本プロジェクトは、同様の問題を抱える他の地域に展開する際のモデルとなり得る。本
プロジェクトを通して開発されたスマート農業モデルは、食料不安や気候変動の深刻な影響を受けているメコン川流
域等の地域にも適応、導入が可能である。コミュニティの能力構築と気候変動に対するレジリエンス強化に重点を置く
本プロジェクトは、多様な地域の人々のニーズに対応しつつ、持続可能な農業活動と包摂的な経済機会を促進する
取り組みであり、今後国内外で展開できる十分な可能性がある。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み

ユースアンバサダー

シード助成金プロジェクトの概要

社会的変化

目標とする

ユース主導の自然環境対策プロジェクトである<RX/($51プロジェクトは、</$が活動す
る�つのコミュニティ全体に見られるゴミの不分別や焼却などの有害な慣行等、不適切な
ゴミ処理という深刻な問題に対応するために立ち上げられた。フィリピン7DFOREDQ市で毎
日出される大量のゴミが示すように、ゴミ処理問題が手に負えない状況にあり、環境や健
康上のリスクをもたらしていることから、本プロジェクトは多角的な手法を用いている��持
続可能な習慣に対する人々の理解を深める、啓発キャンペーンを主導するユースグルー
プの能力を強化する、疎外されたユースにリサイクルを通して副収入の機会を創出する、
地元自治体と協働してゴミに関する条例を強化する､といった方法である。より清潔で健
康的、かつ経済力のあるコミュニティづくりを効果的にすすめることが、<RX/($51の目
指す最終的な目標である。

目標

支給された
助成金

対象者

対象地域

1. 適切なゴミ処理に関する参加者の理解を深める
2. ユースグループがゴミ処理キャンペーンを推進する力を身につける
3. リサイクルを通して、疎外されたユースの生計手段を創出する
4. ゴミ処理の取り組みで地方自治体との協働をすすめる

�����ドル
7XEDQ、7DJEDFDQ、&DEDODZDQ、
%RURQJRWDQ、7DQ]D�、フィリピン

小学生、高校生、不就学のユース、若い母親、3:Dか
ら成る��歳から��歳までの多様な���人

計 �����人
�ユースと主婦�

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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シード助成金プロジェクトの活動

主な活動内容

ニーズ評価 ゴミ処理の実態に関するベースラインデータの収集

情報・教育 ・ コミュニケーション
資料の共創ワークショップ

啓発講習会 7XEDQ、7DJEDFDQ、&DEDODZDQ、%RURQJRWDQ、7DQ]D�で
の一連のコミュニティ向け啓発講習会の実施

アートワークショップと
アドボカシーキャンペーン

視覚教材の制作と共同制作、リサイクル素材を活用したエ
コワークショップ、資源回収施設(05F)の設置

0	( F*D(F*Dと振り返り)

まとめの活動 プロジェクト終了後のイベントと報告

本プロジェクトは、10代の母親を対象に
実践的な技能訓練と必要な生計キットを
提供することで、彼女たちに持続可能な
製品を生産して自立を実現する手段と
自信を身につけさせた。

��代の母親とユースは、ゴミをエコバッグ
や財布など機能的な製品、あるいはキー
ホルダーや植木鉢等の独創的なアート作
品に生まれ変わらせて収益を生む活動に
熱心に取り組み、その創造性を発揮した。

プロジェクトチームは、あらかじめ指定さ
れた対象地域全域でゴミ処理に関する
啓発講習会を成功させた。こうしたコミュ
ニティ主導の取り組みは、エンパワーメ
ントと意識啓発が一緒に行われれば持
続的な行動変容につながることをはっき
りと示している。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

プロジェクト活動
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シード助成金プロジェクトの具体的成果

経済的エンパワーメント

��代の母親が廃棄物を収入
に変え、持続可能性の推進に
もつなげながら、家計を支えら
れるようになった。

インフラの整備

新たに設置された05Fは現在、リ
サイクル可能な物品の選別および
保管の専用拠点として機能し、適
切なゴミ処理が今後も継続していく
体制が整えられている。

コミュニティのレジリエンス

一つ一つの具体的成果は、コミュニティ
が教育を受ければ持続可能な将来に向
けた真の解決策を作り出せることを示し
ており、コミュニティが責任を担い革新を
進めていける表われである。

ユースアンバサダーが直面した課題と得た学び

複数のパートナーや拠点との連携

本プロジェクトの活動は�つの異なるコミュニティ
を対象としており、関係者、/*8、学校、ユース
組織、専門機関との調整が求められた。

多様な集団との協力には、効果的にコミュニケーションをとるこ
とがきわめて重要である。協力を拒まれる場合は、代替案を検
討し、常に新たな連携関係を模索し続けること。

時間と優先順位の管理

チームメンバーにはこの業務以外にも並行して
行うべき仕事があるため、プロジェクト業務を優
先して十分な時間を割くことが難しかった。

効果的な情報発信

参加者が機会やイベントを十分に把握していな
いと思われる場合があった。

実施目標の設定

様々な事情により、参加者の都合や会場の手配
が当初の予定日直前に変更となることがあり、
それにより、活動の遅延や日程変更が生じた。

学生とユースアンバサダーとしての役割を両立させるには、時
間と優先事項を上手く管理する必要があった。様々な状況へ
の迅速な対応が、チームのすべての取り組みを高水準で遂行
する鍵となった。

対象者へのプロジェクトの周知はきわめて重要であった。参加
者が、利用可能な機会やイベントに関して十分に把握している
とは限らなかったため、多様なコミュニケーション手段を活用し
て効果的な情報発信を行い、参加者を最大限に増やすことが
成功の鍵となる。

プロジェクト開始前に、日程、時間、会場に関する複数の代替
案を策定し、関係者に周知しておくこと。それにより、
スケジュール上の予期せぬトラブルを軽減できる。

今後の計画と拡大可能性

熱意あふれるユースリーダーの起こした活動の勢いに乗り、本プロジェクトでは、環境意識の継続的な向上とコミュニ
ティのゴミ処理問題を、ジェンダーの視点に立つユース主導の政策として現地の開発計画に組み込むことに全力を
注いでいる。プロジェクトチームは、道具や資金へのアクセスと、市場とのつながりを向上させて、生計手段としてリサ
イクリングを広げていくと同時に、ストーリーテリングやアートといったクリエイティブな活動から学びを得て、持続可能
な未来に向けて集団としてより広く活動を始め、社会に変化の波を広げていくことを目指している。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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6$)(
ユースアンバサダー

䝅ー䝗ຓᡂ㔠䝥䝻䝆䜵䜽䝖のᴫせ

社会的変化

目標とする
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目標

支給された
助成金

対象者

�����ドル

全体的な目標として、高校生のジェンダーや気候変動対策に関する理解の深化と「スキル
開発」能力の最大���向上を目指した。

3HODLKDUL、%XOXNXPED、%RJRU、
ジャカルタ、/HPEDWD、インドネシア

女の子が��％超、また特定の地域では他の疎外された集
団の割合が各学校で最低���、を占める��歳から��歳ま

での高校生
計���人

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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シード助成金プロジェクトの活動

モジュール講座の実施準備 モジュール学習講座の開発

校内アンケート つながりの確立と当初の学校データ収集

学校でのプロジェクト展開

高倉式コンポスト施設の材料一式を35基分提供して、学校1校につき
月35kgの有機ゴミを削減

0DNH <RXU =LQH &RPH 7UXH
�高倉式コンポスト施設の
導入活動�

���人の生徒が気候やジェンダー教育に関する講座を受講。現地の問
題を題材にした気候変動やジェンダー関連の]LQHが��冊制作され、
ジェンダーの視点に立った気候変動に関する生徒の知識が���向上

(*&&コンテスト
高倉式コンポストに関するまとめ動画を�本制作、それらに対する
「いいね」をソーシャルメディア「:H�7KH�6DIH」で���件獲得

授賞式 授賞式では気候変動やジェンダー関連の対話が進んだ。�つに対する
称賛と高倉式コンポスト事業の継続のためのシード資金が与えられた

まとめの活動 プロジェクト終了後イベント(賞と記念品の授与)と活動報告書提出

本プロジェクトは、対象校の�校で7RXU�
DH�6FKRRO講習会を実施し、気候危機と
は何か、またその影響を女性がより重
大に受けることが多いことを生徒に紹介
した。

そして、意識の高まりを具体的な気候変
動対策に移すため、プロジェクトチーム
は対象校の生徒と共に「高倉式コンポ
スト」を設置し、継続的に学べる体制を
整えた。

気候危機に関する理解を深めた後、プ
ロジェクトチームは生徒に]LQHを製作す
るという「行動」を通して自身の考えを表
現するよう促し、生徒は創造的で批判
的な視点からそれらの問題に対する考
察を深めることができた。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

プロジェクト活動 主な活動内容
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シード助成金プロジェクトの具体的成果

知識と意識の向上

生徒の気候変動やジェ
ンダー関連の理解度が
���向上し、気候問題と
社会的、ジェンダー的側
面を結びつけられるよう
になり、��冊の]LQHの制
作で洞察を深めた。

認識と行動の変化

生徒は��基の高倉式コ
ンポスト施設を設置し、
堆肥化活動を通して環
境に配慮した習慣を身
につけた。それにより、
学校のゴミは月��NJの
削減を達成し、プロジェ
クト終了後もそれらの取
り組みを継続している。

ユースの参加とリーダー
シップの強化

生徒はデジタルメディア
を活用して気候変動や
ジェンダー問題に関する
アドボカシーを行い、視
聴者の心を動かす動画
を�本制作してソーシャ
ルメディア上で���.超の
反応を得て、リーダー
シップスキルを向上させ
た。

コミュニティの強化と連携

授賞式を通して、生徒と
教師の間のつながりが一
層強固になり、コンポスト
施設維持のためのシード
資金が提供され、気候変
動やジェンダー関連の取
り組みを主導する生徒の
自信が高まった。

ユースアンバサダーが直面した課題と得た学び

チーム内コミュニケーション

メンバー各人のスケジュールが異なることと、基盤となる
コミュニケーションに関する標準作業手順書がないこと
で、メンバー間の調整に困難が生じ、プロジェクト実施時
のチーム内コミュニケーションに大きな課題があることが
わかった。

円滑なコミュニケーション戦略の構築には、スケ
ジュールを立て、互いの進捗状況を把握することが
重要であり、それによってプロジェクトの効率的な実
施が可能となる。

対外コミュニケーション

プロジェクトチームは対外コミュニケーション、特に初期
段階で理解と信頼関係を築き関係者の関心や理解を調
整する際も困難に直面した。

学校のニーズを理解し、それをプログラムのなかで
最適な形で実現することが、プロジェクトの成功に
は必須である。

今後の計画と拡大可能性

今後、6$F(�IRU�&OLPDWH�DQG�*HQGHU�SURJUDPプロジェクトが長期的な取り組みとして確実に活動を広げていくため
には、しっかりとしたユース卒業生ネットワークを築いて、共同プロジェクトとして資金提供の申請や共同でのアドボカ
シーキャンペーン等、具体的な活動を通して協力関係を築いていくと同時に、積極的なソーシャルメディア展開を行っ
て機会を周知し、セミナーを運営し、誰もが自由に利用して他の地域でも導入できる形で6$F(のモジュール講座を
集積する必要がある。ユースを重視したさらなる資金提供を確保する積極的な取り組みも合わせ、こうした総合的な
戦略を採ることが、メンター制度やリソース共有におけるパートナーとして、卒業生の力を高めていくことになる。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

直面した課題 得た学び



��&DYLQ
��*LWD
��FDID
��7KHUHVLD
��=DKUD

ʩʨ

��&DYLQ
��*LWD
��FDID
��7KHUHVLD
��=DKUD

ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み

(FR9LEHV 3URMHFW
ユースアンバサダー

シード助成金プロジェクトの概要

社会的変化

目標とする

目標

対象者

�� (ゴミの分別や再利用可能製品の使用等)持続可能性を高める基本的な取り組みの普
及率を���から���までに引き上げる

�� 本プロジェクトは、「プロジェクト参加前」と「後」で気候変動に関する参加者の自己評価
による知識を向上させることができ、自身の知識のスコアを�と評価した参加者の割合
が目覚ましく上昇した

インドネシアで深刻化する気候変動問題と危機的状況にあるゴミ処理問題に取り組むた
め、不均衡な影響を受けている女性とユースに包摂的な環境活動を主導する力を与える
プロジェクトが(FR9LEHVである。本プロジェクトは、女性は家庭内の行動変容の重要な推
進者、また、ユースは革新者であることを踏まえ、循環経済とグリーンジョブでの就労準備
に重点を置いた参加型ワークショップとアドボカシー、技能訓練を通して、都市部または地
方部のコミュニティで活動を展開している。ジェンダーと気候変動に関する国家行動計画
に沿い、(FR9LEHVは気候変動に対するレジリエンス強化、リサイクル率向上、ジェンダー
平等を同時に強化するため、/*8とコミュニティとの連携を促進している。

�����ドル

ジャワ島とスマトラ島全域で各プロジェクト対象の村に
暮らす現地コミュニティ住民、特に社会経済的に恵ま
れない状況にいる子どもやユース、女性(��歳から��
歳まで)

計���人の
コミュニティ住民

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

支給された
助成金

対象地域

1RUWK�-DNDUWD、(DVW�-DNDUWD、
%DQGXQJ�&LW\、&LDQMXU
5HJHQF\、$QDPEDV�IVODQGV、
インドネシア
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シード助成金プロジェクトの活動

プロジェクト準備
研修教材、モジュール学習講座、調査ツールの開発と、プロジェクトを確実に
効果的に展開するための関係構築とコミュニケーション戦略の確定

プロジェクトチームの導入
コミュニティ住民へのアンケート調査の実施、許可手続き、初回のプロジェクト
実施に関する集会の開催といった、プロジェクトチームの役割と責務をはっきり
示すための導入活動

気候変動に対する
レジリエンスとゴミの見直し
に関するワークショップ

�つの対象地域(1RUWK�-DNDUWD、(DVW�-DNDUWD、%DQGXQJ�&LW\、&LDQMXU�
5HJHQF\、$QDPEDV�IVODQGV)で、気候変動に対するレジリエンスと廃棄物の
捉え直しをテーマとしたワークショップを計��回実施

政策対話 �つの対象地域(%DQGXQJ、$QDPEDV、(DVW�-DNDUWD、1RUWK�-DNDUWD、&LDQMXU)
で、計�回の政策対話を実施

まとめの活動 報告・まとめ

プロジェクトチームは、「気候変動に対
するレジリエンス」と「廃棄物の捉え直
し」をテーマとするワークショップを計��
回実施し、1RUWK�-DNDUWD、(DVW�
-DNDUWD、%DQGXQJ�&LW\、&LDQMXU�
5HJHQF\、$QDPEDV�IVODQGVの各コミュ
ニティで、気候変動への意識向上を
図った。

寄付されたベッドリネン�NJを再利用し
てエコプリント生地を作り、アナンバス地
域の参加者と共に、環境にやさしく耐熱
性のあるマットを縫製した。

&OLPDWH�FUHVN�IQGRQHVLDと協力し、プ
ロジェクトチームは%DQGXQJ市地域で
開催された気候変動レジリエンスに関
するワークショップで、参加者が気候変
動の原因と結果を考えるゲームカードを
導入した。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

プロジェクト活動 主な活動内容
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シード助成金プロジェクトの具体的成果

深い気づきと意識の変化

参加者は、これまで単に災害
と捉えていた気候変動を、そ
れをもたらす大局的な原因を
理解するまでに進化し、社会
のお荷物だったゴミをエコプリ
ントのように循環経済の機会
につながる価値あるリソースと
して捉え直すことができるよう
になった。

草の根の取り組みと長期的な社会的
影響

参加者の意欲の高まりは、直ちにコ
ミュニティでのリーダーシップ発揮につ
ながり、参加者は家庭ゴミの処理習慣
を取り入れ、ソーシャルメディア上の
キャンペーンやゴミ銀行との提携と
いった自主的な取り組みを始め、それ
らが、持続的な取り組みの基盤を築い
た。

エンパワーメントと戦略的連携

日々体験している「二重の脆弱
性」を政策対話へと結びつける
力を身につけ、その結果、包摂
的な意思決定の場と、/*8や
1*2との強固な連携を一致団
結して求める動きが生まれた。

ユースアンバサダーが直面した課題と得た学び

地域間格差

島嶼部や都市部といった、地域毎の状況が多様であった
ため、調整・実施にばらつきが生じた。

緊密に調整を取り共通のツールを活用することで、
各現地チームは、同じ目標の下で結束を保ちなが
ら現地の状況に適応することができた。

リソースの制約

�つの地域で並行してワークショップを実施するには、時
間、予算、ボランティアの人手が不足していた。

知識の格差

対象となる各コミュニティで、気候変動やジェンダー問題
に対する認識レベルに差があった。

コミュニティの意欲の維持

ワークショップから政策対話まで、参加者の意欲の維持が
求められた。

リソース不足は革新を生む可能性があり、持続可
能性は現地で調達可能なものから生まれる。

有意義な学びは、単なる情報ではなく、実体験を
通して人びとがつながったときに生まれる。

取り組みは1つの過程であり、継続的なつながりが
当事者意識と長期的な影響力を生み出す。

今後の計画と拡大可能性

EcoVibesは、現地での一つ一つの活動を国レベルの対話に結びつけることで、コミュニティを中心に据えたユース主
導の取り組みとしての勢いを維持していこうと全力を注いでいる。その中には、活動後もメンタリングを行い学校や
NGOとの連携を強化してコミュニティとの取り組みを継続し、エコプリントやマングローブの再生等の成功事例を他地
域にも広げていくことも含まれる。その戦略は、誰もが自由に利用できる知識共有手段を提供し、対話での提言に基
づく包摂的なゴミ対策・気候変動対策を積極的に求めていくことで、より強固なものとなる。そして、女性とユースリー
ダーの全国的なネットワークの下でインドネシアの多様なコミュニティが団結し、持続可能で包摂的かつ再現可能な
形で環境問題を解決する方法を共に見つけ出すーこれこそが、戦略の目指す究極の姿である。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

直面した課題 得た学び
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ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み

6DIH 6WHSV 3URMHFW
ユースアンバサダー

シード助成金プロジェクトの概要

社会的変化

目標とする

目標

1. 高い包摂性の構築��包摂的なリーダーシップとレジリエンスの文化を育むため、高校生
の参加者全員に気候変動適応策や防災に必要なスキルを習得させる

2. コミュニティの取り組みの推進��生徒がリーダーとして活動に積極的に取り組み、公平
なレジリエンス戦略を実施して学校とコミュニティのつながりを強化していく力を身につ
けさせる

3. 拡大可能性の保証��活動で得た大切な学びを記録し、プログラムを他の場所でも広く
再現するために、誰もが利用できるツールキットを開発することで、持続可能な知識の
基盤を確立する

本プロジェクトは当初、ユースリーダーは利用できるリソースや発信の場が限られている
ために環境や社会問題に関するユース主導の取り組みを拡大できないという現状の打破
を目的としていた。その目標の柱が、理論と実践を組み合わせたワークショップによる大
学生のエンパワーメントであった。その後大きく方向転換し、ユースの声を高め、気候変
動問題に関する実践可能な行動指針をリスナーに提供するため、質の高い音声コンテン
ツをユース主導で製作する活動に移行した。

�����ドル
7KLHQ�/RF村とDRQJ�$QK県、
ハノイ北部、ベトナム

本プロジェクトの対象者は���人で、その大多数は
7KLHQ�/RF村と;XDQ�1RQ小学校の生徒(�年生)と
ユース(��歳から��歳まで)であるが、ベトナムユース

気候変動対策行動週間にオンラインで参加した全国
のユースも含まれた。

計���人のユース
が研修を受けた

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

支給された
助成金

対象地域

対象者
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シード助成金プロジェクトの活動

導入
プロジェクトの事前計画、目標、期待される成果、ワークショップのカリキュラム、
研修の枠組みの作成(初稿)

計画
Thien Loc村とXuan Non小学校との連携、ワークショップの授業計画の改善、広
報資料とアウトリーチ戦略の作成、M&Eツールの整備

プロジェクト実施

7KLHQ�/RF村での対面式のワークショップおよび子ども向けの安全教育講習会、
ベトナムユース気候変動対策行動週間�����の期間中に�回のオンラインワーク
ショップを実施

まとめの活動
参加者からの振り返りの収集や彼らの学習評価、本プロジェクト拡大に向けた知
見と課題、提言を文書で記録

本プロジェクトの一環として実施された
主な活動の�つは、ジェンダー比が均衡
した���人のユースを対象として7KLHQ�
/RF村で実施された終日の研修ワーク
ショップであった。そのワークショップで
は、防災に関する基礎知識の習得と、
洪水発生率の高い地域に及ぶ気候変
動の影響に関する意識喚起に重点が
置かれた。

7KLHQ�/RF村のユース向けに制作され
た防災小冊子には、基本的な防災対策
について手順を段階的に示した解説や
家庭用安全チェックリスト、非常用持ち
出し袋の準備方法、現地の危険事項に
合わせた実用的なアドバイスが掲載さ
れている。

プロジェクトチームは;XDQ�1RQ小学校
を訪問し、危険の見極め方や気象警報
の読み方、非常用キットの準備、洪水
発生時の安全行動、家族との連絡とい
う�つの基本スキルを指導した。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

プロジェクト活動 主な活動内容
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シード助成金プロジェクトの具体的成果

気候変動問題に対する理解の深化

参加者は、気候変動を目に見える災害という認識
から、消費や政策が構造的に引き起すものだとい
う認識に変わり、一連の講習会の終了時には��％
が人々の行動が果たす役割を受け入れるように
なった。

ジェンダー・ユースの視点の強化

沿岸部や都市部に住むユース女性は、自身の抱え
る「二重の脆弱性」をはっきりと述べ、自分には家
庭ゴミの処理に関する個人的な経験を広範な政策
対話に結びつける力があると感じられるようになっ
た。

行動と考えの変化

行動意欲が著しく高まり、防災に対する備えと、ゴミ
の分別や植樹等を具体的な習慣として定着させる
行動に��％の改善が見られた。

コミュニティ主導の新たな取り組み

参加者の独立したソーシャルメディア・キャンペーンの展開やゴ
ミ銀行との提携、現地の組織との創造的なリサイクルプロジェク
トでの協働の中から、草の根のリーダーシップが現れ始めた。

連携意識の強化

本プロジェクトでの対話を通して/*2や1*2と新たなつながり
ができ、参加者の中には、物質的支援や包摂的なアドボカシー
の場を確保するために彼らとの連携を求める強い欲求が生まれ
た。

ゴミを機会として捉え直す

エコプリントのような実践的なワークショップにより、社会のお荷
物だったゴミを、創造的・経済的な機会をもたらす貴重なリソー
スとして捉える考えへ、人びとの認識の転換に成功した。

長期的な社会的変化

本プロジェクトは、利用可能なツールと対話があれば気候変動
対策を個人レベルで実現できることを示すことで、気候変動に関
する今後のユース主導の取り組みを支える基盤を構築した。

ユースアンバサダーが直面した課題と得た学び

災害発生

;XDQ�1RQ小学校でのワークショップ開催予定日の
わずか数週間前に地域一帯が激しい嵐により浸水
した。学校は休校を余儀なくされ、プロジェクトチー
ムも活動の延期を強いられた。

災害多発地域での活動には、柔軟性と現地のパート
ナーとの緊密な連携が求められる。緊急事態は、
D55プロジェクト実施中でも発生し得るため、計画は状
況に柔軟に対応できるものでなければいけない。

知識不足

参加者の多くは、非常用持ち出し袋について聞い
たことがなく、また、災害時のジェンダーによる脆弱
性も知らなかった。それらは、彼らにとって、時には
驚くほど新しい考え方だった。

ユースによる効果的な取り組みには、明確なコミュニ
ケーション、実際の事例、実際に体験できる活動が求め
られる。学びが得られると感じられれば、ユースは自信
が持てるようになり、行動への意欲が高まる。これは、
小学生などの幼い子どもの場合特に顕著である。

今後の計画と拡大可能性

本プロジェクトは、ベトナムのユースが災害への備えをすすめる差し迫った必要性を踏まえ、フエ市の洪水被害を受
けた地域の小学生���人から���人までを対象に大規模研修を実施して、直ちに活動を拡大する予定である。ま
た、この取り組みを長期的に持続可能なものにするため、本プロジェクトは、専任のボランティアチームの構築とコ
ミュニティとの連携強化に重点を置いて災害への備えを国全体に促し、ベトナム全土にレジリエンスの文化を育む
ユース主導の活動に発展していくことを目指している。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

直面した課題 得た学び
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ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み

)XWXUH *UHHQ :DUULRUV
3URMHFW

ユースアンバサダー

シード助成金プロジェクトの概要

社会的変化

目標とする

目標

「環境コミュニケーション」のプロジェクトである本プロジェクトは、ベトナムの気候変動活動
の欠陥を補うため、ユース主導のベトナム語ポッドキャストシリーズを提供して人々が専門
家と同様にユースの声に耳を傾け、また、ユースが実践的で実施可能な指針を得ることを
目指して立ち上げられた。。専門家が製作した�つのエピソードを発信することで、本プロ
ジェクトは、グリーンキャリアや都市計画等のテーマについて、=世代の多様な視点と専門
家の知見を巧みに融合させた「実践可能な学び」の提供に成功した。それによって、気候
変動への懸念は気候変動対策のリーダーシップへと変容し、深刻な気候変動に対するベ
トナムの脆弱性に取り組むために必要な知識と能力を備えた世代を育成した。

気候問題に関するユースの声の力を高めて、ユース活動家と各領域の専門家との間に存
在する格差を埋め、リスナーが日々の生活で実践可能な具体的な行動指針を示す、全�
回のポッドキャストシリーズ(「&OLPDWH�5HEHOV」)の制作・配信

�����ドル ホーチミン市(サイゴン)、ベトナム

本プロジェクトの対象者は、�エピソード毎に推定���人強

のリスナーであり、彼らは主に学生やユース気候変動アク
ティビスト、グリーンキャリア部門の新進リーダー、ジェン
ダーの視点に立つ気候変動対策を求めて提言を行う女の
子とユース女性を含む、��歳から��歳までのベトナムの

ユースだった。

計���人超の
リスナーにリーチ

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

支給された
助成金

対象地域

対象者
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シード助成金プロジェクトの活動

企画と準備
ビジョンの確定、エピソードのテーマの決定、ゲストリストの確定、スタ
ジオと制作チームの確保、打ち合わせ資料の準備

気候変動関連テーマ�リーダーシッ
プ、ジェンダー、グリーンキャリア、
都市計画�に関する調査

背景調査資料、専門家の参考資料、各エピソード向けに起草された
「実行可能な学び」

脚本執筆とコンテンツ開発
司会者の台詞、重要な質問事項、話の流れを盛り込んだ�本の完
成台本と承認済みエピソードの概要

ゲストへのインタビュー、
スタジオでの録音と録画

エピソード�～�の全音声の収録と、収録の裏側の写真および動画の
撮影

編集、調整、仕上げ 音声ファイル(各����分)の完成、�.動画の編集、ティザー動画の収録

エピソード1～4の配信と
オンラインでの宣伝

�エピソードすべての公開、<RX7XEHプレミア配信の実施、ソーシャ
ルメディア・キャンペーンの実施

環境コミュニケーション��メンタルヘルス
に関するカードゲーム開発という先駆
的プロジェクトである6HH6DZ�9LHWQDP
の創設者、DDR�+DL�1KDW�7DQとの激動
の時代における心の安定の保ち方に
関する対話。彼女のスタートアップ物語
は、心のケアが個人の成長に留まら
ず、コミュニティ全体に変革を生み出す
ことを裏付けている。

環境コミュニケーション��*UHHQ�
9LHWQDPの創設者、1JX\HQ�1JRF�$QK
との気候変動に対するユースの行動に
関する対話。彼は、小さな環境保護活
動をベトナム全土で��万人超のボラン
ティアが参加する運動へと発展させた。

環境コミュニケーション��7ULHX�7KDQK�
7KLQKとの、現在の気候変動の状況下
での持続可能なキャリアに関する対
話。彼は、人材開発や持続可能な戦略
の事業への統合に関して�年以上の経
験を有する、0:*の環境、社会、企業
統治とリーダーシップ、開発のマネー
ジャーである。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

プロジェクト活動 主な活動内容



ʪʦ

シード助成金プロジェクトの具体的成果

気候リテラシーと
心のウェルビーイングの向上

本プロジェクトは、ユースの気候リテ
ラシーの向上と共に、気候不安や心
のウェルビーイングに関する対話が
ごく当たり前に行われる環境を作っ
て彼らの精神的レジレンスを強化し、
リスナー一人一人が自分の気持ちは
理解されていると感じ、より健全な方
法で対処できるよう促した。

行動への移行と就労準備

意識は実践的な取り組みを通して
具体的な行動に移され、その結果、
小規模な気候変動対策チームの結
成やゴミ・ゼロの取り組み実施へと
つながった。それは、グリーンキャリ
アの周知を広くすすめると同時に、
ユースの中に気候変動対策関連の
仕事に就くために常に新しいスキル
を身につける動きを促した。

主体性の向上と仲間との
つながりの強化

本プロジェクトは、ユースを中心
に据えた新たな場を創出して、気
候変動に関する議論での女の子
とユース女性の主体性を高め、
同世代の参加者の間の結束と帰
属感、そして共通の目的意識を
強化した。

ユースアンバサダーが直面した課題と得た学び

プロジェクトの遅延

開始が予定より�カ月遅延(予定では�月
だったが実際は�月)

ス䜿䝆䝳ー䝹ኚ᭦᫬䛿䚸≧ἣの᫂☜䛺ᢕᥱ䛚䜘䜃ඃඛ㡰఩䛵䛡
䛜ᚲ㡲䛸䛺る䚹୰᰾┠ᶆ䛛䜙䛪䜜る䛣䛸䛺く㎿㏿䛻㐺ᛂ䛷䛝䜜
䜀䚸ユース䝏ー䝮䛿ୖᡭく䛔く䚹

プロジェクトの再構築

プロジェクトチームは、本プロジェクト実施
場所に関する政府の規制変更を受け、プロ
ジェクトの再設計と再開のために大幅な
チーム調整を強いられた。

業務量の管理

(サイゴンと外国の)�つの拠点で、たった�人
のメンバーが重い業務量をこなしながら高品
質なコンテンツの提供を維持していた。

取り組みの継続

困難な再編期での、ユースを中心に据えた
取り組みの継続

ᑠつᶍ䛺䝏ー䝮䛿つᶍ䜘䜚⊩㌟度を㔜ど䛧䛶䚸ಙ㢗䞉ㄝ᫂㈐௵
のඹ᭷䜔㎿㏿䛺ពᛮỴᐃをά⏝䛧つつ䚸≧ἣのኚ໬䛻ᛂ䛨䛶ゎ
Ỵ⟇をぢ┤䛩ᰂ㌾ᛶを䝸ー䝎ー䝅䝑䝥の୰᰾ⓗス䜻䝹䛸䛧䛶Ⓨ
᥹䛩る䛣䛸䛷䚸ඃ䜜䛯ᡂᯝを⏕䜐䛣䛸䛜䛷䛝る䚹

♫఍ⓗኚ໬を⏕みฟ䛩䛯䜑䛻ᚲせ䛺の䛿኱つᶍ䛺䝏ー䝮䜔ᕧ
㢠のண⟬䛷䛿䛺く䚸᫂☜䛺䝯䝑䝉ー䝆䛸ㄔᐇ䛥䛣䛭䛜ྲྀ䜚組み䛻
᭱኱のຊを୚䛘る䚹

䝁䝭䝳䝙䝔䜱のྲྀ䜚組み䛿୍㈏ᛶ䛸ಙ㢗ᛶのୖ䛻⫱䜎䜜䚸䛯䛸䛘
ᑠ䛥く䛶䜒☜䛛䛺஺ὶの✚み㔜䛽䛜ಙ㢗㛵ಀを⠏く䚹

今後の計画と拡大可能性

本プロジェクト「&OLPDWH�5HEHOV」は、長期的な社会的変化を確実にもたらすため、今後メコンデルタ地域のユース
のエンパワーメントの場である0HNRQJ�<RXWK�3ROLF\�/DEに戦略的に移行し、移行後直ちにコミュニティの零細プロ
ジェクトや地域研修の資金として�����ドルの*UHHQKHDUW助成金の提供を受ける予定である。この移行により、メコ
ン地域の現地の声と適応策の事例を取り上げるシーズン�で、より深い取り組み方が可能になるため、最終的には
気候変動に関するベトナムのユースの全国的なコミュニケーション・ハブとなることを目指している。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

直面した課題 得た学び
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ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み
ユース主導の取り組み

*UHHQ 9RLFH IRU 6XVWDLQDEOH 
)XWXUH 3URMHFW

ユースアンバサダー

シード助成金プロジェクトの概要

社会的変化

目標とする

目標

支給された

助成金

対象地域

本プロジェクトは、約��万人の住民が暮らすデリーの都市スラムや開発の遅れた地域
(+RODPEL�.DODQと0DQJROSXUL)における根深い環境問題に取り組むものである。主な課
題には、不適切な廃棄物管理、使い捨てプラスチックへの過度な依存、緑地の不足など
がある。こうした問題は、熱波や洪水、大気の質の悪化といった気候変動の影響に対する
脆弱性をさらに高めている。本プロジェクトは、社会的に取り残されたユース(��歳から��
歳)に、草の根レベルの気候変動対策やポイ捨て防止活動を主導するために必要な知識
と活動の場を提供し、地域の環境活動におけるリーダーシップを育むことを目指している。

�� 0DQJROSXULと+RODPEL�.DODQで、草の根の環境関連の取り組みやコミュニティ運営に
向けたユースのリーダーシップの育成

�� ワークショップ、清掃活動、植樹キャンペーンを通した持続可能な習慣の推進
�� 布製バッグへの移行、堆肥化ワークショップ、ポイ捨て防止キャンペーンを通した、プラ

スチック汚染問題への取り組み
�� 週毎の挑戦とオンラインコンテンツを配信する「$FW�IRU�(DUWK」キャンペーンを通した、

世界中の視聴者への働きかけ

�����ドル
デリー北部の+RODPEL�
.DODQ、デリー北西部の
0DQJROSXUL、インド

本プロジェクトは主に、ユースが環境教育を受ける、
リーダーシップを発揮する、安全な公共スペースを
利用する、機会が多くの場合ほとんど与えられてい
ない、+RODPEL�.DODQと0DQJROSXULに暮らす��歳か
ら��歳までの思春期の若者とユースを対象とした。

1,911人のユースと
コミュニティ住民が参加

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

対象者
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シード助成金プロジェクトの活動

+RODPEL .DODQ䛸0DQJROSXUL
䛷の䝋ー䝅䝱䝹䝯䝕䜱䜰の❧䛱ୖ䛢
䛸䝧ース䝷䜲䞁ㄪᰝ

䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝨ー䝆を❧䛱ୖ䛢䚸⣙�����ே䛻䝸ー䝏䚹䝣䜷ー䝮��௳を
ᅇ཰䛧䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱ఫẸ���ே䛛䜙���ே䛻䝸ー䝏䛩る䛸䛸䜒䛻䚸⌧ᆅ
のㄢ㢟䛻㛵䛩る▱ぢを཰㞟

ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖のス䝍ー䝖䛸䛺る
୍㐃のㅮ⩦఍䛂Ẽೃኚືᑐ⟇を
᥎㐍䛩るユース䝸ー䝎ー䛃

��ேのユース䛜ཧຍ䛧䚸ᣢ⥆ྍ⬟䛺⏕ά䜈のㄋ䛔を❧䛶䚸⌧ᆅの
ၥ㢟䛻㛵䛩る㆟ㄽをᐇ᪋

䝆䜵䞁䝎ー䛸Ẽೃኚືᑐ⟇㛵㐃
ㅮ⩦఍

��ேのユースの䚸Ẽೃኚື䛜ཬ䜌䛩䝆䜵䞁䝎ーⓗ䛺ᙳ㡪䛻㛵䛩る
Ꮫ䜃䛸䜾䝹ー䝥Ⓨ⾲のᐇ᪋

䜰ース䝕䜲Ύᤲ䛸᳜ᶞ䜻䝱䞁䝨ー䞁 ��ᮏのⱑᮌの᳜ᶞ䛚䜘䜃ᩚഛ䛸���NJ䛛䜙��NJ⛬度の䝂䝭の཰㞟䛻
��ே䛛䜙��ே⛬のユース䛜ཧຍ

䝋ー䝅䝱䝹䝯䝕䜱䜰䞉䜻䝱䞁䝨ー䞁 �௳のᢞ✏䛷�����ே䛻䝸ー䝏

Ύᤲάື䚸᳜ᶞ䚸0DQJROSXUL
䛷の1XNNDG 1DWDN�㊰ୖ๻�

���ே㉸の䝁䝭䝳䝙䝔䜱ఫẸ䛻ാ䛝䛛䛡䚸���NJ䛛䜙��NJ⛬度の䝂䝭
の཰㞟䚸��ᮏのⱑᮌの᳜ᶞ䚸㊰ୖ䜈の䝂䝭⟽のタ⨨をᐇ᪋

$FW IRU (DUWK䜻䝱䞁䝨ー䞁ᐇ᪋
�+RODPEL .DODQ�䛸
๰㐀ຊ䝁䞁䝔ス䝖

㊰ୖ๻のබ₇䛸�つの๰స䝁䞁䝔ス䝖をᐇ᪋䛧䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱ఫẸ��
ே䛛䜙��ே⛬䛜ཧຍ

䝂䝭⟶⌮䛻㛵䛩るㅮ⩦఍ �✀㢮の䝂䝭䛻㛵䛩るᏛ⩦䛸ᐙᗞ䝂䝭の䝬䝑䝢䞁䜾䛻ユース��ே䛜ཧຍ

ᣢ⥆ྍ⬟䛺⏕ά䛻㛵䛩るㅮ⩦఍ ⎔ቃ㛵㐃の䜸䞁䝷䜲䞁άື䚸⾜ືィ⏬の⟇ᐃ䚸ᣢ⥆ྍ⬟ᛶ䛻ᑐ䛩
るㄋ䛔の⾲᫂䛻ユース��ே䛜ཧຍ

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書

プロジェクト活動 主な活動内容
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シード助成金プロジェクトの活動

䝋ー䝅䝱䝹䝯䝕䜱䜰䛷のྲྀ䜚組み䚸
ユース୺ᑟのᑠつᶍ䛺ྲྀ䜚組み䚸
䝫䜲ᤞ䛶㜵Ṇ䜻䝱䞁䝨ー䞁

ㄢ㢟䛻ᑐ䛩る䝕䝆䝍䝹⎔ቃ䛷のྲྀ䜚組み䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱䜈のၨⓎάື
の⥅⥆

䝫䜲ᤞ䛶㜵Ṇ䜻䝱䞁䝨ー䞁の୍⎔䛷
ቨ⏬制సをᐇ᪋

ၨⓎを┠ⓗ䛸䛧䛯ቨ⏬〇స䛷���ே㉸のఫẸのព㆑䛜ྥୖ

Ύᤲάື䚸᳜ᶞ䚸ၨⓎ㞟఍
ⱑᮌ��ᮏの᳜ᶞ䛻ユース��ே䛜ཧຍ䛧䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱ఫẸ���ே䛛䜙
���ே⛬䛻䝸ー䝏

䜎䛸䜑のάື䛸ᚋ⥆άື ユースの᣺䜚㏉䜚䚸グ㘓䚸ⱑᮌの⤒㐣ほᐹ䛸Ύᤲሙᡤの☜ㄆ

䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝏ー䝮䛿ユース䜾䝹ー䝥の
䝯䞁䝞ー䜔䝥䝻䝆䜵䜽䝖ཧຍ⪅䛸の஺ὶ
䜔᭶౛ㅮ⩦఍のどᐹ䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖ά
ື䚸ᡂᯝ䛻㛵䛩る㉁ⓗ䛺᣺䜚㏉䜚の཰
㞟を┠ⓗ䛸䛧䛶䚸䝕䝸ーの+RODPEL
.DODQ䜈の䝁䝭䝳䝙䝔䜱ゼၥをᐇ᪋䛧䛯䚹

$FW�IRU�(DUWK䜻䝱䞁䝨ー䞁ᐇ᪋䛸๰㐀
ຊ䝁䞁䝔ス䝖䛷䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝏ー䝮䛿㊰
ୖ๻をᢨ㟢䛧䚸�つの๰స䝁䞁䝔ス䝖を
㛤ദ䛧䚸��ே㉸の䝁䝭䝳䝙䝔䜱ఫẸ䛜䛭
䜜䜙のάື䛻ཧຍ䛧䛯䚹

䝕䝸ーの+RODPEL�.DODQ䛷⾜䜟䜜䛯
䜰ース䝕䜲Ύᤲ䚸᳜ᶞάື䛷䚸䝥䝻䝆䜵
䜽䝖䝏ー䝮䛿⌧ᆅの䝁䝭䝳䝙䝔䜱のユー
ス䛸ඹ䛻��ᮏのⱑᮌの᳜ᶞ䛸���NJ䛛
䜙��NJ⛬度の䝂䝭の཰㞟を⾜䛳䛯䚹
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シード助成金プロジェクトの具体的成果

ព㆑のྥୖ䛸⾜ືの
ኚ໬

ཧຍ⪅䛿䚸Ẽೃኚື
䜔䝆䜵䞁䝎ー㛵㐃ၥ㢟
䛻㛵䛩る⌮ゎを῝䜑䚸
᪥䚻の⏕άの୰䛷ᣢ
⥆ྍ⬟䛺⩦័をྲྀ䜚ධ
䜜ጞ䜑䛯䚹

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䜈のᙉ䛔ᙳ㡪ຊ
䛸ാ䛝䛛䛡

ユース䛿㞟఍䚸㊰ୖ๻䚸
䜻䝱䞁䝨ー䞁を㏻䛧䛶ఫẸ䛻
ാ䛝䛛䛡䚸ᩘ༓ே䛻䝸ー䝏
䛧䚸⎔ቃάື䜈のᖜᗈ䛔䝁
䝭䝳䝙䝔䜱のཧຍをಁ䛧䛯䚹

ユースの䝸ー䝎ー䝅䝑䝥
ᙉ໬䛸䝆䜵䞁䝎ーⓗໟᦤ

⏨のᏊ䛸ዪのᏊ䚸≉䛻ユー
スዪᛶ䛜㆟ㄽの୺ᑟ䚸ά
ືの௻⏬䚸බⓗ䛺ྲྀ䜚組
み䜈のཧຍを㏻䛧䛶䝸ー
䝎ー䛸䛧䛶のᙺ๭をᢸ䛳
䛯䚹

䛝䜜䛔䛷⥳のከ䛔බඹ
✵㛫

ユース୺ᑟ䛷⾜䜟䜜䛯
Ύᤲάື䚸ⱑᮌの᳜
ᶞ䚸䛤み⟽のタ⨨䛻䜘
䜚䚸ᑐ㇟ᆅᇦの⎔ቃ䛜
┠䛻ぢ䛘䛶ᨵၿ䛥䜜䛯䚹

ユースアンバサダーが直面した課題と得た学び

▱㆑୙㊊

Ẽೃኚື䚸䝂䝭ฎ⌮䚸䝆䜵䞁䝎ー䛸Ẽೃኚືの㛵㐃ᛶ䛻
つ䛔䛶ᙜึ䜋䛸ん䛹▱㆑䛜䛺く䚸䛥䜙䛻䚸㞟఍䚸㊰ୖ๻䚸
Ύᤲάື➼のάື䛻䝁䝭䝳䝙䝔䜱のཧຍをಁ䛩の䜒ᅔ㞴
だ䛳䛯䚹

文化的に馴染みがありユースが親しみやすい(路上劇、
ゲーム、視覚教材等)手法を活用して、概念を身近に感
じられるようにすることが、理解の大幅な向上と信頼構
築、ユースとコミュニティの参加意欲の向上につながる。

取り組みとスケジュール上の制約

試験、家事、個人的な取り組みにより、ユースが活動で
きる時間に制約があり、さらに長期的な行動変容に向け
て意欲を維持するのが難しかった。

活動実施上の問題

清掃活動やコミュニティ活動で、プロジェクトチームはゴミ
の処理方法、物資の入手方法、許可の取得等、実施上
の問題に直面した。

注力のバランスがとれた戦略づくり

プロジェクトチームは、現場での活動とソーシャルメディ
ア上の活動、そしてオンラインでのアドボカシーのバラン
スを取るのに困難を覚えた。

責任を共有し、プレッシャーをあまりかけずにユースを支え
る､柔軟性のある環境が、ユースの継続的な参加を支える
一方で、彼ら自身が持続可能な習慣を自分のものにするこ
とで、長期的な変革の担い手としての力を身につける。

現地のリーダー、業者、コミュニティ関係者との緊密な連携
が、取り組みの円滑な実施につながり、取り組みに対する
現地の当事者意識を高める。

オンラインでのアドボカシー活動で認知度を高めることはで
きるが、オンラインと対面両方の活動を効果的に実施、一体
化するには、連携のとれたチームワークと明確な計画が
必須である。

今後の計画と拡大可能性

本プロジェクトは今後も、オンラインでの低コストのアドボカシーをユース主導で展開し、活発に連携を取りながら活動を
継続していくことで、その勢いを維持していくことができる。チームメンバーはプロジェクトのIQVWDJUDPページに教育的な
内容の投稿や月毎の挑戦、コミュニティの出来事等を掲載して運営し続けるとともに、<(6、5DVGKDUD�7KHDWUH�
6RFLHW\、現地のユースグループ、</$の仲間といったネットワークと協働していく。不定期に行われる清掃活動や植林地
の訪問、話し合い、創造的な啓発活動とともに定期的にオンラインミーティングを開き、:KDWV$SSで議論することで人々
の参加を維持していく。さらに、プロジェクト期間中に結成された非公式のエコクラブは、学びを共有し小さな活動を共に
計画する場として今後も機能し続ける。そして、連携関係の拡大やオンラインでの活動の強化、オンラインと対面両方で
ユース同士の取り組みを継続することで、継続的な資金提供が行われなくても、ユース主導の気候変動運動に成長して
いくことが、チームの長期的目標である。
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*LUOV &OLPDWH 3DUOLDPHQW 
3URMHFW

ユースアンバサダー

シード助成金プロジェクトの概要

社会的変化

目標とする

目標

支給された

助成金

対象地域

計���人の思春期の
女の子がエンパワー

�能力強化�された

本プロジェクトは、低所得コミュニティに住む思春期の女の子が日々の生活で感じている(移
動制限や熱ストレス等の)ジェンダーや気候不正義を現地の政策に直接つなげ、気候変動領
域のリーダーとしての力を身につけることを目指すユース主導の取り組みである。本プロジェ
クトでは、気候変動教育、リーダーシップ研修、参加型ツールを組み合わせることで、女の子
が基本的リテラシー(知識を活用する力)を身につけ、彼女たちが気候変動対策に求める政
策を声明*LUOV¶�&OLPDWH�0DQLIHVWRとしてまとめ、気候変動に対するレジリエンスや現地の
意思決定に関する対話を意義のある形ですすめていく力を発揮できるようにした。

�� 大きなギャップへの対応: 疎外されたコミュニティに属する女の子が代表として気候変動
関連議論に参加している割合は5%未満である

�� 思春期の女の子に気候変動に関する知識とアドボカシースキルを習得させる
�� 環境領域でのリーダーシップ能力の構築
�� 女の子が現地に根差した気候変動対策を生み出す場を創出する。単なる教育ではなく、

気候変動に関連する対話の変革を目指す

�����ドル
&KDZDONKHGD村、-DOJDRQ、
5DQJSXUL�3DKDGL、南デリー、
インド

本プロジェクトは、-DOJDRQ(0DKDUDVKWUD州)の農村
部と6RXWK�DHOKLの都市部で社会的に困難な状況
にある低所得層の思春期の女の子���人が直接参
加し、そこには、移動制限を課せられている生徒や
家事を抱えながら参加したユース女性も含まれる。

ユース・リーダーシップ・アカデミー - 成果報告書
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シード助成金プロジェクトの活動

導入講習会
気候変動の基礎知識の導入、権利に基づく議論、
ストーリーテリングと自信の構築、環境マッピング開始

気候変動、環境とのつながり、自信構築
に関する基礎講習会

コミュニティと環境マッピング、簡単なグラフとデータの読み方、
気候科学に関する導入活動、生態系に関する課題への取り組み

デリーでのストーリーテリングと
アースデイのワークショップ実施

気候変動関連のストーリーテリング、アースデイの誓いと地球へ
の手紙、�市民、行政関係者、環境主義者�役に分かれたロール
プレイ、心をつなげる演習

環境データ、グラフ、地図の読み方と、コ
ミュニティ住民へインタビュー調査に関す
る講習会をデリーで実施

環境に関するグラフ、地図の解釈、コミュニティの年長者への
インタビュー、ロールモデルから学ぶリーダーシップ、ジェンダー
と環境に関する考察

演劇とジャーナリズムに基づくコミュニ
ケーション、ワークショップをJalgaonで
実施

気候変動やジェンダーの影響に関するワークショップ、アドボカ
シーのためのストーリーテリング、日々の生活で感じる気候変動
問題の特定

Jalgaonでの川沿いのウォーキング、
村のマッピング、コミュニティ住民への
インタビューと、デリーでの声明への理解
と問題の記録

プロジェクトの進捗状況の共有、村人の反応を収集、他のユー
スリーダーとの知見の交換、次の開発段階に向けた改善点の
洗い出し

2回目のM&E訪問
詳細な問題のマッピング作成、インタビューと資料作成スキルの
習得、声明における優先テーマの特定

デリーでの声明の作成、演説準備、模擬
議会

女の子の気候変動対策に対する声明の完成、��人超の女の子
が演説を準備、リーダーの役割を果たすための訓練の実施、��
人超が参加し成功裏に終了した議会イベントの開催、コミュニ
ティリーダーと現場の従事者が参加

プロジェクトチームは、気候変動問題の
基礎知識を導入し、現地特有の環境上
の問題や強みを把握するために、対象
地域であるJalgaonのChawalkheda村と
南デリーのRangpuri Pahadiで導入講習
会を実施した。

ワークショップでは、参加者は信頼関係
構築活動や安全に表現や協働ができ
る場の創出に取り組んだ。

プロジェクトチームは、Jalgaonの
Chawalkheda村と南デリーの
Rangpuri Pahadiで、気候変動と環境
とのつながり、自信構築に関する基礎
講習会を実施した。
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シード助成金プロジェクトの具体的成果

リテラシーと個人の主体性の向上

女の子は熱ストレスや洪水等の環
境問題を自身の日々の生活や権
利と地続きの問題として考えられ
るようになり、気候変動に関する基
礎的なリテラシーを身につけた。そ
の結果、彼女たちの自信と人前で
話す能力が目に見えて変化し、行
動にもすぐに変化が現われ、今後
リーダーシップを発揮したいという
強い気持ちが芽生えた。

コミュニティの評価と再現可能な
モデル

間接的な形で、保護者、教師、現
地のリーダーを含む���人超が積
極的に取り組むことで、彼女たちの
取り組みの効果が上がると共に、
コミュニティの当事者意識が強化さ
れ、ユース主導の気候変動教育と
ガバナンス形態を他のコミュニティ
にも導入して広げていくモデルを示
すことができた。

政策提言とガバナンス�意思決定
を適切に行う枠組み�の統合

本プロジェクトにより、知見を意思
決定という行動につなげることが
でき、その成果はエビデンスに基
づく声明「*LUOV¶�&OLPDWH�
0DQLIHVWR」と、現地のリーダーが
彼女たちの政策要求を正式に承
認する公開議会イベントの開催と
して実を結んだ。

ユースアンバサダーが直面した課題と得た学び

Ẽೃኚື䞉♫఍ⓗ䛺制⣙ୗ䛷の䝥䝻䜾䝷䝮タィ

㻔⇕Ἴ䜔ὥỈ➼の㻕ண ୙ྍ⬟䛺Ẽೃኚື䛻䜘るᨭ
㞀䛜⏕䛨る୰䛷䜒୍㈏ᛶをಖ䛱䛺䛜䜙䚸ዪのᏊ䛜┤
㠃䛧䛶䛔るཝ䛧䛔⛣ື制㝈䚸Ᏻ඲ୖのၥ㢟䚸ᐙᗞෆ
の制⣙を⪃៖䛧䛯ㅮ⩦఍䛻䛩る䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䛯䚹

Ẽೃኚືᑐ⟇䝥䝻䝆䜵䜽䝖のᡂຌ䛻䛿䚸(⇕Ἴ䜔ὥỈ➼の)
ண ୙ྍ⬟䛺Ẽೃ⌧㇟䛻㐺ᛂ䛩るᰂ㌾ᛶ䛜ᚲせ䛷䛒䜚䚸
ዪのᏊのス䜿䝆䝳ー䝹䚸Ᏻ඲䚸⛣ື制㝈䛻䛛䛺䜚㓄៖䛧䚸
୍㈏ᛶの䛒るබᖹ䛺ཧຍをಖド䛷䛝䛺䛡䜜䜀䛔䛡䛺䛔䚹

㌋㌉䜔ᴫᛕの」㞧䛥のඞ᭹

ᙜึの⮬ಙのప䛥䜔ே๓䛷ヰ䛩䛣䛸䜈の᜝䛪䛛䛧䛥
䛻ᑐᛂ䛧つつ䚸」㞧䛺Ẽೃኚື䜔䜺䝞䝘䞁スのᴫ
ᛕを䚸ᑓ㛛ⓗ䛻䛺䜙䛪⌮ゎ䛧䜔䛩䛔ෆᐜ䛻ኚ䛘るᚲ
せ䛜䛒䛳䛯䚹

㐠Ⴀ⟶⌮䛸つᶍᣑ኱

ᆅ⌮ⓗ䛻㞳䜜䛯ሙᡤ(ᆅ᪉㒊䛸㒔ᕷ㒊)䛷༢୍の䝥
䝻䝆䜵䜽䝖を⟶⌮䛧䚸組⧊ⓗᨭ᥼䛜㝈䜙䜜䛯≧ἣୗ
䛷䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱の㈶ྠ䛸༠ຊをᚓ䛶㐃ᦠయ制をᵓ⠏
䛩る䛣䛸䛜ồ䜑䜙䜜䛯䚹

Ẽೃ䝸䝔䝷䝅ー䛿䚸」㞧䛺ᴫᛕを⌧ᆅのᩥ⬦䛻᰿䛦䛧䛯ᙧ
䛻䛧䛶㻔ス䝖ー䝸ー䝔䝸䞁䜾䜔䝻ー䝹䝥䝺䜲➼の㻕๰㐀ⓗ䛷ཧ
ຍᆺのᡭἲ䛷ఏ䛘る䛣䛸䛷䚸ཧຍ⪅の⮬ಙ䛜ゎ䛝ᨺ䛯䜜䚸
ス䜻䝹のྥୖ䛻つ䛺䛜る䚹

⌧ᆅの≧ἣ䛻ྜ䜟䛫䛯ᡭἲ䛻䛩䜜䜀䚸ᑐ↷ⓗ䛺ሙᡤ(ᆅ
᪉�㒔ᕷ)䛷䜒ඹ㏻の䝰䝕䝹をᒎ㛤䛩る䛣䛸䛜䛷䛝る䚹䛭の
ᒎ㛤䛻䛿䚸䝏ー䝮ෆのᙉ䛔㐃ᦠ䛻ຍ䛘䚸ᆅ᪉㒊䛷のືဨ
䜔䜲䝧䞁䝖のຠ⋡ⓗ䛺ᐇ᪋の䛯䜑䛻䚸⌧ᆅの᪤Ꮡのᶵ㛵
のά⏝䛜ồ䜑䜙䜜る䚹

今後の計画と拡大可能性

ᮏ䝥䝻䝆䜵䜽䝖(G&3)䛿䚸Ꮫᰯ䛸ಖㆤ⪅のᨭ᥼䛻䜘る⮬❧ᆺのᇶ┙をᵓ⠏䛧䛯䚹䛭のᣢ⥆ᛶを⥔ᣢ䛩る䛯䜑のィ⏬䛻
䛿䚸䝣䜷䝻ー䜰䝑䝥ㅮ⩦䛻䜘る᪤Ꮡ䝰䝕䝹のᙉ໬䜔䚸ዪのᏊのẼೃኚືᑐ⟇䛻ᑐ䛩る声᫂をGUDP�3DQFKD\DWV䛸ඹ᭷
䛧䚸⌧ᆅの⤫἞䛻ാ䛝䛛䛡る䛣䛸䛜ྵ䜎䜜䛶䛔る䚹㛗ᮇⓗ䛺ᒎᮃ䛸䛧䛶䛿䚸䝰䝕䝹の௚のᮧ䚻䜈のᒎ㛤䞉⮬❧ⓗ䛺ᒎ㛤
䛻ྥ䛡䛯䝖䝺ー䝘ー㣴ᡂㅮᗙの㛤Ⓨ䜔እ㒊䝸䝋ースの✚ᴟⓗ䛺⋓ᚓを㔜Ⅼⓗ䛻⾜䛳䛶䛔く䚹
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୺䛺▱ぢ

䝅ー䝗ຓᡂ㔠䝥䝻䝆䜵䜽䝖のᐇ᪋䛛䜙䚸ྛᑐ㇟ᅜ䛻≉᭷のᆅᇦⓗ䛺ഴྥ䛸ႚ⥭のㄢ㢟䛜᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛯䚹

ᅜ ྲྀ䜚組んだㄢ㢟

✀㢮 ලయⓗ䛺ၥ㢟 䝥䝻䝆䜵䜽䝖のヲ⣽

䝍䜲

䝣䜱䝸䝢䞁

䜲䞁䝗䝛䝅䜰

䝧䝖䝘䝮

䜲䞁䝗

㐠Ⴀ䞉
ㄪᩚୖのၥ㢟

Ẽೃኚື䛻㉳ᅉ䛩る㣗ᩱ୙Ᏻ䚹୙Ᏻᐃ䛺Ẽ㇟䝟䝍ー䞁䛜Ẽೃኚື䛻䜘䜚୍ᒙ⃭໬䛧䛶㎰
ᐙを┤ᧁ䛧䛶䛚䜚䚸䛭䜜䛜ఏ⤫ⓗ䛺㎰ᴗを⬣䛛䛧䚸⌧ᆅの㣗ᩱᏳ඲ಖ㞀䛜୙Ᏻᐃ໬䛧䛶
䛔る䚹

䝂䝭ฎ⌮䝅ス䝔䝮の୙ഛ䚹ၥ㢟の୰ᚰ䛿䚸䝂䝭のศู䜔䝸䝃䜲䜽䝹䚸Ᏻ඲䛺䝂䝭のฎศ䛜
ᗈᇦ䛷⾜䜟䜜䛶䛔䛺䛔䛣䛸䛷䛒䜚䚸䛭䜜䛜῝้䛺⎔ቃᝏ໬(ᅵተ䚸Ỉ㉁ởᰁ)䛸⌧ᆅ䝁䝭䝳
䝙䝔䜱のබ⾗⾨⏕ୖの䝸ス䜽を㧗䜑䛶䛔る䚹

Ẽೃኚື䛻ᑐ䛩る⬤ᙅᛶ䛸䝆䜵䞁䝎ー୙ᖹ➼の஺ᕪᛶ䚹ྠᅜ䛿䚸⏒኱໬䛩るẼ㇟⅏ᐖ䛸
༴ᶵⓗ≧ἣ䛻䛒る䝂䝭ၥ㢟䛻┤㠃䛧䛶䛔る䛜䚸ၥ㢟䛿䚸⬤ᙅ䛺ே䜃䛸䚸≉䛻ዪᛶ䛸ユース
䛜୙ᖹ➼䛸䚸ពᛮỴᐃ䝥䝻䝉ス䛻䜋䛸ん䛹ཧຍ䛷䛝䛺䛔⌧ᐇの䛺䛛䛷᭱䜒኱䛝䛺䝸ス䜽䛻
䛥䜙䛥䜜䛶䛔るⅬ䛻䛒る䚹

⅏ᐖ䛻ᑐ䛩る⬤ᙅᛶ䛸᝟ሗ᱁ᕪ䚹ႚ⥭のㄢ㢟䛿䚸(ᔒ䜔ὥỈ➼の)⅏ᐖ䛻ᑐ䛩る⬤ᙅᛶの
㧗䛥䛻ຍ䛘䚸Ẽೃኚື䛻つ䛔䛶䚸ユース䛜ධᡭ䛷䛝る䚸ユースྥ䛡の᝟ሗ䛸㜵⅏䝸䝋ース
の୙㊊䛷䛒る䚹

㒔ᕷ⎔ቃのᝏ໬䛸♫఍ⓗ᤼㝖䚹䛣のၥ㢟䛻䛿2つのせ⣲䛜㔜䛺䜚ྜ䛳䛶䛔る��1つ䛿䚸␯
እ䛥䜜䛯ᆅᇦ䛷の(୙㐺ษ䛺䝂䝭ฎ⌮䚸౑䛔ᤞ䛶䝥䝷ス䝏䝑䜽䚸⇕ス䝖䝺ス䛸䛔䛳䛯)῝้䛺
≀⌮ⓗ⎔ቃၥ㢟䚸䜒䛖1つ䛿䚸Ẽೃ䜺䝞䝘䞁ス䛻㛵䛩る㆟ㄽ䛛䜙䚸పᡤᚓᒙのዪのᏊ䛸
ユース䛜♫఍ⓗ䛻᤼㝖䛥䜜䛶䛔る䛣䛸䛷䛒る䚹

䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᐇ᪋䛻㛵䛧䚸ྛユース䜰䞁䝞䝃䝎ー䞉䝏ー䝮䛻ඹ㏻䛧䛶み䜙䜜䛯ㄢ㢟䛿௨ୗの㏻䜚䛷䛒る䚹

㐲㝸䛷のㄪᩚ
䝯䞁䝞ー㛫䛷ᅾఫᆅᇦ䚸ᶆ‽᫬้䚸
ス䜿䝆䝳ー䝹䛜␗䛺る䛯䜑䚸఍㆟の
᪥⛬ㄪᩚ䛻ᅔ㞴䛜⏕䛨䛯

㝈䜙䜜䛯䝸䝋ース

ண⟬䛸ேဨ䛻制㝈䛜䛒る䛯䜑䚸ᚲせ
䛺඲㈨ᮦのㄪ㐩䜔䚸」ᩘᆅᇦ䛷の
䝽ー䜽䝅䝵䝑䝥のྠ᫬㛤ദ䛿ᅔ㞴䛷
䛒䛳䛯

䝏ー䝮⬟ຊ
⌧≧の䜎䜎䚸኱䛝䛺ኚ໬䛿䜒䛯䜙䛫
䛺䛛䛳䛯
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✀㢮 ලయⓗ䛺ၥ㢟 䝥䝻䝆䜵䜽䝖のヲ⣽

▱㆑䛸
ཧຍពḧの୙㊊

እⓗ㜼ᐖせᅉ

ᙜึのព㆑のప䛥
(▱㆑୙㊊)

᢬ᢠ䛸ືဨ

⅏ᐖ

♫఍ⓗ制⣙

ཧຍ⪅䛿䚸Ẽೃኚື䜔䝆䜵䞁䝎ーの㛵㐃ᛶ䚸᪂䛧䛔᱂ᇵ᪉ἲ
のᐇ⌧ྍ⬟ᛶ䚸㠀ᖖ⏝ᣢ䛱ฟ䛧⿄➼の㜵⅏䝒ー䝹のᶵ⬟䛺䛹
」㞧䛺ᴫᛕ䛻つ䛔䛶䚸䜋䛸ん䛹▱㆑䛜䛺䛔ሙྜ䛜ከ䛛䛳䛯

ྛ䝏ー䝮䛿ᙜึ䚸(䝭䝆䞁䝁䜴䜻䜽䝃の᱂ᇵ➼の)㥆ᰁみの䛺䛔
ᡭἲ䛻ᑐ䛩る᢬ᢠ䛻㐼䛳䛯䜚䚸Ύᤲάື䜔ၨⓎ䜻䝱䞁䝨ー䞁䛸
䛔䛳䛯䝁䝭䝳䝙䝔䜱άື䜈のཧຍを䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛻ᗈくಁ䛩の䛻
ⱞປ䛧䛯

ὥỈをᘬ䛝㉳䛣䛩⃭䛧䛔ᔒ➼のẼ㇟⌧㇟䛻䜘䜚䚸ఇᰯ䜔ணᐃ
䛥䜜䛶䛔䛯⾜஦のᘏᮇをᙉ䛔䜙䜜䛯

ユースのཧຍ䛿䚸ヨ㦂䚸ᐙ஦䚸ಶேⓗ䛺⏝஦䚸≉ู䛺䝙ー䝈を
ᣢつே䜃䛸の⛣ື�䜰䜽䝉ス䛻㛵䛩るၥ㢟➼のእⓗせᅉ䛻䜘䛳
䛶制㝈䛥䜜る䛣䛸䛜䛒䛳䛯䚹

ユース䜰䞁䝞䝃䝎ーの䝥䝻䝆䜵䜽䝖඲య䛻ぢ䜙䜜䛯ഴྥを㋃䜎䛘䡠௨ୗのᩍカ䛜ඹ㏻䛧䛶ᚓ䜙䜜䛯䚹

✀㢮 ୺䛺ᩍカ

䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸の
┿の㛵ಀᵓ⠏

㐺ᛂᆺ
䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁䞉
㐠Ⴀ

㇏ᐩ䛺䜰䜲䝕䜰䛸
⌧ᆅ䛷の㐃ᦠ

䜎䛪䝁䝭䝳䝙䝔䜱の声を⫈く

䜟䛛䜚䜔䛩䛔ᙧ䛷ఏ䛘る

ᰂ㌾ᛶ䛜㘽

䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁ᡭẁの
ከᵝ໬

制⣙䛛䜙⏕䜎䜜る㠉᪂

䝟ー䝖䝘ーのά⏝

⌧ᆅのពぢ䛸୙Ᏻ䛻⪥をഴ䛡る䛣䛸䛜䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸┿の㛵ಀ
を⠏く➨୍Ṍ䛷䛒䜚䚸䛭䜜䛻䜘䛳䛶ಙ㢗䛜⏕䜎䜜ཧຍ䛿᭷ព
⩏䛷ᣢ⥆ྍ⬟䛺䜒の䛻䛺る

Ẽೃ䝸䝔䝷䝅ー䛿䡠」㞧䛺ᴫᛕをᆅᇦのᩥ⬦䛻ⴠ䛸䛧込ん䛷䚸
ᖹ᫆䛺ゝⴥ䛸ᑐヰᆺの䜹ー䝗䝀ー䝮䜔㊰ୖ๻(QXNNDG�
QDWDNV)䚸ᙺ๭₇๻䛸䛔䛳䛯䚸๰㐀ⓗ䛺ཧຍᆺᡭἲ䛷ఏ䛘る䛣
䛸䛜䚸᭱䜒ຠᯝⓗ䛺⩦ᚓ䛻つ䛺䛜る

ᰂ㌾ᛶ䛸㧗度䛺䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁⬟ຊ䛿䚸ຠᯝⓗ䛺䝏ー䝮
䝽ー䜽䛻ᚲ㡲䛷䛒䜚䚸⅏ᐖ䜔䝏ー䝮෌⦅ᡂ➼の᝿ᐃእの஦ែ
䛻ィ⏬を㐺ᛂ䛥䛫るୖ䛷䛝䜟䜑䛶㔜せ䛷䛒る

ከᵝ䛺䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁ᡭẁをά⏝䛧䛶୍㈏䛧䛯㐃ᦠを䛸る䛣
䛸䛜䚸ཧຍ⪅のಙ㢗を⥔ᣢ䛧䚸⩻ヂ䝃䝫ー䝖䛷ゝⴥのቨをඞ
᭹䛧䚸୍Ṍ୍Ṍ☜ᐇ䛻๓㐍䛩る䛣䛸䛻つ䛺䛜る

䝸䝋ースの୙㊊䛜䚸㠉᪂の䛝䛳䛛䛡䛸䛺る䛣䛸䛜䛒る䚹஦๓ィ
⏬䛸⥭ᛴ᫬⏝の㈨㔠の☜ಖ䛜䛝䜟䜑䛶㔜せ䛷䛒䜚䚸ᣢ⥆ྍ⬟
ᛶ䛿ከくのሙྜ䚸⌧ᆅ䛷ධᡭྍ⬟䛺䜒の䛛䜙⏕䜎䜜る

⌧ᆅ䝸ー䝎ー䚸ᴗ⪅䚸䝁䝭䝳䝙䝔䜱の㛵ಀ⪅䚸LG8䛸の⥭ᐦ䛺㐃
ᦠ䛿䚸䜘䜚෇⁥䛺ᐇ᪋䛸ᨭ᥼䜔チྍの⋓ᚓ䚸䛥䜙䛻㛗ᮇⓗ䛺ᣢ
⥆ྍ⬟ᛶを組み込んだ制度のᐇ⌧䛻ᚲ㡲䛷䛒る

䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᐇ᪋ᡓ␎
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ユース䜰䞁䝞䝃䝎ー䛜䝅ー䝗ຓᡂ㔠䝥䝻䝆䜵䜽䝖の┠ᶆを㐩ᡂ䛷䛝る䜘䛖䚸YLA䛿䛹の
䜘䛖䛻ᨭ᥼䛧䛯䛛

䝥䝷䞁䞉䜲䞁䝍ー䝘䝅䝵䝘䝹のYLAㄪᩚ⪅䛸䝯䞁䝍ー䛿䚸ໟᣓⓗ䛷⥅⥆ⓗ䛺ᨭ᥼をᥦ౪䛧䚸䝅ー䝗ຓᡂ㔠䝥䝻䝆䜵䜽䝖のᡂຌ
䛻䛺く䛶䛿䛺䜙䛺䛔Ꮡᅾだ䛳䛯䚹ᙼ䜙のᨭ᥼䛿䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᐇ᪋䜔ィ⏬䚸ಶேのᡂ㛗䛻䜎䛷ཬんだ䚹䝯䞁䝍ー䛿᭷┈䛺ຓ
ゝをᥦ౪䛧䛶άືィ⏬䜔ㄪᰝ䝒ー䝹を⦎るຓ䛡を⾜䛔䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛜䝆䜵䞁䝎ーのどⅬ䛸ໟᦤᛶのཎ๎䛻ᚲ䛪ἢ䛖䜘䛖
ಁ䛧䛯䚹䜎䛯ᙼ䜙䛿䚸䝟ー䝖䝘ー䛸の㐃ᦠ䚸ㅮ₇⪅の☜ಖ䚸䝏ー䝮䝭ー䝔䜱䞁䜾のㄪᩚ䚸䝋ー䝅䝱䝹䝯䝕䜱䜰άື➼を䝃
䝫ー䝖䛧䛶㐠Ⴀୖ䜒㔜せ䛺ᙺ๭をᯝ䛯䛧䛯䚹≉䛻䚸ከくのሙྜಶู㠃ㄯを㏻䛧䛶ᙼ䜙を୍㈏䛧䛶ບ䜎䛧䚸ពḧをಖ䛱䚸ᚰの
ᨭ䛘䛸䛺る䛣䛸䛷䚸ユース䜰䞁䝞䝃䝎ーの⮬ಙを㧗䜑䚸ၥ㢟ゎỴのຊ䛸䛺䜚䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛻ᑐ䛩る㈐௵ឤ䛸ᙜ஦⪅ព㆑を
⫱んだ䛣䛸䛿䚸䛝䜟䜑䛶㔜せだ䛳䛯䚹

䛂ᙼ䜙䛿䝥䝻䝆䜵䜽䝖඲యの䜋䜌䛒䜙䜖る㠃
䛷⚾䛯䛱をຓ䛡䛶く䜜䛶䚸ᣦᑟ䜔άືのᨭ
᥼だ䛡䛷䛺く䚸ᚰのᨭ䛘䛻䛺䛳䛶く䜜䜎䛧䛯䛃

-RQQD䚸䝣䜱䝸䝢䞁

䛂ᙼ䜙䛿䚸ᖖ䛻ᣦᑟ䚸䝸䝋ース䚸
䝅ー䝗ຓᡂ㔠䚸䝯䞁䝍䝸䞁䜾䚸䜔るẼを୚䛘䛶く䜜䚸ᅔ㞴
䛺ሙ㠃䛷䜒ᙼ䜙䛜୚䛘䛶く䜜䛯ពぢ䛸ບ䜎䛧䛿䚸⚾䛯䛱
の⮬ಙを㧗䜑䚸㐍䜐䜉䛝᪉ྥを♧䛧䛶く䜜䜎䛧䛯䛃

+RQH\䚸䝍䜲

䛂䝯䞁䝍ー制度の䛚䛛䛢䛷䚸⚾䛯䛱䛿䝸ー䝎ー䝅䝑䝥
⬟ຊを㧗䜑䚸ᅔ㞴䛺≧ἣୗ䛷䜒䜔るẼを⥔ᣢ䛧䚸䝥
䝻䝆䜵䜽䝖䛜䝆䜵䞁䝎ーのどⅬをኻ䜟䛪ᙳ㡪ຊをᣢ
䛱⥆䛡る䜘䛖䛻䛩る䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䛃

'HHSWL䚸䜲䞁䝗

䛂ᙼ䜙䛿䝥䝻䝆䜵䜽を㏻䛧䛶⚾䛯䛱䛻
ບ䜎䛧䛸ᣦᑟ䛧䛶䚸ᨭ䛘䛶く䜜䜎䛧䛯䚹
䜎䛯ᙼ䜙䛜䚸ィ⏬㏻䜚䛻㐍ᤖ䛷䛝る䜘䛖
ಁ䛧䚸NGO䚸Ꮫᰯ䚸⌧ᆅの䜾䝹ー䝥䛸つ䛺䛜るᡭຓ䛡
を䛧䛶く䜜䛯䛚䛛䛢䛷䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖を䜘䜚෇⁥䛻䛩䛩
䜑る䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䛃

$EGL䚸䜲䞁䝗䝛䝅䜰

䛂䝯䞁䝍ー制度の䛚䛛䛢䛷䚸⚾䛯䛱䛿䝸ー䝎ー䝅䝑䝥
⬟ຊを㧗䜑䚸ᅔ㞴䛺≧ἣୗ䛷䜒䜔るẼを⥔ᣢ䛧䚸䝥
䝻䝆䜵䜽䝖䛜䝆䜵䞁䝎ーのどⅬをኻ䜟䛪ᙳ㡪ຊをᣢ
䛱⥆䛡る䜘䛖䛻䛩る䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䛃

'HHSWL䚸䜲䞁䝗

䛂䝯䞁䝍ー䛿⚾䛯䛱䛻䝥䝻䝆䜵䜽䝖を
⮬⏤䛻ᒎ㛤䛩るవᆅを୚䛘つつ䚸⣲ᬕ䜙䛧䛔ᣦᑟ
䜒⾜䛳䛶く䜜䜎䛧䛯䛃

*LWD䚸䜲䞁䝗䝛䝅䜰

䛂ᙼ䜙䛿䝥䝻䝆䜵䜽䝖の❧䛱ୖ䛢䛛䜙Ꮚ
䛹䜒䛯䛱䜈のཧຍの࿧䜃䛛䛡䚸䛥䜙䛻䚸
ㅮ⩦఍䛜ᚲ䛪᫬㛫㏻䜚෇⁥䛻ᐇ᪋䛥
䜜る䜘䛖䛻䛩る䛣䛸䜎䛷䚸䛒䜙䜖るẁ㝵
䛷⚾䛯䛱をᨭ᥼䛧䛶く䜜䜎䛧䛯䚹⚾䛯䛱
䛜ຓゝ䜔ᣦᑟをồ䜑䛯䛸䛝䛿䛔つ䜒
ᛌく䝃䝫ー䝖䛧䛶く䜜䜎䛧䛯䛃

%DV䚸䝍䜲
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⤖ㄽ

YLA䝥䝻䜾䝷䝮䛿䚸Ẽೃ䜔䝆䜵䞁䝎ーṇ⩏䛻ྲྀ䜚組䜐ḟୡ௦の䝸ー䝎ーの㣕㌍のሙ䛸䛧䛶
䛝䜟䜑䛶㔜せ䛺䛣䛸䛜ド᫂䛥䜜䛯䚹ユース䜰䞁䝞䝃䝎ーの⮬ᕫホ౯⤖ᯝ䛿䚸ྠ䝥䝻䜾䝷䝮
䛜䚸ከᵝ䛺ユース䜰䞁䝞䝃䝎ー�0ே䛻ኚ㠉を᥎㐍䛩る䛯䜑䛻୙ྍḞ䛺ス䜻䝹を⩦ᚓ䛥
䛫䚸ᙼ䜙の᝟⇕䛸䛭䜜をᐇ⾜䛩る⌧ᐇ䛸の㛫䛻䛒る䜼䝱䝑䝥をぢ஦䛻ᇙ䜑䛯䛣䛸を⿬௜䛡
䛶䛔る䚹だ䛜௒ᅇの⤖ᯝ䛛䜙䚸䝥䝻䜾䝷䝮䛜䜒䛯䜙䛩♫఍ⓗኚ໬を᭱኱໬䛩る䛻䛿䚸≉䛻
බᖹᛶ䚸㐠Ⴀຠ⋡䚸⥅⥆ⓗ䛺䜰䝗䝪䜹䝅ー䛻つ䛔䛶䛔くつ䛛ᨵၿ䛩䜉䛝㔜せ䛺㒊ศ䛜䛒る
䛣䛸䛜᫂䜙䛛䛻䛺䛳䛯䚹

YLA䝥䝻䜾䝷䝮䛿䚸Ẽೃ䜔䝆䜵䞁䝎ーṇ⩏䛻ྲྀ䜚組䜐ḟୡ௦の䝸ー䝎ーの㣕㌍のሙ䛸䛧䛶
䛝䜟䜑䛶㔜せ䛺䛣䛸䛜ド᫂䛥䜜䛯䚹ユース䜰䞁䝞䝃䝎ーの⮬ᕫホ౯⤖ᯝ䛿䚸ྠ䝥䝻䜾䝷䝮
䛜䚸ከᵝ䛺ユース䜰䞁䝞䝃䝎ー�0ே䛻ኚ㠉を᥎㐍䛩る䛯䜑䛻୙ྍḞ䛺ス䜻䝹を⩦ᚓ䛥
䛫䚸ᙼ䜙の᝟⇕䛸䛭䜜をᐇ⾜䛩る⌧ᐇ䛸の㛫䛻䛒る䜼䝱䝑䝥をぢ஦䛻ᇙ䜑䛯䛣䛸を⿬௜䛡
䛶䛔る䚹

だ䛜௒ᅇの⤖ᯝ䛛䜙䚸䝥䝻䜾䝷䝮䛜䜒䛯䜙䛩♫఍ⓗኚ໬を᭱኱໬䛩る䛻䛿䚸≉䛻බᖹᛶ䚸
㐠Ⴀຠ⋡䚸⥅⥆ⓗ䛺䜰䝗䝪䜹䝅ー䛻つ䛔䛶䛔くつ䛛ᨵၿ䛩䜉䛝㔜せ䛺㒊ศ䛜䛒る䛣䛸䛜᫂
䜙䛛䛻䛺䛳䛯䚹

୺䛺Ꮫ䜃䛸ᡂᯝ

୰᰾ⓗス䜻䝹䜈の
ዲ䜎䛧䛔ᙳ㡪

ཧຍ⪅の䜰䝗䝪䜹䝅ーά
ື䜔䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛷のㅮ
₇䜲䝧䞁䝖䜈のྲྀ䜚組み
䛜♧䛩䜘䛖䛻䚸ᮏ䝥䝻䜾
䝷䝮䛿䚸䝸ー䝎ー䝅䝑䝥䚸
ᗈሗ䚸ㄒ䜚を⏝䛔䛶ാ䛝
䛛䛡るス䜻䝹の㛤Ⓨ䛸䛔
䛖┠ᶆを㐩ᡂ䛧䛯䚹

௰㛫䛸の༠ാのຊ

௰㛫ྠኈ䛷のᏛ䜃の㔜
せᛶ䛿⧞䜚㏉䛧ྲྀ䜚ୖ䛢
䜙䜜䚸䛭のᐇ᪋䛻䛿ᅔ㞴
䛜క䛖䛸䛿ゝ䛘ᅜቃを㉺
䛘䛯༠ാの㔜せᛶ䛜䛝
䜟䜑䛶㧗䛔䛣䛸を♧၀䛧
䛶䛔る䚹

䝥䝻䜾䝷䝮ᐇ᪋ୖの
ㄢ㢟

ྛᅜẖのᨻ἞ⓗ�⎔ቃⓗ
ᩥ⬦の┦㐪䚸ᰂ㌾䛺ᐇ
᪋ス䜿䝆䝳ー䝹䚸እ㒊䛸
の⣙᮰஦㡯の㑂Ᏺ䚸䝸
䝋ース䚸䝁䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵
䞁ၥ㢟(ゝㄒ䜔䜰䜽䝉䞁
䝖)➼の㐠⏝ୖのၥ㢟
䛿䚸௒ᚋᶆ‽໬を㐍䜑
䛺䛜䜙㐺ᛂᛶの䛒る䝥䝻
䜾䝷䝮య制䛻䛧䛶䛔くᚲ
せᛶ䛜䛒る䛣䛸を♧䛧䛶
䛔る䚹

䜰䝗䝪䜹䝅ー䛸බᖹᛶ䛻
䛚䛡るㄢ㢟

ᮏሗ࿌᭩䛿䚸䝥䝻䜾䝷䝮
እ䛷の䜰䝗䝪䜹䝅ー䛿ᮇ
ᚅ䛧䛯䜋䛹άⓎ䛻⾜䜟
䜜䛪䚸ཧຍ⪅の䛣䜜䜎䛷
の䜰䝗䝪䜹䝅ー䚸䝥䝻䝆䜵
䜽䝖⟶⌮➼の⤒㦂䛻᫂
☜䛺᱁ᕪ䛜䛒䛳䛯䛯䜑
䛻䝯䞁䝍ー制度䜔䝽ー䜽
䝅䝵䝑䝥のຠᯝ䛻ᕪ䛜⏕
䛨䛯䛸ᣦ᦬䛧䛶䛔る䚹䛣
のၥ㢟䛻䛿䚸䜹䝸䜻䝳䝷
䝮䛸ཧຍ⪅の㑅ฟ䛻つ
䛔䛶䚸ಶ䚻の≧ἣ䛻ྜ
䜟䛫䛯ᡭἲを䛸るᙧ䛷ᑐ
ᛂ䛩るᚲせ䛜䛒る䚹
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䠵䠨䠝䛜௒ᚋ䜒ᐇ᪋を㔜䛽䚸ᣢ⥆ྍ⬟ᛶをಖ䛱䛺䛜䜙᭱኱の♫఍ⓗኚ໬を䜒䛯䜙䛩䛯䜑䛻䛸る䜉䛝ᡓ␎ⓗ⾜ືを䚸
ᑐ㇟ูのᥦゝ䛸䛧䛶௨ୗ䛻♧䛩䚹

䝥䝷䞁䞉䜲䞁䝍ー䝘䝅䝵䝘䝹

1. ᥇⏝䛸䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᵓ㐀

Ὕᐹ� 䛣の䝥䝻䜾䝷䝮䛿䚸ཧຍ⪅䛜␃Ꮫ
୰䚸䛒る䛔䛿ᾏእ䛷⏕ά䛧䛶䛔るሙྜ䚸ᑐ
㠃ᆺの䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜈のཧຍ䛜㞴䛧䛔䛸䛔䛖
㐠Ⴀୖのㄢ㢟䛻┤㠃䛧䛯䚹䜎䛯䚸༢୍ᅜを
ᑐ㇟䛸䛧䛯䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛷䛒䛳䛯䛯䜑䚸ከᵝ
ᛶ䜔Ꮫ䜃のඹ᭷のⅬ䛷ྍ⬟ᛶ䛜制㝈䛥䜜
䛯䚹

ᥦゝ� ᅜෆᐇ᪋をඃඛ䛧䚸␗ᩥ໬㛫༠ຊを
ồ䜑䛶䛔く䚹௒ᚋ䜒⥅⥆ⓗ䛻ᐇ᪋䛩る㝿
䛿䚸⮬ᅜ䛻ᒃఫ䛩るᛂເ⪅をඃඛ䛧䚸䛧䛳
䛛䜚䛸ཧຍ䛷䛝るయ制䛻䛩る䜉䛝䛷䛒る䚹
䜎䛯䜲䝜䝧ー䝅䝵䞁を䛩䛩䜑る䛯䜑䛻䛿䚸༢
୍ᅜ䛷のᐇ᪋䛛䜙ᅜを䜎䛯䛔だඹྠ䝥䝻
䝆䜵䜽䝖䜈⛣⾜䛩䜉䛝䛷䛒る䚹

౛� ౛䛘䜀䚸䝧䝖䝘䝮の䝏ー䝮䛜䜲䞁䝗の
䝏ー䝮䛸ᥦᦠ䛧䛶(Ἑᕝởᰁ➼の)ඹ㏻のၥ
㢟䛻ྲྀ䜚組䜎䛺く䛶䛿䛺䜙䛺䛔䛂ᆅᇦㄢ㢟䛃
䝁ースをタ䛡䚸⌧ᆅ䛷ᐇ᪋䛩る㝿䛻ཧຍ⪅
䛻ᅜቃを㉺䛘䛯༠ຊをồ䜑る䚹

�. 䜹䝸䜻䝳䝷䝮のබᖹᛶ

Ὕᐹ� ཧຍ⪅の䛭䜜䜎䛷の⤒㦂್䛻᫂
☜䛺ᕪ䛜み䜙䜜䛯䚹��%䛜ᮏ᱁ⓗ䛺䝥
䝻䝆䜵䜽䝖⟶⌮⤒㦂䛿ึ䜑䛶だ䛳䛯୍
᪉䛷䚸ṧ䜚のཧຍ⪅の⤒㦂್䛿㧗く䚸
䝽ー䜽䝅䝵䝑䝥のຠᯝ䛻ᕪ䛜⏕䛨䛯䚹

ᥦゝ� ཧຍ⪅の䝧ース䝷䜲䞁のㄪᩚ䚹
ཧຍ⪅඲ဨ䛜ྠ➼の᮲௳䛷㛤ጞ䛷䛝
る䜘䛖䚸䜘䜚ཝ᱁䛺㑅ฟᇶ‽のタᐃ䚸䜎
䛯䛿‽ഛẁ㝵をタ⨨䛩る䚹

౛� ᑓ㛛㡿ᇦ䛷のⱥㄒ䛸䝥䝻䝆䜵䜽䝖⟶
⌮のᇶᮏ⏝ㄒを⥙⨶䛧䛯䛂YLA㐺ᛶヨ
㦂䛃をᚲ㡲ヨ㦂䛸䛧䛶ᑟධ䛩る䚹䛭のヨ
㦂の䛂䝺䝧䝹0䛃をྜ᱁䛧䛯⪅だ䛡䛜
YLA䛻ཧຍ䛷䛝る䚹
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3. メンター制度と学習環境

洞察: それまでの経験値が低い参加者
が自信をつけるためには、より多くのサ
ポートを行う必要があった。また、参加
者が平等にテクノロジーを利用できない
環境や、オンライン形式のみでの実施形
式によって、学習過程が妨げられること
もあった。

提言: メンター制度の強化と学習過程の
改善。参加者の自信を向上するため、
平等性と協力を重視したメンタリングが
行える正式な制度を整える。それと同時
に、オンラインと対面の活動を組み合わ
せて、参加できる形を最大限に広げ、参
加者全員が共通した機器(ノートパソコン
やタブレット)を利用できるようにする。

例: 経験値の低い者をサポートするた
め、メンターを対象とした「自信育成のた
めのコーチング」手法の訓練を実施す
る。加えて、プログラム開始時に参加者
全員に「デジタル包摂キット」(タブレット 
+ データ一式)を配布し、オンライン講習
会中に取り残される者がいない環境を
つくる。

4. 子ども・ユースのセーフガーディング
と同世代の仲間同士の学習

洞察: 参加者は、仲間同士の学習が本
プログラムの目玉だと強調したが、現状
のやり方では自由なネットワークづくり
は難しいと指摘した。しかし、私たちと資
金提供者にとって最優先事項は、セク
シュアル・ハラスメント、搾取、虐待の危
険性を完全に排除した環境の維持であ
る。

提言: 「監督下での協働」の実現に向け
たセーフガーディングの向上。安全基準
の緩和ではなく、安全な環境下でのつな
がりを可能にするインフラへの投資。
「接触の制限」から、公式の経路を通じ
て「安全につながれる環境づくり」へ移
行する。

例: ワークショップ以外でのオンライン上
のつながりを禁止する代わりに、モニ
ターされているMicrosoft Teamsチャン
ネルやDiscordサーバー等のYLAが管
理する公式プラットフォームを設ける。そ
こでは、公式のセーフガーディング担当
者がやり取りを監視するため、ユースが
監督されていない危険性の高いプライ
ベート用のSNSアプリに頼ることなく、プ
ロジェクトに関した自由な協働が可能と
なる。

ユース

1. エビデンスに基づくアドボカシー

洞察: プロジェクトとして最も成功を収めたのは、毎月確実に35kgのゴミ削減を達成したインド
ネシアのSAFEプロジェクト等、具体的な数値で成果を確認できるものだった。

提言: 働きかけのためにデータを記録する。単なる意識喚起にとどまらず、データを活用して活
動の価値を証明すること。政策決定者や資金提供者を動かすのは単なる熱意ではなく、エビデ
ンスである。

例: 「ワークショップを成功裏に開催した」という報告ではなく、SAFEチームが示したように、「事
前・事後テストの結果データによると、250人の生徒の気候リテラシーを95%向上させることが
できた」と報告する。
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�. ユースの声のᏑᅾឤを㧗䜑る

Ὕᐹ� ୡ⏺つᶍのẼೃኚື䝣䜷ー䝷䝮
䜈のユースのཧຍをồ䜑る声䛿㧗く䚸
኱䛝䛺ᙳ㡪を୚䛘る䜰䝗䝪䜹䝅ー䛻
䛿䚸ᐇ㝿䛻䛭のሙ䛻䛔る䛣䛸䛜䛝䜟䜑
䛶㔜せ䛷䛒る䚹だ䛜䚸ユースのཧຍே
ᩘ䛻䛿๭䜚ᙜ䛶䛻䜘る制㝈䛜䛒るሙྜ
䛜ከ䛔䚹

ᥦゝ� ᑐ㠃䛷⾜䛖䜰䝗䝪䜹䝅ー䛻ཧຍ
䛷䛝るேᩘのᯟをᗈ䛢る䚹㑅ᢤ䛥䜜䛯
ユース䜰䞁䝞䝃䝎ー䛜䚸ᆅᇦつᶍ䜔ୡ
⏺つᶍのẼೃኚື䝣䜷ー䝷䝮䛻ᑐ㠃
䛷ཧຍ䛷䛝るேᩘをቑ䜔䛩䛯䜑䛻㈈
※をቑ䜔䛩䚹

౛� A30&'55䜔AVLD;FKDQJH➼の
ᆅᇦ䜲䝧䞁䝖䛻ユースୡ௦を᭱ప50%
䛿㏦䜚込䜑る䜘䛖䚸≉ᐃの᪑㈝ຓᡂ㔠
をィୖ䛧䛶䚸ពᛮỴᐃのሙ䛷ᙼ䜙䛜声
をୖ䛢䜙䜜る䜘䛖䛻䛩る䚹

�. ⌧ᆅ䛻༶䛧䛯䜰䝗䝪䜹䝅ー

Ὕᐹ� 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛸䛧䛶᭱䜒ຠᯝⓗ
だ䛳䛯の䛿䚸ୡ⏺つᶍのᢳ㇟ⓗ䛺ᴫ
ᛕを⌧ᆅの⌧ᐇ䛻ⴠ䛸䛧込んだ䜒の
だ䛳䛯䚹䝍䜲の䛂GUHHQ�&DYLDU䛃䝏ー䝮
䛜䚸Ẽೃኚືᑐ⟇を༢䛻䛂ᆅ⌫をᩆ䛖
䛣䛸䛃䛷䛿䛺く䚸୙Ᏻᐃ䛺Ẽೃ䛻┤㠃䛧
䛶䛔る㎰ᐙの⤒῭ⓗᶵ఍䛸䛧䛶఩⨨
௜䛡䛶ᡂຌを཰䜑䛯の䛿䚸䛭の୍౛
䛷䛒る䚹ྠᵝ䛻䚸䜲䞁䝗の䛂G&3䛃䛿䚸
ẼೃኚືをỈ䜈の䜰䜽䝉ス䜔Ᏻ඲䛸
䛔䛳䛯᪥䚻のၥ㢟䛸⤖䜃つ䛡䛯䚹

ᥦゝ� ୡ⏺つᶍのᴫᛕを⌧ᆅのᩥ⬦
䛻ⴠ䛸䛧込䜐䚹ᅜ㝿ⓗ䛺ス䝻ー䜺䞁を
༢䛻⧞䜚㏉䛩だ䛡䛷䛿䛔䛡䛺䛔䚹ຠᯝ
ⓗ䛻䛩る䛻䛿䚸ୡ⏺つᶍのẼೃኚື
䛻㛵䛩るᴫᛕを䚸⌧ᆅの䝙ー䝈䛸ඃඛ
஦㡯䚸䛭䛧䛶ఫẸ䛸䝸ー䝎ーのලయⓗ
䛺ゝⴥ䛻䛂ኚ䛘る䛃ᚲせ䛜䛒る䚹

౛� ⌧ᆅのᮧ㛗䛸ヰ䛩㝿䛿䚸䛂ୡ⏺の
䝛䝑䝖䞉䝊䝻(ேⅭⓗ ᐊຠᯝ䜺ス᤼ฟ
㔞をᐇ㉁䝊䝻䛻䛩る)䛃をㄒるの䛷䛿䛺
く䚸GUHHQ�&DYLDU䝏ー䝮䛜⾜䛳䛯䜘䛖
䛻䚸䛂㝆㞵䝟䝍ー䞁のኚ໬䛜䚸⚾䛯䛱
のᮧの⡿の཰✭㔞を䛔䛛䛻ῶᑡ䛥䛫
䛶䛔る䛛䛃䛻つ䛔䛶ヰ䛩䚹

㈨㔠ᥦ౪⪅

1. ユース୺ᑟの௙組み䜈のᢞ㈨

Ὕᐹ� 䝅ー䝗ຓᡂ㔠䝥䝻䝆䜵䜽䝖を㏻䛧䛶䚸ユース䝏ー䝮䛜㈨㔠(2�000䝗䝹)を㐺ษ䛻⟶⌮䛧䚸」㞧
䛺ᴗົを㐙⾜䛧䚸ලయⓗ䛺ᡂᯝをฟ䛫る䛣䛸䛜ᐇド䛥䜜䛯䚹

ᥦゝ� 䛂䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝧ース䛃の㈨㔠ᥦ౪䛛䜙䛂組⧊䝧ース䛃の㈨㔠ᥦ౪䛻㌿᥮䛩る䚹ᐇ⦼を♧䛧䛯
ユース䜾䝹ー䝥䛜䚸୍᫬ⓗ䛺䝥䝻䝆䜵䜽䝖䝏ー䝮䛛䜙ユース୺ᑟのᜏஂⓗ䛺組⧊䜈䛸Ⓨᒎ䛷䛝る
䜘䛖䚸䛭䜜䜙のᣢ⥆ྍ⬟ᛶ䛻ᢞ㈨䛩る䚹

౛� ௒ᚋ䚸㈨㔠ᥦ౪を⥅⥆䛧䛶⾜䛖㝿䛿䚸≉䛻㧗䛔ᐇ⦼を♧䛧䛯YLA༞ᴗ⏕䝏ー䝮をᑐ㇟䛻ຓᡂ
㔠をቑ㢠䛧䛶(5�000䝗䝹䛛䜙1୓䝗䝹⛬度)ᥦ౪䛩る䛂䛥䜙䛺るᒎ㛤ᡭẁ䛃をタ䛡䚸ᙼ䜙のྲྀ䜚組み
をṇᘧ䛺NGO䞉♫఍ⓗ௻ᴗ䛸䛧䛶ἲⓗ䛻Ⓩ㘓䛷䛝る䜘䛖䚸Ⓩ㘓ᩱ䜔ึᖺ度の㐠Ⴀ㈝の㈇ᢸをྵ
䜐㈨㔠ᥦ౪を⾜䛖䚹
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政策立案者

1. ユースの声を組み込んだ制度
をつくる

洞察: ユースの参加は、(意思決定
を適切に行う)ガバナンスの枠組み
に組み込むというより、サミットでの
象徴的な参加にとどまる場合が多
い。

提言: ユースの代表を制度として
定着させる。気候ガバナンスの枠
組みにおけるユースの役割を定
め、単なる協議参加から共同意思
決定を行う存在に移行する。

例: 気候変動政策の可決前に、そ
の内容の検討・助言を行う立法上
の権限を持つ恒久的なユース気候
評議会を設置すること。

2. 戦略的資金配分(国家基金)

洞察: アジア太平洋地域の人口の50%を
ユースが占めているにも関わらず、世界
の気候ファイナンスの内、ユース主導の
取り組みに充てられているのは1%未満で
ある。YLAシード助成金プロジェクトは、直
接的な資金提供が、経済・環境面で実質
的な成果をもたらすことを実証した。

提言: 各国の気候基金でのユースへの配
分を義務付ける。各国政府は形式的な支
援を越えて、ユース主導の取り組みが国
の気候基金の一定割合を直接利用できる
よう法律化する必要がある。

例: 「国の気候資金の最低20％を、ユース
主導の取り組みに配分」し、大規模な
NGOに通常求められるような財務上の煩
雑な手続きの要らない簡素化された仕組
みを整える。
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˃˛ l̃˜x ˣ ñe˦
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